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乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…７









第一章　魔法省での業務開始







「おはようございます。カタリナ様、起きて……もう起きてらっしゃったのですね」

　いつものように私を起こしてくれようとしたメイドのアンがすでに起きている私に少し驚いた声をあげた。

「ええ、今日から魔法道具研究室に正式勤務になるのだもの。ちゃんとしないと」

　私は少し得意げにそう答えた。

　私、カタリナ・クラエスはこの春、魔法省に入省した。

　そして他ほかの新人たちとともに部署決めの試験を受け、魔法道具研究室という部署へ配属された。今日からはそこで正式な勤務のスタートである。気合も入る。

　ついに私も社会人か、なんだか感慨深い。前世では学生しか経験していなかったからな。

　八歳の時、城の庭園で転んで岩に頭をぶつけて思い出した前世の記憶は、日本の田舎いなかの普通のサラリーマン家庭の長女として野山ですくすく育ち、やがて立派なオタク女子高生に成長したというもの。不運な事故で若くしてその生しょう涯がいを終えてしまった前世。そして私は公爵家の令嬢カタリナ・クラエスとして生まれ変わった。

　サラサラの茶色の髪、水色の目はきゅっと吊つり上がりぎみで鋭いが、それでも平凡狸たぬき顔の前世よりは美人だな～なんて思っていられたのは一瞬だった。急に決まった王子との婚約によって気付いたのは、このカタリナは前世の私が亡くなる前日までやっていた乙女おとめゲーム『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の悪役令嬢だということだった。

　十五歳で入学する魔法学園、そこで攻略対象である第三王子の婚約者として主人公をいじめ抜く悪役であるカタリナ、待ち受ける運命は主人公がハッピーエンドで国外追放、バッドエンドで死亡という破滅しかない最悪な人物だったのだ。

　八歳でこの事実に気が付いた私は魔法学園に入学しゲームが始まるその時まで破滅対策を立て努力を重ねた。

　やがて魔法学園に入学したゲームの主人公であるマリアに出会い、友達になって……ちょっとしたアクシデントを乗り越え、ゲームは友情エンドで平和に終わったのだ。無事に破滅を乗り切り、ついに自由と安泰の老後を手に入れたのだ！

　そして魔法学園を卒業後、私は国で一番人気の就職先である魔法省への就職が決まり、もう将来は安泰だと思ったのに……なんと『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ』の続編がこの魔法省で繰り広げられるようなのだ。

　元々の攻略対象たちに加え、新たに追加された攻略対象たちとの恋を育はぐくむ新たな物語の始まり、そこまではいいんだが……どういう訳か一作目で国外追放されたはずの悪役令嬢カタリナ・クラエスがわざわざ悪役として返り咲くために戻ってきたという設定のようなのだ。

　つまりまた悪役令嬢カタリナが活躍し、そして破滅するのだ！　いや、せっかく破滅を乗り越えたのに、なんでまた破滅の危機、もう勘弁してほしい！

　こうして私は魔法省で再び破滅フラグと戦うこととなった。しかも前の時より明らかに情報が少ない状態でだ。

　しかし、せっかくここまできたのに、破滅に陥るなんて絶対に嫌だ。私は今度こそまったりとした生活を送るって決めてるんだから！

　絶対にまた乗り切ってみせるわ！

　私はベッドの上で拳こぶしを握りしめてそう誓った。そこで、

「カタリナ様、せっかく早く起きても、そのようにボーっとしていると遅刻しますよ」

　アンがなんとも言えない目で私を見ながらそう言ってきた。

　おお、しまった。色々と思い出して誓いを新たにしているうちに時間が刻々と過ぎていた。

「私は頑張るわ。やるわよ、負けないわよ！」

　私はそう新たに口にして、ベッドから下りた。

「はい。頑張りましょう、カタリナ様、では、まずはお着替えから」

　アンが手て馴なれた様子で着替えの服を持ってきてくれた。いつもと同じ朝が始まった。







★★★★★★★







「では、教育係頼んだぞ」

　上司ににこやかにそう言われ「はい」とすぐに返事を返しつつも、内心はやや複雑だった。

　新年度を迎え私、ガイ・アンダースンことローラの勤める魔法省、魔法道具研究室にも新人が配属された。と言っても一人は少し前からすでに見習いで来ていたので完全な新人は実質、一人である。

　ただその一人がなかなか厄介な人物だった。

　公爵家の令嬢にして第三王子の婚約者というすごい肩書を持ち、普通なら魔法省で働くような人物ではない。そのためその入省には様々な噂うわさが流れた。

　中でも我わが儘ままなご令嬢が王子との正式な婚姻までの間、親や婚約者にねだって暇つぶしに遊びに来ているという噂が一番、信ぴょう性を持っていたためか、今ではそれが真実のように伝わってしまっている。

　まぁ、そんな噂はまったくのデマだったのだけど……実際に接した彼女は噂とは全然違う人物だった。

　件くだんの令嬢の部署決めのための試験の監督となった私は、数日を共に過ごし、彼女が我儘な令嬢でもなく魔法省に遊びで来ているのではないことを知った。ついでに彼女が魔法省に来た本当の理由、隠された闇やみの魔力のことも知ってしまったが……。

　そんな彼女が魔法道具研究部に配属されるのはなんとなく予想できた。

　彼女自身はよい子だが、魔法省にとって色んな意味で扱いにくく持て余す存在だ。そうした存在はもれなくこの魔法道具研究部に引き取られるから。

　しかし、まさか私が直属の教育係に任命されるとは、いや、正確には私ともう一人の相方とのペアで、新人二人を教えろということだが。

「どうぞ、よろしくお願いします」

　キラキラした水色の瞳ひとみで彼女がそう頭を下げた。いい子なのだ。公爵家の令嬢であるのに、まったく偉ぶったところもなく、素直で一生懸命で……。

　ただ、ちょっと規格外すぎるのだ。私は自分自身もかなり変わり者の自覚があったが……、彼女たちとの旅で思った。私などまだまだだと。世の中には巨大なドラゴンに枝で立ち向かおうとする人間がいるのだと。

　さぁ、これから何をするんだと期待に満ちた目を向けてくるカタリナ・クラエス令嬢を前に私は内心ため息をついた。

　私なんかに、この子の教育係とか務まるかしらと。







★★★★★★★







「どうぞ、よろしくお願いします」

　私、カタリナ・クラエスは本日から正式に勤務することになった魔法道具研究所でそう挨あい拶さつした。そして教育係だと紹介された二人に頭を下げた。

　激しく改造されたフリフリの愛らしい制服をまとい派手な化粧を施した女装、筋肉マッチョと、長い前髪に大きく分厚い眼鏡めがねをかけた男性。

　後者はともかく前者は初見なら間違いなくぎょっとしたであろう人物だが、もうすでに何日か一緒に行動し、それなりに知った仲なので驚くこともない。

　私たちの部署決め試験の監督をしてくれたガイ・アンダースンこと自称ローラ先輩とネイサン・ハート先輩である。

　正直、このぱっと見、変わり者しかいないような部署に不安を覚えていたので（彼ら自身も変わり者だとしても）よく知らない人ではなく知っている人が教育係と言われ少しほっとした。

　たとえそれが、制服がありえないくらいフリフリで仕草だけは完全な乙女だけど見た目は筋肉マッチョであごには青い髭ひげが浮いている人でも、信じられないくらい存在感が薄くてすぐ迷子になり自力で戻ってこれない人でも……それでも彼らが有能で面倒見のいい先輩であることは試験中によくわかっていた。なので、とりあえずは安心だ。

「よろしくね」

「よろしくお願いします」

　二人にそう言われ、私はもう一度、元気な声で、

「よろしくお願いします」

　とお願いした。




「それでは、まずこの部署の職員を手短に紹介していきます」とハート先輩が、部屋の中にいる先輩たちを紹介してくれた。

　オリエンテーションでお世話になったアライグマ人形でしゃべる先輩、キラキラ改造制服のナルシストっぽい先輩をはじめ、白衣を着て煙の出ているビーカーを愛いとおしそうに持っている先輩、タンクトップでダンベルを抱えた先輩など、ほぼ普通の人がいない。そもそも普通に制服を着ている人すら少ない。しかも、ここは注意とか危険なエリアも多い、さすが変人ばかりの部署だ。

　そうして何人かの先輩を紹介され、部屋の危険エリアも教えてもらっていると、ローラ先輩が真ん中の書類の山に突進していき、中から人を発掘してきた。そしてこちらへと引き連れてきた。

　そうして私の前に現れたのは、私もよく知っている人だった。

「……ラファエル」

　思わず呟つぶやくと。

「ようこそ、魔法道具研究室へ、副部署長のラファエル・ウォルトです」

　そう言って微笑ほほえんだ。

「ここの部署だったんだ……のですね」

　普通に話かけようとして、上司には敬語だと気付いて慌てて取り繕うと、ラファエルはくすっと笑って

「はい、ラーナ様に引き取られてここで働かせてもらってます」

　と答えてくれた。

　元々、魔法学園で別の人物の名で生徒会長をしていたが、闇の魔法の事件に関わってしまったことで、学園を中退し、使っていた名を捨てその後本来の名で魔法省へ入ったという複雑な事情から元の姿のままでは支障があると変装をしていたラファエル、その髪はまだ本来の赤ではなく茶色に染められていたが、顔はもうほとんど元の美少年に戻っていた。しかし、

「……あの、目の下がひどいクマですが、大丈夫ですか？」

　そう、その美しい顔にはそれは大きなクマができていたのだ。くっきりできた大きなクマでせっかくの美形が台無しだ。

「……ああ、これは少し寝る時間が……」

　ラファエルがとても疲れ切ったような顔で何かを言いかけた時、

「ラファエルさん、また新しい書類がきましたよ」

　職員の一人が山のような紙の束を持ってラファエルの元へやってきた。ラファエルはげっそりした顔になり、

「わかりました。クラエスさん、また後で」

　とトボトボと元の書類の山の中へと消えていった。

　この少しの邂かい逅こうで私は、ラファエルがとにかく忙しい存在なのだなということだけはわかった。

　ラファエルを見送った後に、さらに数名の先輩を紹介され、部屋にいる先輩にはだいたい挨拶したようだ。

「とりあえず今、ここにいる職員は全員紹介しましたね。外に出ている者などはまたおいおい紹介していきますね」

　そう言ったハート先輩は、いったん言葉を切りふーと息を吐くと、

「では、いよいよ。おおまかな仕事内容を説明していきますね」

　と神妙な顔で言った。

「は、はい。お願いします」

　私は、ソラとともに説明を受けることとなった。

　私が魔法学園に在学中にある事件で出会ったソラ。元々は違う国の孤児で、仕事を転々としてこの国に流れてきたという彼は、私より少し前に魔法省に入職した先輩である。

　実は『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の攻略対象でもあるようなのだが、そのためか色々とスペックも高く、空色の髪と瞳を持つかなりの美青年だ。

『しかしソラはもう何か月前に入っているのに今さら説明とはなぜだろう』と疑問に思い聞いてみると、ソラがここに配属されてから、しばらくラーナ様が不在で部内がすさまじく忙しくなり、ソラはほぼ放置状態になっていたのだそうだ。よって簡単な雑用だけ説明され、ひたすらそれをこなしていたが、きちんと業務内容の説明をされていなかったらしい。なんだかせつない。とまぁ、そういうことで今回、私と一緒にということになったようだ。そして私たちは二人並んで先輩方からの説明を受けた。

　ハート先輩から説明された仕事内容は……なんだか考えていたのとはだいぶ違う感じだった。

　部署の名前が『魔法道具研究室』というものだし、試験の時に発明したという魔法道具（ほぼガラクタだったけど）も見せてもらったので、てっきり主な仕事は魔法道具の開発なのかと思いきや……ハート先輩曰いわく、部署の主な業務は他部署から回ってきた雑用なのだそうだ。

　地方の魔法省支所から上がってきた報告書の確認、書類整理、必要物品の配布からはては建物の修理に掃除まで、まさしく雑用係なのだそうだ。その合間に魔法道具の研究をしているらしい。

　その内容をびっくりして聞いていたら、ハート先輩はなぜそのようになったかも説明してくれた。

　まずは部署長であるラーナさんが若くしてその地位についたこと、また非常に有能なことをやっかまれ嫌がらせで他部署から雑用を押し付けられた。

　だが、ラーナさんは有能なので、そんな雑用に対応する魔法道具を作って見事に対応し、さらにやっかまれドンドン仕事が回される。しかし、魔法道具研究室は変人は多いが、皆、有能で仕事はきちんと片付いていく。

　気が付けば嫌がらせだけでなく、信頼して仕事を頼んでくる人も増え、もう断るに断れなくなったのだという。

　そして数年前にラファエルという副部署長が加わったことでさらに仕事効率がよくなり、より任される仕事が増えたのだという。

　なので、雑用係ではあるが、その分仕事ができると信頼されている部でもあるらしい。

「他の部では実験や文献の研究といった業務も多いらしいけど、魔法道具という物自体、最近、開発されたばかりで文献等もないのです。ですからどうしても……」

「基本的に、新人で書類を任せられないうちは頭脳より肉体労働が多くなるわよ。大丈夫？」

　ハート先輩の言葉の続きはローラ先輩が持っていった。しかし、大丈夫とはどういうことだろう。頭脳より肉体労働だなんて、むしろ、

「肉体労働ですね、まかせてください」

　私はそう元気よく返事をした。

　いや～、私ってこう見えてあんまり頭がいい方じゃないんだよね……学園でも秀才たちに代わる代わるつきっきりで教えてもらってもようやく平均点だったくらいの頭脳だから。

　文献の研究とか難しいのより肉体労働のほうが嬉うれしい。お仕事が始まって畑もあまりいじれなくなって体力を持て余していたのでちょうどいいくらいだ。

「……そう、ならいいの」

　ローラ先輩はなんとも言えない顔でそう言った。隣のソラはなぜか肩を震わしていた。

　話での仕事説明がおおまかに終わると、実際の仕事の様子を見せてもらえることとなった。

　部署から出て、作業をしている先輩たちを見学する。

　案内役はローラ先輩が務めてくれることとなった。ハート先輩は部署に残ってラファエルに運ばれてきた多量の書類整理を手伝うとのことだった。それは仕事が忙しいという理由の他に、部屋の外に出て迷子になられると面倒だということもあるらしい。そんな訳でハート先輩は基本、部署内での業務が主なのだそうだ。

「それじゃあ、行くわよ」

　と前世の子ども番組の司会のお姉さんのようなノリのローラ先輩に連れられて私たちは魔法道具研究室を出発した。







　いざ仕事の見学と言っても、基本的に部署の人は皆、動き回っていてどこにいるのかわからないため、魔法省内を簡単に案内しながら見つけたら説明していくとのことで、結局、魔法省内オリエンテーションのようなことをするらしい。そう聞いて歩き始めると先導してくれていたローラ先輩が振り向いて言った。

「カタリナ嬢は、入省式の後の案内の途中で倒れちゃって省内を全部回ってないって聞いてたから、案内は必要でしょう。ただでさえうちの部署は雑用で色んな部署を回ったりするから」

　確かに、初日のオリエンテーションで私は不幸な事故に巻き込まれ倒れてしまい、ほとんど参加できていなかったのだ。そうか、そのことを知っていて、こうしてまた案内してくれるんだ。私はすごく嬉しくなって、

「ありがとうございます」

　と笑顔でお礼を言った。やっぱりローラ先輩は優しくていい人だ。

　そうしてローラ先輩にすでに案内されたところを確認されたので、

「図書館と生物研究室は案内してもらいました」

　そう答えると、

「ああ、あの生物研究室にも行ったのね。なかなかすごかったでしょう？」

　ローラ先輩が苦笑交じりに言った。

「あそこはうちみたいに部署員がほとんど変わり者という訳ではないんだけど、部署長のデーリアス様がかなり変わり者なのよね。特に変わった生き物のこととなると我を忘れる傾向があるみたいで時々、暴走するから気を付けたほうがいいわ」

　ちなみに魔法道具研究室は生物研究室に生き物の餌えさを運搬する業務を請け負っており、また部署の距離も近くそれなりに親交があるらしい。

「そういえば、だいたいいつも今いま頃ごろの時間帯に生き物たちの餌を届けているはずだから、見学はしたみたいだけど、近くだし少しだけ行ってみましょう」

　そう告げたローラ先輩に引き連れられて生物研究室に向かった。

「改めてここが生物研究室ね、もう餌の運搬係は来てるかしら」

　ローラ先輩が『生物研究室』と書かれて入口に立ってそう言った時だった。「ひぃー」悲鳴を上げて職員と思われる人が突然、ドアの中から飛びでてきた。

　え、何事だ！　と開いたままになったドアから中を覗のぞき込むと、そこはオリエンテーションでやってきた時と同じ状態だった。

　つまりはまた部屋の中がぐちゃぐちゃだった。床に書類が散乱し、カップか皿が落ちて割れたのだろう破片が散らばっている。

　ただ前と違ったのは、前の時は荒らされた後だったが、今はまさに荒らされている最中だったことだ。

「ああ、エリザベス、そこに乗ったらダメだったら。ほらいい子だから戻ってきなさい」

　どこか呑のん気きな声をあげるデーリアス部署長の視線の先には、以前、私の肩に飛び乗り謎なぞの植物を引っこ抜き、私を気絶させる原因となったあのサルが飛び回っていた。

　そして部署長以外の職員は皆、必死にそのサルを捕まえようとしていた。その光景だけでなんとなくこの事態が起こった原因がわかる気がした。おそらくまた以前のようにあのサルをついうっかりデーリアス部署長が逃がしてしまったのであろう。そしてそのままサルが部署内で暴れ回っているのだろう。

「エリザべス～戻っておいで～」

　そう言いつつほぼ動かないで見ているだけの部署長と、網や袋を手にして必死にサルを追いかけ捕まえようとする他の職員さんたち……この部署はうちに次いで新人の行きたくない部署のナンバー二だと聞いたが、この光景を見ているとなんだかそれも頷うなずける気がする。

　うん、ここに配属されなくてよかったかも、そんな風に思いながらサルと職員たちの攻防を見ていると……サルとバチッと目が合った気がした。

　なんとなくげっと思った時にはもうサルがすごい勢いで私の元へ飛んできた。

　そしてまた前のように肩の上に飛び乗った。するとそのサルを捕まえようと職員の人たちも必死な形相でこちらへと向かってきた。

　ひっとおののき、押し寄せてきた職員たちを避けようとしたが、咄とっ嗟さに足が動かない。ぶつかる！　と思わず目をつむったが……衝撃はやってこない。変わりに何か暖かいものに包まれている感触がした。

　目を開けると私を包んでいるのがソラの腕であることがわかった。私はソラの腕の中に包まれていたのだ。どうやら、職員にぶつかりかけたのを助けてくれたようだ。

　しかも、そうして私を助けながらさらに反対の手にはサルまで捕獲していた。すごい反射神経と動きだ。さすがⅡの攻略対象だけある。

「助けてくれてありがとう」

　腕の中からそうお礼を言うと、パッと腕の中から出された。そしてソラはそっぽを向いて「ああ」とだけ短く答えた。

　なんだかいつものソラらしくない態度を不思議に思いどうしたのか聞こうと口を開きかけた時、

「ああああああ、すみません。そしてありがとうございます」

　私にぶつかりそうになった生物研究室の職員の皆様が、そう言って私とソラに詰め寄ってきた。

　ぶつかりそうになってしまったことを詫わび、サルを捕まえてくれたことに感謝を述べてきた。

　しきりに申し訳なさそうな皆さんにソラが捕まえていたサルを渡すと、皆がふっ～と安あん堵どの笑みを浮かべていた。そんな皆の後ろから、

「いや～、悪かったね～、ありがとう」

　まったく悪いと思ってなさそうなデーリアス部署長が顔を出してきた。

　他の職員たちからものすごく恨みがましい目で見つめられているのをまったく気にした様子のないデーリアス部署長は、私が考えた通りのことを言った。

「いや～、ついうっかりエリザべスを逃がしてしまってね～、なかなか捕まらなくて大変だったよ～。おや、新人さんだね。僕は生物研究室部署長のヘクター・デーリアス、よろしくね」

　と前に会っているがもう覚えていないのか、のんびりと自己紹介してくれたデーリアス部署長にとりあえず、

「カタリナ・クラエスです。よろしくお願いします」

「ソラ・スミスです。よろしくお願いします」

　とソラと二人で挨拶を返すと、

「あぁ、よろしく……ん、カタリナ・クラエスってことは君が例の！　そうか、君がそうなのか！　君にはぜひ話を聞きたいと思っていたんだ。よかったら、ぜひ聞かせてほしいことが」

　デーリアス部署長は急に目をキランと輝かせ、私に迫ってきたではないか、何事！　とビビっていると、突然、デーリアス部署長の動きが止まった。

　よく見ると後ろから女性職員に襟えりを掴つかまれていた。

「人がちょっと出先に出ている間にまたやらかしておいて、今度は新人に絡んでどうしようというんですか、業務に戻ってください」

　ものすごくドスの利いた声でそう言った女性職員は以前、私が気絶させられた時、デーリアス部署長を引き連れ、謝罪に来てくれた人物だった。

「あ、おかえりなさい。その絡んでいたわけではないんだけど」

　なにやら言い訳めいたことを口にするデーリアス部署長を、女性は容赦なく部署内に放ほうり込むと、私たちに「本当にご迷惑をおかけしてすみません」と深く謝罪して、部署内に戻っていった。

「……なんだったの？」

　と思わず呟いた私に、ローラ先輩が、

「カタリナ嬢はどうやらデーリアス部署長に目をつけられちゃったみたいね」

　と哀れみのこもった声で言った。

「目をつけられた！　な、なんでですか？」

　デーリアス部署長とはほとんど接点もなかったのに、なぜ！

「あの人、極度の生き物オタクだからね」

　ローラ先輩から返ってきたのは意味のわからない言葉で。

「？」

　頭の中にはてなを浮かべる私にローラ先輩はため息をつきつつ、

「幹部の一部にはあなたのペットの話が伝えられてるのよ」

「ペットってポチのことですか？」

　公にはされていないが私の影には闇の使い魔である黒い子犬、ポチが住んでいるのだ。

「……えぇ、そのポチという子ね。……え～と、それで、デーリアス部署長はあの通り珍しい生き物には特に目がないから、ラーナ様の話じゃあ、早く本物を研究したくて必死らしいわよ」

「……は、はぁ……でもポチはもうすでに色々と検査されてると思うのですけど」

　ポチが私の影に入ってしばらくして、初めて発見された闇の使い魔ということで、魔法省で色々と検査されたのだ。

　そして、特に大きな問題はないとされたので、こうしてまた私が影で飼っているわけなのだ。

「そうらしいわね。でもその検査の時にちょうどデーリアス部署長が不在だったらしくて、彼は報告書しか確認してないらしいのよ。だから、次は自分で研究させてくれってラーナ様にしつこく掛け合っていたらしいの」

　そうだったのか、それは知らなかった。しかし、

「でも、ポチは単体ではお預けできないのですけど……」

　ポチは基本的に私の影にいるか傍そばを離れないのだ、いや、引き離すことはできるけど、私が見えなくなると黒い影になって私のところに戻ってきてしまうのだ。

「えぇ、それも知っていて、カタリナ嬢ごと一年くらい貸してほしいって言ってきたらしいわよ」

「はぇ、一年も！」

「じっくり研究したいらしいわよ……ダメなら半年だけでもって言い募ってきたらしいけど、ラーナ様がしっかり断っておいてくれたらしいから安心しなさい。でもデーリアス部署長の生き物研究に巻き込まれたら最後、終わるまで家にも帰れないから、くれぐれもデーリアス部署長には気を付けるのよ」

「……はい」

　一年も家に帰れないとか無理、しかもそんなに何を研究するつもりなんだ。なんか怖いぞ。

　デーリアス部署長には気を付けよう！

　そう心に刻んで、ローラ先輩の後に続き生物研究室から少し通路を歩いたところで、前から何やらやたら大きな箱がやってきた。

　ん！　なんだあの箱、宙に浮いて勝手に移動している!?　驚いて目を見開いて箱を凝視していると、

「あら、丁度よかった。あれが生物研究室への餌の運搬よ」

　ローラ先輩が言った。

　え、あれが餌の運搬？　というか……。

「あの～、ローラ先輩。あの箱浮いて勝手に移動してませんか？」

「ええ、あの箱は魔法道具で浮くようにできてるの。だから運搬も簡単なの。でもさすがに勝手に移動はできないわ。後ろで人が動かしているのよ」

　そう言われてよく見ると、先ほど部署で挨拶したタンクトップの先輩が大きな箱の後ろに見えた。どうやら、あの人が動かしているようだ。

　近づくとタンクトップ先輩も私たちに気付いたようで、止まって挨拶してくれた。

　箱は近くで見てもただの箱にしか見えなかったが、後ろに何やら棒みたいなものがいくつか付いていた。ローラ先輩曰く、それで方向などを決めるらしい。なんとも不思議な箱だった。

「すごいですね」

　なんかちゃんとした道具もあるのだなと感心して言うと（試験の時に見せてもらった道具は使えなさそうなのばかりだったから）ローラ先輩はちょっと得意そうに、

「でしょう。他にも色々と道具を開発して、魔法省内でもたくさん使われているのよ」

　そう言った。しかし、タンクトップ先輩の方はなんだか疲れた顔で呟いた。

「まぁ、でもその影響もあって今、雑用係室になりつつあるんだけどな」

「？」

　首をかしげる私とソラに、ローラ先輩がなんとも言えない顔をしつつ説明してくれた。

　なんでも開発した道具の性能を確かめるため部署の人間が試験的に他部署の仕事を請け負う。そして効率を上げる。するとそのまま流れで仕事を任されてしまうことが多くなってしまったらしい。特に魔法道具は雑用で活躍するので、そこからどんどん雑用が増えるという要素もあるらしい。ラーナ様が妬ねたまれてる以外にも原因があったのね。

　魔法道具研究室が雑用で大変な原因を新たに知ったところで、生物研究室に餌を届けるタンクトップ先輩と別れ、私たちは次の部署へと向かった。

　ちなみにまだ春先で肌寒い中、タンクトップ一枚の先輩の腕には鳥肌が立っており、なぜ寒いのに上着を着ないのだろうという疑問を私の中に残した。

　しばらく通路を歩くとローラ先輩が立ち止まり、

「ここが魔力・魔法研究室よ」

　と私たちの部署より立派な黒い扉を指してそう言った。

「魔力・魔法研究室、マリアやデューイが配属されたところですね」

　部署発表でこの部署で二人の名前が呼ばれていたのを聞いた。

「そうね。魔力・魔法研究室は魔法省でも花形の部署だから優秀な人はだいたいここに引き抜かれていくのよ」

　おぉ、そうだったのか。確かにマリアは魔力も学力も優秀だし、デューイも入省の試験でトップだったらしいので、二人とも優秀だから魔力・魔法研究室の配属になったんだな。

「ここの部署からはあまり雑用依頼もこないんだけど……ただね」

　ローラ先輩が何か言いかけた時、ギィーと音を立て目の前の扉が開き、中からすごい美形が出てきた。

　褐色の髪に緑の瞳、フチなしの眼鏡をかけた知的な美形、それは『ＦＯＲＴＵＮＥ・ＬＯＶＥＲ　Ⅱ』の攻略対象であるサイラス・ランチャスターその人だった。

　現在、私が彼について知っている情報は借りた本に挟まっていたゲームの続編に関するメモに書かれていた真ま面じ目めで堅物な上司、魔力が強く魔法省の幹部、仕事はできるが女性にはやや不慣れということくらいだ。

　そんなサイラスの突然の登場にびっくりして固まっていると、私たちの存在に気付いたらしいサイラスが、

「君はガイ・アンダーソンということは、魔法道具研究室の者たちか……」

　そう言って、眉み間けんに皺しわを寄せた。明らかに不快といった表情だ。

　え、どういうこと！　私、デューイだけでなくサイラスにも最初から嫌われているの！

　オリエンテーションで一度だけ会ったけど、話をしたこともないのに……なんで？　と困惑していると、

「君たちの上司であるあの非常識な女に、今年こそはまともに新人教育をしろと伝えておけ」

　眼鏡をグイっと上げてサイラスはそう言うと、まるで風のようにさっと去っていった。

　え～とどういうことだろう？　上司である非常識な女とはまさかラーナ様のことなの？

　状況がわからず、おそらく何か知っているだろうローラ先輩に視線を移すと、頬ほおに手を当てちょっぴり困ったという表情（仕草だけなら可か憐れんな乙女）をして言った。

「実は魔力・魔法研究室のランチャスター部署長はうちの部というか、ラーナ様にあまりよい感情を持っていないのよね」

「……」

　どうやら非常識なあの女というのはラーナ部署長のことで間違いないようだった。

「ランチャスター部署長はね、とにかく真面目で規律を重んずる人なのよ。だからうちのラーナ様とはだいぶ合わないみたいで……ラーナ様って基本的にはいい上司なんだけど規格外で適当なところが多いのよね。幹部の会議も平気でさぼっちゃったり、興味があると一人で突っ走っていっちゃったりするから、ランチャスター部署長にはひどく煙たがられてるのよ」

　そういう訳だったのか、しかし、それにしても、

「でも今の感じは、ラーナ様だけでなくて僕たち自身も煙たいと思っている風に見えましたけど」

　私が感じていたことをソラが代わりに的確に言葉にして聞いてくれた。

　すると、ローラ先輩はますます困った顔になり、

「え～と、その通りなのよ。我が部署の職員たちもだいたい皆、もれなく煙たがられてるのよね。うちは変わり者が多くて規則を守らない輩やからが多いから」

　そう言ったローラ先輩を改めて見れば、派手すぎるメイクに改造されてヒラヒラの制服。入省前に配られた規則では確か制服の改造や派手なメイクは禁止となっていたりする。そうするとローラ先輩のこれはおそらく規則違反だ。そもそもこの女装自体も規則的にはＯＫなのか怪しい。

　すっかりローラ先輩にも馴な染じんでこの風変わりな格好も見慣れてきていたので気が付かなかった。

　そして、先ほど紹介された部署の風変わりな先輩たちを思い出す。だいたい皆まともに制服を着ていなかった。あれだと真面目な人には煙たがられるのも仕方ないのかも。

　サイラス・ランチャスター、彼もⅡからの新しい攻略キャラであり、私に破滅をもたらす可能性の高い人物である。なので、もう一人の新攻略対象であるデューイと同じようにできれば仲良くなって、探りを入れていきたかったのに……所属している部署ごと煙たがれているとか……せつなすぎる。私は心の中で大きなため息をついた。

　その後のオリエンテーションでは特にトラブルらしきことは起きることなく、問題なく終わった。

　ただ、魔法省という施設が巨大であるが故に、必要のない場所までは案内されなかった（正規のオリエンテーションでもそうだったらしい）。

「ここは無駄に広いから必要な場所だけ覚えておけばいいからね。変に散策なんてして迷子にならないようにね。現にうちの部署には数日間、行方ゆくえ不明になった奴やつもいるんだから」

　ローラ先輩がひとさし指を立てて、そう忠告してくれた。ちなみに行方不明になったというのはネイサン・ハート先輩だった。

　こうして部署に配属された一日目は業務の説明とオリエンテーションで終了した。

「明日からはいよいよ実際に仕事もしてもらうわよ」と言われ、明日に向けて気合を入れつつ帰宅した。

　ちなみに魔法省には宿舎もあり、マリアやデューイ、ソラもそこで生活しているのだが、私は入れてもらえなかった。なんでも公爵家の令嬢を入れることのできるような部屋がないためらしい。私としては別に部屋なんてどんなでもいいのだが、身分的にそうはいかないのだそうだ。なので私は通い勤務だ。

　クラエス家の馬車に揺られ自宅に帰ると、私の帰りを今か今かと待ち構えていたらしいお母様がやたらと「何かやらかさなかったのか」と確認してきたので、「大丈夫です。順調です」と元気に答えた。

　キースとお父様は「お仕事お疲れ様」と労ねぎらってくれた。

　ちなみにキースはこの春から本格的にクラエス公爵家を継ぐために、その仕事を学ぶべくお父様の秘書的立場になり忙しく働いているので、学生の頃より頻繁に顔を見ることができなくなって少し寂しい。

　そんな家族と今日の出来事などを話しながら夕食をとり、私は自室に戻った。そして、

「ふんぬ、ふんぬ、ふんぬ」

「あの、カタリナ様、お忙しそうなところすみませんが、一つお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

　私付きのメイドであるアンがそう聞いてきた。

「ええ、いいわよ。なあに？」

　私は左右の手で持ち上げていた辞書を下ろして答えた。

「先ほどから、謎のかけ声を上げながら辞書を上げたり下ろしたりされていますが、それは一体なんなのでしょうか？」

「ああ、これは腕の筋肉を鍛えているのよ。明日からいよいよ仕事が始まるから、少しでも身から体だを鍛えておこうと思って」

「あの、カタリナ様がお仕事に向かわれているのは魔法省ですよね？　なぜ身体を鍛える必要があるのでしょうか？」

　困惑した様子のアンに、

「うちの部は荷物運びとか肉体労働が多いらしいのよ。だからそのためよ」

　そう事情を話すと、

「え、カタリナ様が荷物運びの肉体労働!?　あの、カタリナ様、カタリナ様は一応、公爵家のご令嬢であるのですけど……本当にそのようなお仕事を……」

「そのようなお仕事？　私的には色々考えるより身体を動かす方が好きだからむしろよかったわよ」

「……そうですか。さすがカタリナ様です」

　よくわからないが褒められた？　ならば、

「よし！　じゃあ、ダンベル上げあと三十回よ！　ふんぬふんぬ」

　そう意気込んで再び辞書を持ち上げた私だったが、アンに

「明日が本番でしたら疲れてしまっては意味がないのでは？　本日はそのくらいにしてもうお休みください」

　と言われ、確かにその通りだなと納得しベッドに入った。







　翌朝、いつものようにアンに布団を引っ剥ぱがしてもらい、寝ぼけたまま支度をしてもらい馬車に突っ込まれて魔法省へ向かう。

　魔法省と魔法学園は同じ敷地の中にあるので向かう場所は以前と変わらないし、そこまで遠い距離ではない。しかし、学生の頃は寮生活で移動がなかったのでこの移動時間が辛つらく感じてしまう。移動時間がかかる分、朝が前より早くなるのだ（まぁ、馬車の中ではほぼ爆睡しているので、睡眠時間的にはさほど変わらないのだが）。

　そうして魔法省、魔法道具研究室へ着くと、すでに教育係のローラ先輩とハート先輩がそろっていた。二人は魔法省内の宿舎に住んでおり、ハート先輩の迷子対策のために共に出てきているのだそうだ。

「じゃあ、今日からは一緒に、実際の仕事をしてもらうわね」

　朝からメイクばっちりのローラ先輩はそう言った。

　そして、そんな先輩に先導されて、私とソラは魔法省の入口近くの倉庫のような場所へと移動した（ちなみにもう一人の教育係のハート先輩は迷子対策で本日も部署内で仕事だそうだ）。

「ここはどういう場所なんですか？」

　積まれた箱やらなんやらが置かれたここがどういう場所なのか聞いてみると、

「ここは魔法省へ届けられた荷物が初めに集められる場所よ。ここからそれぞれの部署へ必要なものが運ばれていくのよ」

　とのことだった。

　へぇ～、それでこんなに色々なものがあるのか～、というかまさかこの多量な荷物をもしかして、

「あの、まさかこれを全部、私たちがそれぞれの部署まで運ぶんですか？」

　部屋いっぱいに置かれた荷物は相当の量だ。いくら畑仕事で鍛えてきた私でもこの量を全部運ぶとなるときつい気がする。不安顔で尋ねた私にローラ先輩は、

「まさか、さすがに私たちだけでこの量を運んでいたら一日じゃ終わらないわ」

　苦笑して言った。よかった。

「本当はこの荷物を運ぶ専門の係の職員がいるのよ。でもこの数年で魔法省も大きくなってきて部署も増えたから、回り切れなくて、私たちが魔法道具を使って少しお手伝いしてるのよ。だから私たちが運ぶのは一部だけ」

　そう言ってローラ先輩は、私たちが実際に運ぶ荷物について説明してくれた。

「じゃあ、まずは私が運んで手続きとかを見せるから、その後はあなたたち二人でやってみてね」

　説明が終わると、では実践ということでローラ先輩が、倉庫の端の方から昨日、タンクトップ先輩が使っていた空中を移動する箱を持ってきてその中にポンポンと荷物を積み込んだ。

　荷物の上にはそれぞれの部署の名前が書いてあり、その中から配達する部署のものを選んで積んでいくのだそうだ。

　ここにあるすべての荷物ではないということだったが、その量もなかなかのものだったが、私たちが手伝いますと手を貸す隙すきも与えない素早い作業で、ローラ先輩はその筋肉が見かけ倒しでないことを私たちに証明してくれた。荷物を運ぶ姿は普段の乙女らしい仕草とはかけ離れて、ガテン系筋肉マッチョ兄さんにしか見えなかった。

「まずは、ここから近い部署から順に回っていくから、遠い部署の荷物は下に近い部署の荷物は上にくるように積んでいくのがポイントよ」

　と素早い動きの中でアドバイスをしてくれつつ、ローラ先輩はあっという間に荷物を積み終わると箱についている棒に手をかけた。すると箱は浮かび上がりスゥ―と空中を動いた。

「おぉ」

　昨日も見たけど、すごいなと感動していると、

「あなたたちも動かしてみなさい。コツを掴めば簡単だから」

　とローラ先輩が箱のコントローラ的な棒を示した。

「はい」

　宙を浮く箱を動かしてみたくてすぐ飛びついてみたが……どうもコツが掴めなくて箱はガタガタ揺れるだけだった。難しい。

　次にソラがやってみるということになり「意外と難しいわよ」と忠告してあげたのだが、ソラはすぐにコツを掴みスイスイと箱を動かし始めた。

「ソラは器用なのね」

　なんとも言えない敗北感にさいなまれつつそう言えば、

「まぁ、それは否定しないけど」

　とさらっと返ってきた。やはりソラも乙女ゲームの攻略対象であるのでハイスペックなのだ。う～、羨うらやましい。

　ソラがあんまり上じょう手ずに箱を操るので、ローラ先輩の監督の元、そのままソラが配達先である部署まで持っていくことになった。

　箱をスイスイ操るソラを羨ましく見ながら移動していると、ローラ先輩が、

「カタリナ嬢も、コツさえ掴めばすぐにできるわよ」

　と慰めてくれた。ローラ先輩は見た目こそ突とっ飛ぴだが、本当に優しくていい先輩だ。

　ローラ先輩の素晴らしさを噛かみしめているうちに、最初の荷物を届ける部署に到着した。

　後輩としてさすがに荷物を下ろすのはお手伝いさせてもらうが、私が一つ下ろすうちに先輩は、三つもひょいひょいと下ろしている。これはもっと頑張らねば！

　荷物を下ろし終えると届けた部署の人に確認してもらい、書類にその人のサインをもらう。

　なんとなく気分は、前世の宅配便の配達員だ。

「これがだいたいの荷物を配る流れよ。これを毎日、一人か二人でするのよ」

　最初の部署への荷物の配達が終わりローラ先輩はそう説明してくれた。そして、

「じゃあ、続いてどんどんいくわよ」

　と新たな配達場所へと私たちを促した。

　完全な新人の私より早めに魔法省に通っていたソラはだいぶ魔法省内の配置も覚えているようで、ローラ先輩の案内がなくてもスムーズに進んでいく。私も頑張って場所を覚えなくては。

　そうして三人で何か所か部署を回るうちに、動く箱こそ上手うまくは扱えないが、荷物下ろしは少し素早くなり、荷物の扱いもわかってきた。なので、

「あ、その荷物はこっちにお願いします」

　と何か所目かの部署で職員に声をかけられ、

「はい」

　と元気よく返事をして、そちらまで運んでいく。気分はすっかり前世で筋肉が人気だったあの配達屋のお兄さんだ。

「ここでいいですか？」

　そう笑顔で聞いたのだが、

「はい。そこで……」

　声をかけてきた職員の女性が私の顔を見て固まった。そして、

「……し、失礼しました。荷物など運ばせてしまい……、それは私が持ちますので」

　急にそう言って女性職員は私から荷物を取ろうと手を伸ばしてきた。

　突然の態度の変化に何事かと驚いたが、ここで荷物を取られるわけにはいかない。私は慌てて、

「いえいえ、これは私の仕事ですので大丈夫です。ここに置けばいいですか？」

　そう改めて確認して、荷物を指定された場所へ置いた。

「……あ、ありがとうございます」

　女性職員はなぜかひどく恐縮した様子でそう答えてくれた。

　なんで急に態度が変わったのか聞いてみたかったが、すでに荷物を運び終わっているローラ先輩とソラが入り口で私を待っていたので、私は頭だけ下げてその場を後にした。

　なんだったのだろうと思いながらも、その後も配達を続けていると、なぜか他のいくつかの部署で同じようなやりとりが繰り広げられた。

「なんだろう？　私、そんなにひ弱に見えるのかな？」

　荷物運搬の道すがらポツリと自分の腕を見ながら呟くと、それが聞こえたらしいローラ先輩が、

「急にどうしたの？」

　と首をかしげて聞いてきた。

　私はローラ先輩に色々なところで「荷物を持ちます」と仕事を奪われそうになったことを話した。

「だから、私ってすごくひ弱に見えるのかなと思って」

　前世の記憶を思い出してからの数年間、しっかり畑仕事もしてきたし、そんなにひ弱なつもりはないんだけど、さすがに筋肉ムキムキのローラ先輩と並んでいるとひ弱に見えるのかしら？

　そんな私の疑問を聞いてローラ先輩は一瞬、ポカーンとしてその後、クスクスと笑ってこう言った。

「さすがカタリナ嬢、発想が面白いわね。でもきっと皆が荷物を持ちましょうかと言ったのはあなたがクラエス公爵のご令嬢だからだと思うわよ」

「クラエス家のご令嬢だから」

　いまいちピンとこなくてオウム返しで繰り返すと、先輩はさらにクスクスと笑い始めた。

「だって普通の貴族のご令嬢は荷物運びなんかしないでしょう？」

　そう言われてようやく納得がいった。確かにその通りだ。

　私は個人的に畑作業をしているから、肥料運びから何まで普通に自分でやる。

　そのためクラエス家ではもうそれが当たり前の風景になっており、皆、「手伝いましょうか？」とは聞いても「お嬢様、私がやります」みたいなことは言われない（よく思い返せば初めのうちは言われていた気がするが、私がこれは今後のためのトレーニングも兼ねているからと断っているうちになくなったのだ）。

　そんな訳で、私は荷物運びにもお掃除にもなんの躊躇ためらいもないが、普通の貴族の令嬢であればそれは確かにありえないことになるのかもしれない。

　それこそ高貴な貴族令嬢の中にはスプーンより重たいものは持たないという人すらいると聞いたことがある。

　そう思うと荷物を運ぶだけであんなに気を使われたのも頷ける。しかし、

「それだと今後、どうしたらいいんでしょうか？　できれば荷物運びの仕事を続けたいのですが」

　荷物運びなどの外での雑用から外されると、待っているのはハート先輩のように部署にこもりっきりでひたすら書類仕事……ダメだ私には耐えられそうもない。なのでぜひ続けたい！　そう思いを込めてローラ先輩を見つめると、先輩はまたクスクス笑って、

「ふふふ、今日のように普通に続けていれば、そのうち皆、慣れるから大丈夫だと思うわよ」

　そうか、確かに続けていれば慣れてもらえるかも、クラエス家の皆のように。

「はい。そうします」

　元気に返事をするとローラ先輩は「よろしい」と頭を撫なでてくれた。そしてぼそりと、

「こうやって回っていくうちにあのしょうもない噂も消えていくだろうしね」

　そう呟いた。それはとても小さな呟きでよく聞き取れなかったので、聞き返したが先輩は「なんでもないのよ」と笑顔で返してきた。

　そうやってローラ先輩に色々と教えてもらいながら私たちは一日中、様々な雑用をしつつ魔法省内を駆けずり回った。







「はぁ～、疲れた。でもいい汗かいたわ～」

　本日の仕事を終え、部署を出て帰るため門へと向かう途中、私がぐっと伸びをしてそう言うと、一緒に歩いていたソラが、

「とてもお嬢様の台詞セリフとは思えないな」

　と笑った。

「そうかしら？」

「ああ。しかし、まぁ、そもそも普通のお嬢様は汗をかくような肉体労働はしないだろうけどな。だいたい公爵家のご令嬢が省内の雑用に駆けずり回ってていいわけ？」

「え！　だって外での雑用を外されたら、部署内で延々と書類とにらめっこしなきゃなんだよ！　そんなの無理！」

　強くそう主張すると、

「本当、あんたって変わってるな」

　ソラはまた笑った。

　ソラとは、ちょっと変わった出会い方をして、そのままさようならとなるところを、不思議な縁があってこうやって一緒に働くことになったのだが、こうして接していると初めての職場での同期がソラでよかったなと思う。

　元々、知り合いで気兼ねなく話せるというのはもちろんのこと、割となんでもそつなくこなすので頼りになるし、明るくて前向きなので一緒にいると後ろ向きな発想にならない。初めての仕事もソラと一緒ならなんとかなる気がする。

　あ、でもソラもⅡの攻略対象なんだよね。つい忘れちゃうけど。

　もしかしてソラからも破滅フラグがもたらされるのだろうか、というかそもそもソラはマリアのことどう思っているんだろう。聞いたことなかったな。ちょうど、二人っきりだし今が聞き出すベストタイミングかも。

「あの、ソラってマリアのことどう思ってるの？」

「突然、なんなんだ。相変わらず思考回路が謎だな」

「そ、そうかしら？　でもほらマリアって可愛かわいいじゃない。デューイもこの間の試験の間にすっかり虜とりこになってしまっていたみたいだし、ソラはどうなのかなと思って」

　なんとか聞き出そうと必死にそう続けると、ソラはやや考えて口を開いた。

「確かに可愛らしいと思うよ、性格もいい子だしモテるだろうね」

「そうなのよ！　可愛いだけじゃなく、性格もいい子で、本当にお嫁さんにしたい女子ナンバーワンよね！　……っとそうでなくて、それでソラもやっぱりいいな～、付き合いたいな～とか思うの」

　そう問うと、

「いや、可愛くていい子だとは思うけど、俺おれはそこまでは思わないな」

　という意外な答えが返ってきた。

　ソラは攻略対象だから、デューイほどマリア大好きまでいかなくても、いいな～付き合いたいな～くらいはあると思っていたのに。

「え！　付き合いたいとか思わないの、あんなに可愛くていい子なのになぜ！」

　私が男だったら絶対、付き合いたいと思うのに！

「なぜって……そういうのは好みの問題だろう。俺はもっと別のタイプが好みなんだよ」

　なんだかぶっきらぼうな感じでそう言われた。

「あんなに可愛くていい子がタイプじゃないなんて……じゃあ、どんな子がタイプなのよ」

　そう聞くと、ソラはう～んと少し考え、

「馬ば鹿かだけど一生懸命な奴」

　と意外なタイプをあげてきた。タイプが馬鹿とは、ソラって、

「……変わった趣味なのね」

　と言うと、なぜか頭に手を置かれぐしゃぐしゃにされた。正直に言っただけなのにひどい。

　そうか、ソラって女性の趣味が変わってるんだな。でも、これからマリアと関わることで変な趣味も直ってマリアの魅力に気付いてＬＯＶＥになる可能性もあるから、その辺は破滅フラグ回避のためにもしっかり観察させてもらおう。

　門に着くとクラエス家の馬車が待っていた。

「じゃあ、また明日ね」

「おう、寝坊して遅刻すんなよ」

　ソラと挨拶をして馬車へと乗り込む。

　動き出した馬車の窓からなにげなく外を見てみたらソラが来た方向へ引き返していく後ろ姿が見えた。

　どうやらソラの帰り道は門の方ではなかったようだ。よく考えればソラは魔法省内の宿舎に住んでいるので門の方に出てくる必要はない。

　じゃあ、わざわざ私を送りに来てくれたんだろうか。ソラは口こそよくないが実は優しいんだよな。

　Ⅱのバッドエンドでは『攻略対象とカタリナが相打ちとなり、攻略対象は闇の魔力で廃人になる』とメモに書いてあった。

　殺されるのはもちろん絶対嫌だけど、ソラを廃人にしてしまうのも嫌だ。どうかそんな未来が訪れることがないように私は心から祈った。
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　次の日も無事に遅刻することなく起きて（正確にはアンに起こされて）仕事場に向かった。

　昨日はかなり色々と動き回ったが、日頃から畑仕事で鍛えていたからか筋肉痛にはならなかった。これも畑を頑張ってきた成果だな～と思った。

　でも仕事を始めてからはなかなか畑もできなくなったし、今後、もし万が一国外追放になった時のためにもしっかり肉体労働して身体を鍛えておかなくては。

　さぁ、今日からは私たちが主体となって雑用をこなすように言われているし、気合を入れて頑張るわよ！

　まずは荷物配達からだ。

　今日は私もガンガンと積むぞと意気込んだけど、思ったより積めなかった。性別的な違いでソラの方が軽々運んでいくのもさることながら、「少しだけ手伝うわ」と言ったローラ先輩の少しがすごい。一気に何個も軽々と持っていくので一気に終わる。

　結果として私は二人の半分も運べていない。ちょっと悔しいのでもっと筋トレしようと思った。

　浮く箱の操縦は今日もソラだ。私はなかなかコツが掴めない。仕方なくソラとローラ先輩の後ろをトコトコとついていく。

　昨日と同じくやはりいくつかの部署で「荷物を持ちます」とか「そんなことなさらないでください」とか言われたけど、そこは「私の仕事なので」と笑顔で返しておいた。早くあまり気にされなくなるといいのだけど。

　いくつかの部署への配達を終え、次の荷物の配達場所は図書館だ。

　図書館の入口は司書さんが詰めているカウンターから遠く入口から声をかけても届かないので、荷物は入口においてカウンターの中の司書さんに声をかけるのだと昨日、ローラ先輩に教わった。

　ソラは箱を動かしているので入口で待っていてもらい、ようやく少しは役に立てると司書さんの元へは私が一人で声をかけに行くことにした。

　そうして中へ入り、カウンターの年配の女性司書さんに、

「荷物を運んできました。入口に置いてあるので確認をお願いします」

　と声をかけると彼女は、

「ありがとうございます。今、行きますね」

　そう言ってカウンターから出るべく立ち上がった。

　すると、そこに図書館の奥の方から何やら数人の職員が出てきた。その中の、先頭に立っている男性が、

「貸し出しをしたい本があるので頼む」

　とカウンターを出てこようとしている司書さんに声をかけた。

「あ、すみません。今、荷物の確認を頼まれたので、少しお待ちください」

　今、カウンターにいるのはその司書さんだけだったようで、そう言ったみたいだが、言われた男性は、

「荷物の確認？　ああ、雑用部署か」

　そう言って私をなんだか蔑さげすんだような目で見ると、

「そんな奴らの用件より、俺たちを優先しろよ」

　と横暴な発言をして、厭いや味みったらしい笑みを浮かべた。後ろにいる同僚らしき男たちも同じようにニヤニヤとこちらを見ていた。

　なんなんだこいつらはと私は呆あきれた。

　司書さんもなんとも言えない困った顔をしている。しかし、そんなのお構いなしに、

「早くしてくれよ。どう考えても雑用部署のくだらない仕事より、俺たちの仕事の方が重要なんだからさ」

　と男は私を小馬鹿にした顔で見ながら言った。その時だった。

「おい、訂正しろ。くだらない仕事などない。だいたい荷物が届かなければどこも仕事になるまい。仕事に優劣など存在しない」

　静かだがよく響く声が聞こえたと思うと、男とその仲間たちの後ろから一人の男性が姿を現した。

　褐色の髪に緑の瞳、フチなしの眼鏡をかけた知的な美形、それは昨日も会ったⅡの攻略対象サイラス・ランチャスターだった。

「……ラ、ランチャスター様」

　サイラスの姿を確認した男と仲間たちは一気に顔色を変えた。

「魔法省の職員でありながら、そのような発言をするとは許せないな。所属部署と名を名乗ってもらおうか」

　鋭い目でそう言ったサイラスに男たちは「いえその」と狼狽うろたえて、結局借りると言っていた本をそのままに「失礼します」と逃げていった。そんな男たちに、

「省内で走るな」

　と声を投げかけるサイラスに私は、

「ありがとうございます」

　と男たちを追い払ってくれたお礼を言ったが、

「私はただあの男たちに注意をしただけで、君に礼を言われる筋合いはない」

　とすっぱりと返されてしまった。

　そしてサイラスはそのまま私には構うことなく、図書館の奥の方に声をかけた。

「では、私は先に部署に戻っているから、君たちは調べものを終えたら戻ってきなさい」

　そう言って、颯さっ爽そうと出口へと向かっていった。

　どうやら、奥にサイラスの部下がいたようだ。少しだけ首を伸ばして奥を覗いてみると、

「マリアにデューイ！」

　そこにいたのはゲームの主人公であり、私の大切な友達でもあるマリアと、その同僚でありⅡの攻略対象である天才美少年デューイだった。

　つい先日、共に試験を乗り越えた二人が、本を広げて難しい顔をしていた。

「「カタリナ様」」

　私があげた大きな声で私に気付いた二人が驚いたように声をあげた。

　同期の新人との再会に思わず二人の方に駆け寄ると、二人の前にはたくさんの本が広げられていた。

「二人とも何しているの？」

「あ、はい。ランチャスター部署長から光の魔力についての研究資料を確認してまとめてくるように言われて、今、二人で調べていたんです」

　マリアがそう答えてくれた。

　広げられた本に目をやると、なんだかやたらと小難しそうな言葉が書かれていて、すぐさま脳が読むのを拒絶した。

「大変そうね」

　しみじみそう言うと、

「いえいえ。カタリナ様だって魔法省中を回っていろいろな用事をされているというではないですか」

　マリアが労うように言った。

「でも私は頭を使う方が苦手だから動いているほうが……ってなんでマリアが私の仕事内容を知ってるの？」

　二日前の部署決めで別れて以来、マリアとは話をしておらず部署が変人だらけだったこともその仕事が、肉体労働が主の雑用だったこともまだ話していないのに。

「あ、その、カタリナ様のことは省内で色々と話題になってますので……」

　マリアがなんとも言えない顔でそう答えた。

　なんでも公爵家の令嬢が雑用をしていると一部でかなり騒がれているらしい。

　う～ん、魔法省の皆さんにも早く慣れてクラエス家のように落ち着いてもらいたいものだ。

「それで今日は、カタリナ様も調べものなのですか？」

　デューイ少年が試験中では考えられなかったようなニコニコした顔でそう聞いてきた。

　うん、初めはあまりに嫌われていてどうなるかと思ったけど、こんな風に接することができるようになって本当によかった。

　このままもっと仲良くなって、もし万が一、ゲーム通りにやっつけられそうになった時のために苦手なものとか調べておきたいものだ。

「ううん。私は調べものでなくて、荷物を配達しに来たのよ」

「そうなのですか。本当に荷物を運ばれているんですね。さすがカタリナ様です」

　とデューイがまたキラキラした目で私を見る。

　何がさすがなのかはわからないが、すごく褒められているのはわかり、少し鼻が高くなる。しかし、次に続いたデューイの言葉にはっとなった。

「ところで荷物はどこにあるんですか？」

「そうだ！　私、配達の途中だった！　また今度、ゆっくり話しましょう」

　すっかり忘れてたが、荷物の配達の途中だった。私が慌てて図書館の入口の方へ戻ると、もう司書さんは確認を終えて荷物を運び込んだ後だった。

　完全に何もできなくて「すみません」と二人に謝ると、優しいローラ先輩が、

「大丈夫よ。変なのに絡まれたって司書から聞いたわ」

　と言ってくれた。どうやらあの年配の女性司書さんがあの男たちの件を話したらしい。

　しかし、その後は完全に配達のことを忘れてマリアたちと話をしていただけだ。なので私は正直に話をした。

「まぁ、お仕事中にそれは駄目ね。あなたはもう社会人なんだから気を引き締めて」

　そのようにローラ先輩に注意された。もっとお母様のお説教のように怒られるかと思ったが、ローラ先輩は優しかった。

　思わず「もっときつく怒らないのですか？」と聞いたら「まだ二日しか勤めてない新人なんだから失敗は当たり前だからね」と言ってくれた。

　こんな素敵な先輩に仕事を教えてもらうんだ、しっかり気を引き締めて頑張ろうと改めて思った。

「でも二日目から変なのに絡まれて大変だったわね。うちの部署は仕事内容もそうだけど変わり者も多いし、それでいて優秀だから色々と言われることが多いけど気にしないでね」

「あ、はい。気にしないのは得意です」

　なんせジオルドの婚約者なんてやっているせいで八歳の頃から色々と言われるのには慣れている。意味のない厭味や悪口はだいたい耳を素通りだ。

「頼もしいわね」

　ローラ先輩はふふふと笑った。しかし、その後、少しだけ眉まゆを下げて、

「でも、うちはいつも雑用ばかりが仕事で、マリアちゃんたちが羨ましくはならない？　同じ新人なのにあちらは花形部署で魔力研究しているでしょ」

　そう聞いてきた。

　魔力研究が羨ましいですって？

「いえ、私は頭を使うのが苦手なんで魔力研究とか無理です。こうして荷物を運んだり、掃除したり身体を動かしている方がいいです。そう思うとこの部署で本当によかったです」

　心からそう言うと、なぜかローラ先輩に頭をガシガシと撫でられた。

「カタリナ嬢はいい子ね」

　その大きな手にガシガシやられるのは少し痛くもあったが、ローラ先輩がなんだかとても嬉しそうに笑っていたのでそのままされるがままになった。

　そんなこんなで小さなトラブルこそあったが、その後は何もなくスムーズに二日目は終わった。

　帰り道、ソラはまた一緒に来てくれた。

　もうソラの帰る場所はこちらではないと気付いたので「ソラも疲れているだろうし、わざわざついてきてくれなくても大丈夫」と言ったのだが「迷子になられても、帰り道で眠ってしまわれても困るからな」と（前者はともかく後者は昨日、馬車が走りだした直後に爆睡で揺さぶられるまで起きなかったので否定もできない）やはり私が馬車に乗り込むまで見送ってくれた。

　私は馬車の中で本当にいい同期を持ったな～としみじみと思った。

　初仕事二日目を終え明日は休日だ。先輩たちには慣れない仕事で疲れただろうからしっかり休むように言われたが、私には早めにやっておかなければならないことがあった。

　それは例の乙女ゲームのメモについてだ。今後のためにも、あれを一体誰だれが書いたのか、どうしてあの本に入っていたのか、突き止めなくてはならない。

　なのでお休みの明日はお城に行ってあの本の入っていた荷物を届けてくれたジオルドと管理してくれていた人を訪ねて聞いてみるつもりだ。

　よし！　まずはできることからしっかりと！

　Ⅱがなんだ！　再度悪役がなんだ！　私は必ず今回も破滅を乗り切ってみせるわ！

　私は心の中でそう誓い、ガタゴトと揺れる馬車の中で眠りへと落ちていった。

　そして屋敷について声をかけられても起きることなく、最終的に揺さぶり起こされ、なんとか寝ぼけながら自室へと戻り、そのまま夕食もとらずに朝まで爆睡してしまった。

　どうやら自分で思っていたよりもずっと疲れていたようだ。







第二章　お城の奥で







　翌朝はたっぷりと寝たお陰かいつも以上にすっきりしており、爽さわやかな気持ちで目覚めた。

　空も晴れていいお天気で絶好の外出日和びよりだった。

　いつもお城を訪ねる時にはだいたいキースがついてきてくれるのだけど、今日はお父様と共に視察の仕事があってついていけないとのことで、付き添いはメイドのアンがしてくれることとなった。

「くれぐれも無茶はしないで、それからジオルド様とは絶対二人きりにならないこと」

　とキースには繰り返され、お母様には、

「決して変な行動はしないこと。スカートをめくって走るなんて絶対にしてはいけません」

　と繰り返された。

　そして二人は最終的にアンに「くれぐれもよろしく頼みます」と繰り返していた。

　私も、もう今年で十八歳の立派な大人おとなのレディなのに、なんだか扱いが八歳の頃ころからあまり変わらない気がするのは気のせいだろうか。

　そんな疑問を感じつつも、とりあえずお城へ行くのは許してもらえた（大事な荷物を届けてくれた人に早くちゃんとお礼を言いたいとねばった）ので、素直に「二人の言う通りにちゃんとします」と約束して馬車で家を出発した。







　お城に到着すると、まずは荷物を預かっていてもらった場所に向かうことにした。そこに行けば鞄かばんを拾ってくれた人もわかると思うのでそのことも聞くつもりだ。

　またジオルドにもメモについて知っているか尋ねるつもりでいたが、キースに「ジオルド様は公務が入っていてとても忙しいみたいだから、挨あい拶さつするなら帰り際に少しにしておいた方がいい」と言われたので、後回しにすることにした。

　アンと共に荷物を保管してくれた部屋へと向かい歩く。それもちゃんとお母様に言われた通りにおしとやかにだ。私もやればできるのだ。

　お城に来るのは卒業式後の双子の王子のパーティー以来だ。あの時は来客も多く、城中が煌きらびやかに飾られていたが、今はもういつも通りの状態に戻っていた。

　部屋にたどり着くと、数人の使用人が仕事をしていたので声をかけ、名乗って「鞄を拾ってくれた人について知りたい」と用件を伝えると、慌てて部屋の隅にあるテーブルへと連れていかれて、素早くお茶とお菓子を用意された。

　こんな風に対応されたのはなんだか久しぶりで小さな声でアンに、

「なんだかすごいところのお嬢様にでもなったみたいね」

　と言うと、

「……カタリナ様、お忘れのようですが、カタリナ様は元々、すごいところのお嬢様でいらっしゃいますよ」

　となんとも言えない顔で返された。

　まぁ、確かに言われてみればその通りなのかもしれない。なにせ基本的には食事の支度から身支度までなんでもしてもらえるお嬢様なのだから。ただ……うちの使用人は皆、お母様の命令で私にとても厳しいからな、「食べかすはこぼさないようにしてください」とか普通に注意もされるからいまいち、すごいところのお嬢様感がないんだよな。

　そんなことを考えているうちにこの場所の責任者だという人がやってきてくれた。現れた初老の男性は恭うやうやしく挨拶をして、私の用件について答えてくれた。

　その結果は、私の鞄は誰だれが届けてくれたかはわからないというなんとも言えないものだった。

　なんでも丁度、部署がバタついている時に「城内に落ちていました」とさっと置いていったようで、誰もちゃんと顔を確認しておらず、男性か女性かもその場にいた職員内で意見が分かれており、まったく情報がないのだという。

　残念に思ったが、本当に申し訳ないと頭を下げられて、それ以上は何も言えなかった。

　そして「預かってから、誰か荷物に触れることができたものはいたのか？」という質問には「何かなくなっていたものでも！」と顔を青くされてしまった。

　本の間に乙女ゲームの攻略メモを入れられていましたと素直に言う訳にもいかないので、とりあえず、

「そうではないけど、不特定多数の人が触ったかもしれないと思うと少し……」

　などと適当にごまかす。

　ほっとして男性が教えてくれた情報によると、基本的には使用人が詰めている場所なのでむやみやたらに人が入ってきて荷物に触ることはないが、忙しくて皆、出払っていることもあるため絶対に誰も触っていないとは言えないとのことだった。

　またここの使用人では女性職員の一人が中を確認しただけで、他ほかの者は触っていなかった。

　その女性職員にそれとなく本の中身を見たりしたか聞いてみたが、どうやら中までは見なかったようだ。普段から本を読まないという彼女はまったく本に興味がないようだった。

　そうなると、後、メモを入れたかもしれないのは荷物をここまで届けてくれた人か、この場所が不在な時に入ってきた人かな。

　とりあえず、この場で手に入る情報はすべてもらったので、私は部屋を後にした。

　この後にジオルドに会ったら、一応、彼にも聞いてみようと思うが可能性は低い気がする。

　ソフィアもそうだが、彼らはこの世界がゲームと同じだと知らないはずだ。そもそも知っていたら、私がたびたび口にしていた『破滅フラグ』なんかの意味もわかるはずで、怪け訝げんな顔もしないだろう。そもそも十年間、一緒にいて何も言ってこないのもおかしい。

　ならやはりあのメモを入れたのは、この城、またはここに来た誰かだと考えるのが妥当だ。

　一体、誰なのだろうか？　ゲームのことを知っているということはその人も前世の記憶がある元日本人？

　そんなことをつらつらと考えながら、アンとともに歩いていたらなんの前触れもなく突然、ポチが影から飛び出した。

　そして尻しっ尾ぽを振りながらあさっての方向に走り出した。

　それはこの間のお城のパーティーと全く同じ光景で……ポチは闇やみの使い魔だからそそうはしないとしても、城内を飼い主なしで勝手にお散歩したとなると問題だ。まずいぞ！

　私はお母様の忠告を忘れ、ドレスをたくし上げ全力ダッシュでポチを追いかけた。だいぶ後ろの方で「カタリナ様、お待ちください～」というアンの声が聞こえた気がしたが……ポチを追いかけるのに必死で右から左へ流れていった。

　そうしてポチを追いかけドンドンと進んでいくと、なんだか昼間だというのに薄暗い廊下にたどり着いた。後ろにいたはずのアンの姿はもうどこにもなかった。これは後で怒られるパターンだな。

　それにしてもここなんだか見覚えがある気がする。ようやく大人おとなしくなったポチを胸に抱き周りを見渡す。

　あ、そうか、ここは前のパーティ―の時にもポチが逃げてきた場所だ。また同じところにやってきたんだわ。

　あの時は夜だったから暗いのかと思っていたけど、昼間でも薄暗い場所なんだな。木々がいっぱい茂っているからかな。

　昼だというのに灯あかりもつけられている。そういえば確かこのあたりに女の人が立っていて、「この先は立ち入り禁止」と言われたんだったっけ。

　私は薄暗い廊下の先に目を凝こらす、ぼんやりとだがドアのようなものが見えた。ドアということは部屋があるのかしら？　お城の立ち入り禁止の部屋って一体何があるのだろう？

　好奇心がくすぐられ少しだけそちらに足を踏み出した時だった。

「あら、ここに人がいるなんて珍しいわね」

　涼やかな女性の声が聞こえたと思い、振り向くと少し離れたところに年配の女性が立っていた。

　私が気付くと、その後ろに使用人を数人引き連れた女性は私の近くまで優雅に歩いてきた。おそらくそれなりの身分の人なんだろう。

　近くで見ると五十歳前後に見えるその女性は若い頃はさぞモテたであろうそれは美しい容姿をしていた。

「……あの、飼っている犬が逃げてしまって追いかけていたら偶然、ここに来てしまって」

　女性に怒っている様子はなかったが、前回、立ち入り禁止と言われたところに入ってしまっているので、私は必死にここにいる訳を話した。

「あら？　そうなのそれは大変だったわね」

　女性は朗ほがらかに笑ってそう返してくれた。怒られなくてほっとしたと同時にあまりに朗らかな様子に思わずポロリと疑問が口に出てしまった。

「……あのこの先には何があるんですか？　ドアが見えるので部屋があるのかなと思ったのですけど？」

「あら？」

　私の不ぶ躾しつけな質問に女性は目をぱちくりさせ、後ろの使用人たちには鋭い視線を向けられた。

　あ、これはまずいかも。

「すみません。少し気になってしまって……。不躾な質問をして申し訳ありませんでした」

　慌てて謝ったが、女性はふんわり微笑ほほえんだまま、

「ふふふ、いいのよ。別に隠していることではないのよ」

　そう言って、廊下の先に目を向けた。

「この先の部屋には私の息子が暮らしているの」

「息子さん？」

「そうよ。もうとっくに成人しているのに何もしないでずっと部屋にこもっているのよ。困ったものでしょう」

　とすごくヘビーな話をさらっとされてしまった。しかし、この世界にも引きこもりが存在したとはびっくりだ。

「でも、そうなった経緯にも深い訳があるので無理やり引っ張り出すにも可か哀わいそうで、とりあえず好きにさせているのよ。それで時々、私がこうして様子を見に来ているの」

　女性は憂いを帯びた表情で廊下の先のドアを見つめた。

「……大変ですね」

　私もかつて破滅フラグ回避のために屋敷での引きこもりを考えたことがあったが、こうして憂いを帯びた母親の表情を見ると実行しなくて正解だったなと思う。

　でもお城で引きこもりとかすごいと思う。一体、どこの誰が……ん！　というか確か、お城って基本、王族の他は使用人が使用人の住居区に住んでいるだけだったよね？　そして、ここってどう見ても使用人の住居区には見えない。

　じゃあ、そこに引きこもっているのってもしかして王族の人！　王族が引きこもりってなんかすごいな。あれ、引きこもりの人が王族なら、そのお母さんだというこの人って。

「あの、あなたは……」

　思わずそう尋ねると、

「ああ、挨拶がまだだったわね。私は、エステラ・スティアート」

「スティアートということは……」

　愕がく然ぜんとする私にエステラ様はふふふと笑い、

「一応、身分は現国王の義母で前王妃、でも今は隠居して暇を持て余しているただのおばぁちゃんよ」

　そう続けた。

　前王妃様、そんなすごい人に不敬な態度で接してしまっていた。どうりでお付きの人たちの目が厳しかった訳だ。私は慌てて挨拶を返した。

「私はカタリナ・クラエスと申します。クラエス公爵家の娘です」

「あら？　あなたが噂うわさのカタリナさんだったのね」

　え、噂ってなんだ？

「ふふふ、会えて嬉うれしいわ」

　前王妃様はどこまでも穏やかな人のようで、そう言ってまた微笑んだ。

　ちょうどその時どこか遠くから、

「カタリナ～」「カタリナ様～」

　と私を呼ぶ声が聞こえた。

　これはジオルドとアンの声だわ。私を探しに来てくれたんだ。

「ふふふ、もう少しお話したかったけど、お迎えが来てしまったみたいだから、またにしましょう」

　エステラ様はそう言って私にジオルドたちの元へ行くように促した。そうして私は淑女の礼をとり、その場を後にした。







　ジオルドたちの元へ行くと、さっそく怒られた。ドレスをたくし上げて全力疾走しないこと、一人で無茶をしないこと、突拍子もない行動は慎むことなどなど、アンとジオルドに二人がかりで小言を言われ、自じ業ごう自じ得とくとはいえ少しげんなりしてしまった。

　ちなみにジオルドにはアンが知らせに行ってくれたそうだ。私がお城で迷子になったと。

　それで城には不慣れなアンと共に私を探してくれたとのことだ。

「すみません。ジオルド様は今日、一日公務で忙しいと聞いていたのに、余計な手間をかけさせてしまって」

　私がそう謝ると、ジオルドは不思議そうな顔をした。

「いえ、確かに公務はありましたが、簡単な挨拶だけでしたのですぐ終わりましたよ。その話は誰から聞いたのですか」

「キースから聞いたのですけど情報が間違っていたみたいですね」

　と返す。ジオルドは「そうですか」と返してきたが、その顔に浮かんだ笑みがなんとも胡う散さん臭い気がするのは気のせいだろうか。

　そうして話をしているうちに客間に着き、再びお茶とお菓子を用意してもらった。本日、二度目となるが、そこはありがたくいただくことにした。ポチを追いかけ全力疾走したので喉のどが渇いていたのだ。そうしてお茶で喉を潤し一息入れたところでジオルドが口を開いた。

「それにしてもカタリナはどこまで迷い込んでいたのですか？」

　私が、ジオルドたちが探しに来てくれたところよりさらに奥の方から登場したので、気になっていたらしい。私は先ほどあった出来事をジオルドに話した。

「そうですか、あの場所に行って前王妃にあったのですか」

　ジオルドは私の話を聞き終わるとそう呟つぶやいて少し考え込む様子を見せた。

　いつも笑顔な彼には珍しく眉み間けんに皺しわを寄せている様子に、これはだいぶ悪いことをしてしまったのかと心配になり、

「やはりまずいですよね。前王妃様とわからず気安くしゃべってしまって」

　そう言うと、ジオルドはなんとも言えない表情を浮かべた。

「いいえ。元々、前王妃は前国王が死去してから社交界にはほとんど出ていないので、僕らの年代ではその顔を知らない者も多いですし、前王妃自身がそうしたことをあまり気にされる方ではないので、そこまで気にしなくても良いと思いますよ」

「そうなのですか！　では、何が問題なのですか？」

「え、問題とは？」

　ジオルドはなぜか驚いた顔をした。

「だってジオルド様、すごい難しい顔をしていたから」

「ああ、そういうことですか」

　ジオルドは困ったように笑った。

「それは少し恥ずかしかったのですよ」

「恥ずかしい？」

「はい。身内の恥を知られてしまったと思って」

「身内の恥？」

「城の一室に何年もこもって出てこない僕らの叔お父じのことです。隠しているわけではないですし、知っている人は知っている事実ですが、決して褒められる行いでないことは確かですから」

　まぁ、確かに王族が成人してからもずっと引きこもりっていうのはあんまりいい状況ではないのだろうな。

「でも、そうなったのにも深い事情があるという話でしたけど？」

　さっき前王妃様がそう言ってたからね。もしかしたら、部屋から出ると破滅フラグしかない状況に追い込まれる危険があるのかもしれない。

「そうですね。事情はあります。ただそれも身内のゴタゴタでして……カタリナは前国王に王妃以外の奥方がいたのを知ってますか？」

「はい。それくらいは」

　ソルシエ王国の現国王（ジオルドたちの父親）には王妃様（ジオルドたちの母親）が一人いるだけで側室などは存在しない。それにその王妃様はすでに後継ぎである王子を四人も産んでいるため、国王は今後も側室を娶めとる予定はないと公言しているらしい。

　他国ではどうかまでは知らないが、このソルシエでは一夫一妻が一般的だ。

　しかし、貴族社会の中には昔から続く側室などの制度も根強く残っており、中には何人もの側室や愛あい妾しょうを抱えている者もいると聞く。

　そして私が物心ついた時にはもう国王は現国王になっていたので、詳しくはわからないのだが前国王にもそうした側室が何人かいたというのは知っている。

　でも国王くらいの身分なら政治や外交などの関係で側室を取らなくてはならないのだろうから、まぁ、そういうものなのかと思っていた。むしろ王妃様が一人の今の国王様の方がすごいのかなくらいの感じだった。

「そうですか。でもその人数まではわかりませんよね？」

「……はい。不勉強ですみません」

　もしかして社交界に入る前に教えられていたのかもしれないが、残念ながら覚えていない。

　しょんぼりと答えると、ジオルドは首を横に振った。

「いえ。カタリナが知らないのも無理はありません。人数が人数なので王族間で恥とされて、あまり広がらないように抑えられているのですから」

「え、そんな恥と言われるほどの人数なのですか？」

「はい。正式に認められた側室は五名ほどだったのですが、非公式も入れるととても言えないような人数で、それだけで飽き足らず愛妾もすごい数を囲っていたのですから」

　ジオルドは強い嫌悪を浮かべた表情でそう言った。

「一応、公に口外してはいけないとされていますが、僕らの親の世代から上の貴族ならだいたいが知っていることです。おそらくクラエス公爵も知っておられるとは思いますが、あえてカタリナには聞かせなかったのでしょう。特に女性には聞こえのいい話ではないので」

　確かに自分の国の元だけど国王にそんなにたくさん側室や愛妾がいたなんてなんだか嫌な気分になるな。特に私は日頃からお父様たちのラブラブぶりを見ているので、何人もの奥さんがいるってだいぶ不誠実な気がしてしまう。

「まぁ、それだけたくさんの女性と関係を持っていればそれだけ子どももたくさんできる訳です。そして我が国の次期国王は現国王の指名で決められます。しかし、前国王は指名をしないうちに亡くなられてしまいました。ですので、王位継承はひどく荒れたそうです」

　次期国王の指名がされないまま空席になった王位、残されたたくさんの王の子どもたち。正妃様には子はおらず、皆、側室の子ども、母の家が力を持っている者はそこが後ろ盾となり、またそうでなくても自分の地位を上げるために後ろ盾のない者のバックにつく貴族などが現れ、次期王位を巡る争いは丸二年間近く続いたという。

　私が物心つく前に始まったこの争いでそれこそほとんどの前国王の子どもたちが命を失ったり、また国外へ追放されたりしたのだそうだ。

　なんとなく王位継承を巡って争いが起きたということは知っていたが、そこまでひどいものだったとは知らなかった。それも口外しないよう抑えられているからのようだ。

「僕の父親、現国王は身分の高い正式な側室の子でしたが、王位に興味なんてなかったらしいです。しかし、続く醜い争いに嫌気がさして王位をもらったなどと言っていますが、その真相はさすがにわかりません。ただ城に引きこもっている僕の叔父は前国王の最後にできた子どもでまだ幼かったために命は奪われず城に残されたというのは聞いています。でも、それからずっと部屋にこもったままだと」

　そう言ったジオルドの表情はどこか憂いを帯びていた。

　きっとその当時、幼かった叔父さんは生かされたけどひどい目にあったのだろう。そうしてその子ども、ジオルドの叔父さんを前王妃様が後見人として面倒を見ているのだそうだ。

　なんと言うか、今の平和なソルシエ王国からは信じられない重たい話を聞いてしまった。それもそれほど昔の話ではないから、よりぞっとする。

「こうした事実は身内の恥なので、話したくはなかったのですが、変にごまかすこともしたくなかったので話しました」

　そこまで話を終えたジオルドはそう言うとうつむいた。そして、

「僕はこのように女性にだらしなかった祖父を心から軽けい蔑べつしています。そして僕自身は絶対に祖父のようになるつもりはありません。ただ僕の中にその血が流れているのは事実です」

　ジオルドはそこで言葉を切り、息を吐くと、

「カタリナは、そんな女性にだらしない祖父の血を引く僕を嫌だと感じますか？」

　そう言った。

　その顔にはいつもの胡散臭い笑顔も自信にあふれた雰囲気もなくて、今まで見たことのないまるですがるような表情があった。

　そうか、そういう気持ちもあって話したくなかったんだ。確かにたくさん女性を侍はべらせていた前国王のことは嫌だなと思ってしまうけど、でも、

「前国王とジオルド様は別の人間じゃないですか、そんなことでジオルド様を嫌になったりしませんよ」

　私はそう言ってジオルドに笑いかけた。

「それに私はジオルド様が女性に不誠実なことをするような人じゃないって、よくわかってますから」

　なんと言ってももう十年近い付き合いだ。ジオルドのことはそれなりにわかっている。

「だからおじぃ様のことなんて気にしないで……ってどうしたんですか？」

　なぜかジオルドが先ほどよりうつむき顔を隠してしまった。具合でも悪くなったのかと思わず立ち上がり、ジオルドの方へ駆け寄ると、ジオルド自身に手で止められてしまった。

「すみません。ちょっと、今は待ってください。顔が……その見せられないので」

　とうつむいたまま、そう言われた。

　顔が見せられないとはどういうことだ？

　よくよく見ると、その耳が真っ赤なことに気が付いた。もしかして熱くてのぼせて鼻血がでたのか！　確かに今日はだいぶ暖かいし、私のことを必死に探してくれたみたいだし、それでこの温かいお茶があだになったのかも。

　しかし、美形で完ぺきな王子様が鼻血……それは確かに見せられないものだろう。

　敏さとい私はそうして瞬時にジオルドの事情を理解し、できるだけジオルドの方を見ないようにお菓子をつまんだりして彼の鼻血が止まるのを待った。うん。私もだいぶ空気が読める立派な令嬢になったものだ。

　しばらくして鼻血が止まったらしいジオルドがその美しい顔を上げ、

「カタリナ、ありがとうございます」

　と微笑んだ。いえいえ、鼻血を見ないふりするくらい令嬢として当たり前のことですわ。私はあえて鼻のあたりは見ないで笑顔で「いいえ」と返した。







[image: ]







　それからいくつか他愛たわいもない話をしたところで、私は本日、ここに来た目的を思い出した。

「あ、そういえば。ジオルド様、先日、届けてもらった鞄の中に入っていた本を開いて見たりされました？」

「本？　ああ、カタリナたちが好んでいるあの本ですね。表紙は見ましたけど、中までは見ていませんね。本がどうかしましたか？」

　不思議そうにそう返され、私は、

「あ、いえ。ちょっと男性にはあまりお見せできない内容だったもので」

　と適当にごまかし、「そうですか」とジオルドの笑顔をやや引きつらせた。

　この反応からするとやはりあのメモはジオルドが挟んだ訳ではなさそうだ。

　こうしてメモが一体どこからきたのかすらもわからないまま捜査は終了した。

　しばらくして「明日も仕事なので早めに帰ります」とジオルドに告げると門まで送りましょうとエスコートされた。

「次のお休みには僕が会いに行きますね」と微笑んだジオルドに「お忙しいでしょうから無理はしないでいいですよ」と告げると「君に会えない方が辛つらいですから」と耳元でイケメンボイスで囁ささやかれ、腰が抜けそうになった。

　さっきは鼻血で慌ててたのに、なんという変わり身の早さ、そしてその色気はさすがⅠのメイン攻略対象だ。

　そうして私は王子様の色気にあてられ火ほ照てる頬ほおを（馬車の窓から入る）風で冷やしながら、自宅へと帰宅した。

　屋敷に戻ると、久しぶりに畑仕事をした。

　いや～、やっぱり畑はいいな。慣れ親しんだこの鍬くわを持つとなんだか癒いやされる気すらするな～。うん。天気もいいし、いい休日だわ。

　でもあのメモについて何も収穫が得られなかったのは痛いな、もうこれといった情報もないし、どうしたらいいんだろう。

　青空を見上げ、何かいい案がないか考えてみたが、何も浮かばなかった。

　畑でぼんやりしているうちに日は暮れて夕食時になった。

　その頃には出かけていたお父様、お母様、キースも帰ってきて共に夕食をとった。

　ただ私が城で非常事態とはいえスカートをたくし上げて爆走したことはすでに報告されていてガミガミと怒られてしまった。

　長いお母様のお説教がようやく終わるとなんだか疲れてしまって、私は早々に部屋へ戻った。

　今後のことを色々と考えなければいけないとは思っていたが、押し寄せる睡魔に勝てずベッドへともぐった私はものの数分で深い眠りに落ちた。







★★★★★★







　僕、ジオルド・スティアートは午前中にあった短い公務を終え、自室と隣接する仕事部屋で書類の確認をしていた。

　公務が思っていたよりも早く片付いたので、この書類確認が終われば少し時間が取れる。そうすれば今日、魔法省が休みで自宅にいるはずのカタリナに会いに行くことができる。

　そうしてさっさと書類確認を終え、出かける支度をしようとした、まさにその時にその知らせは届いた。

　それは僕の婚約者、カタリナ・クラエス付きのメイドが城内でカタリナを見失ってしまったというものだった。

　まさかこれから会いに行こうと思っていた人物がすでに城に来ていたとは、そしてまさかの迷子とは……。僕はすぐに直接、そのメイドと会い、事情を聴き出した。

　要は犬を追いかけて走っていってしまったということだった。

　城内で主人を見失うとは本来なら付き添っていたメイドを叱しっ責せきし罰しなければならないような案件であるが、その主人がカタリナなので、そこはむしろ可哀そうにという気持ちになった。

　僕の愛いとおしい婚約者はその辺の令嬢とは違う。走っていったとなれば、それは本当に全力で走ったはずだ。たとえドレスを着ていてもそれをまくり上げて全力で、そしてそんなカタリナに普通の女性が追いつくことなど出来はしないだろう。

　僕はカタリナ付きのメイドに「ご苦労だった」と労ねぎらいの言葉をかけ、そしてカタリナが走っていったという方向から行方ゆくえを推察し、メイドと共にカタリナを探すことにした。

「カタリナ～」

　と声をあげながら探し始めてからしばらくして、

「は～い」

　という実に呑のん気きな声と共にカタリナは城でもかなり奥まった場所から現れた。

　そうして出てきたカタリナに、まずは「一人で無茶をしないこと、突拍子もない行動は慎むこと」などをしっかり言い聞かせた。そうしてとりあえずの小言を終えた頃、メイドが僕に知らせを持ってきたことを知ったカタリナが、

「すみません。ジオルド様は今日は一日公務で忙しいと聞いていたのに、余計な手間をかけさせてしまって」

　そう言って頭を下げてきたのだが、それはおかしな話だった。

　僕の公務は今日の朝一でさっさと終わるようなもので、そういった情報は他にもきちんと公表されていたはずなのだ。これは何かあるなと情報源を聞いてみれば、カタリナから「キースから聞いたのですけど情報が間違っていたみたいですね」と返ってきた。

　どうやら、カタリナが少しでも僕と接しないように、恋こい敵がたきのキースが浅はかな嘘うそをついたようだ。これはキースには後で少しお灸きゅうをすえてやる必要がありそうだ。

　そうして話をしているうちに客間にたどり着いた。

　使用人が準備したお茶で喉を潤すと、気になっていたことをカタリナに尋ねてみることにした。

「それにしてもカタリナはどこまで迷い込んでいたのですか？」

　明らかに僕らが探していた場所よりさらに奥から出てきたカタリナ、特に怪け我がなどはなかったようだが、一体、どこまで行っていたのか、一応、城の中には危険はないはずだが、それでもそのすべてに目が行き届いている訳ではない。今後、注意を促すためにも把握しておく必要がある。

　そんな僕の問いにカタリナはいつもと変わらないふにゃりと緩んだ愛らしい表情で答えたが、その答えは予想外のものだった。

　カタリナは僕らが普段あまり近づかない『例の場所』に行ってしまっていた。それもそこで前王妃にまで会っていたと言うのだ。

「そうですか、あの場所に行って前王妃にあったのですか」

　城の奥まったところにあり、ほとんど人の出入りしない場所にその建物は立てられている。木々が覆い茂るその場所は昼間でも薄暗く、子どもの頃には少しだけ怖いと感じたものだ。

　そんな場所に兄とそう年の変わらない叔父がずっとこもっていると知ったのはいつ頃だったのだろうか。考えに耽ふけっていると、

「やはりまずいですよね。前王妃様とわからず気安くしゃべってしまって」

　カタリナが眉まゆを下げてそう言った。

　カタリナはただでさえ、人を覚えるのが苦手なのでその心配は無理もないことだとは思うが、今回の場合はカタリナのせいではない。なのでそれは問題ないことを説明したのだが、

「そうなのですか！　では、何が問題なのですか？」

　とより困った顔をされてしまった。

「え、問題とは？」

「だってジオルド様、すごい難しい顔をしていたから」

「ああ、そういうことですか」

　どうやら自分でも気付かないうちに表情に出てしまっていたらしい。普段なら人に気付かれるような表情の変化など見せることはないのだが、カタリナを前にするとつい気が緩んでしまうことが多い。

　ここは正直に自分の気持ちを言ったほうがいいだろう。カタリナ相手に駆け引きをしても通じないのは長い付き合いでよくわかっている。

　なので身内の恥を知られてしまって恥ずかしかったのだと素直に告げると、

「身内の恥？」

　カタリナは不思議そうに首をかしげた。この顔は本気でわかっていないようなので、

「城の一室に何年もこもって出てこない僕らの叔父のことです。決して褒められる行いでないですから」

　そうさらに言葉を足すと、

「でも、そうなったのにも深い事情があるという話でしたけど？」

　カタリナはそう返してきた。

　その真っ直すぐな目に見つめられて、僕ははっとした。

　あぁ、そうだった僕の婚約者はこういう人間だった。うわべだけの話で誰かを貶おとしめることはない。自分の目で見て、自分で聞いて信じるものを信じる。

　だから、話そうと思った。この先の話を、本当は結婚が決まるまで言わないでおこうと思った。祖父の話を――。

　そうして僕はカタリナに話した。女性にだらしなく、権力をかざしたくさんの女性たちを囲った最低な祖父、そしてそんな彼のせいで起こった醜い争いの話を。

　カタリナはしっかり僕の目を見て真剣に話を聞いてくれた。

　そして僕は最後に一番、カタリナに話さなければならないと思っていたことを口に出した。これを口にすることはなかなか覚悟を要した。

「僕はこのように女性にだらしない祖父を正直、軽蔑しています。僕自身は絶対に祖父のようになるつもりはありません。ただ僕の中にその血が流れているのは事実です」

　僕はそこでいったん息を吐き、そして続けた。

「カタリナは、そんな女性にだらしない祖父の血を引く僕を嫌だと感じますか？」

　僕は自分で言うのもなんだが、幼い頃から優秀で欠点という欠点もなく育ってきた。

　人の顔色を読むのも上手うまいので、社交界でも上手くやってきた。しかし、そんな僕でもこの身体からだに流れる血だけはどうにもならない。

　今でも話に上がれば顔をしかめる者も多いどうしようもない男だった前国王、僕自身がどうあがこうともそんな男が僕の祖父である事実は変えられない。これは僕が唯一持つ弱みのようなものだ。

　だから、正直、正式に婚姻を結ぶまでカタリナには話さないつもりでいた。

　カタリナが祖父に嫌悪感を持ち、そしてそれをその孫である僕にも向けるのではということを僕は恐れていたのだ。でも、僕はもうカタリナが他の者とは違うと知っている。おそらく大丈夫だと、そう思っていても、やはり不安は消えない。

　まるで罪を言い渡される前の罪人のような心持ちで僕はカタリナが口にする答えを待った。そして、カタリナは口を開いた。

「前国王とジオルド様は別の人間じゃないですか、そんなことでジオルド様を嫌になったりしませんよ。それに私はジオルド様が女性に不誠実なことをするような人じゃないってよくわかってますから」

　返ってきたのは想像した以上の言葉だった。否定しないどころではない、僕がそんな人間ではないとわかっていると言ってくれた。

　やはりカタリナ・クラエスは最高だった。彼女と出会えたことは僕の人生で一番の幸運だ。

　ああ、ダメだ。頬に熱が上がってきたし、どうしても顔が緩んでいく。

　こんな顔とてもカタリナには見せられない。僕はうつむいて顔を覆った。

「カタリナ、ありがとうございます」

　ようやく落ち着いて、そうカタリナに言うと真っ直ぐな目をこちらに向けて微笑んでくれた。

　しばらく他愛もない話をした後、屋敷に帰るというカタリナを馬車までエスコートする。

「次のお休みには僕が会いに行きますね」と言ったのに「お忙しいでしょうから無理はしないでいいですよ」なんてつれない返事をされたので「君に会えない方が辛いですから」と耳元でそっと囁いてみた。

　真っ赤な顔をしたカタリナは、それはもう落ち着いたはずの顔がまた緩んでしまいそうなほどに最高に愛らしかった。







第三章　すばらしい畑の発見







　朝、いつものようにアンに起こしてもらい職場へと向かう。お休みをはさんだからか気分は爽そう快かいだ。

　馬車で魔法省に着くと部署へと向かい、本日もローラ先輩指導の元で肉体労働だ。

　腕まくりをして今日も頑張るぞ！　と気合を入れる。

　しかし、ふと自分の服装を改めて見つめると、どうも肉体労働向きではない気がする。

「う～ん。動き回るのにこの制服にドレスだと不便だよな～」

　と思わず独ひとり言を呟つぶやくと、それを聞きつけた同じ部署のタンクトップ先輩が、

「本当にその通りだよな。カタリナ嬢もよかったらこのタンクトップを使うか？」

　といい笑顔でおそろいのタンクトップを勧めてくれたけど、そこは丁重にお断りしておいた。前世の小学生の子ザル時代ならまだ知らず、この年で令嬢としてタンクトップで出歩くのは遠慮したい。あと季節的にもまだ寒い。

　しかし、タンクトップほどでないにしろせめて、

「でも、作業着くらいならいいかしら」

　と呟くと、今度はソラが、

「いや、ダメだろ。そもそもここの規則で制服着用が決められてるから。この部署だけだから皆がこんなバラエティーにとんだ服着てるの」

　と鋭い突っ込みを入れてきた。まぁ、その通りだった。

　タンクトップに白衣にヒラヒラドレス、皆が好きなように制服を改造して、思うままの服を着ているが、これは間違いなく規則違反だ。

　部署のトップであるラーナが、そもそも規則とはなんぞやくらいの人らしく、何も言わないのをいいことに好き放題やっているのが現状らしい。

　そりゃあ、規則正しいサイラス・ランチャスター部署長に目を付けられるよね。

　Ⅱの攻略対象の一人であるサイラスは魔力・魔法研究室の部署長である知的な美青年だ。規律・規則を重んじるサイラスに、規則とはなんぞや率いる変人集団、魔法道具研究室は非常に煙たがられている。

　それでも図書館で会った時には、絡まれていたところを助けてくれたし、悪い人ではないのだろう。

　デューイと同じく、私の破滅フラグに繋つながるかもしれない人物だから、本当は仲良くなって色々と探りを入れたいのだけど……正直、部署の件がなくても仲良くなれる要素が見当たらないんだよね。

　先輩に聞いた話だとそれなりの身分の貴族の出らしいサイラスは、とにかく真ま面じ目めで仕事ができて、それでいて隙すきのない完ぺきな人物らしい。

　魔法省内での評価も高く部下にも慕われているが、余計なことはしゃべらず、特に親しい人物もいないらしい。

　そんなサイラスに部署も違う（しかも毛嫌いされている部署の）後輩がなれなれしく話しかけるのは難しい。

　せめて私がⅡをやっていればサイラスの育った背景、好きなものや苦手なものなんかもわかっていて、それが話をするきっかけになったかもしれないけど……ゲームはやっていないし、手元にある情報と言えば夢で見たものとあのメモくらいのものだからな。親しくなるのに役に立ちそうなものはない。

　これがゲームなら、あちらから勝手にやってきて好感度の高そうな選択肢を選べばいいわけなのだけど……残念ながらここは現実だから無理だ。

　そもそも私は主人公でなくライバルである悪役令嬢だった。これじゃあ攻略対象が寄ってくる時は私がやられる時くらいだ……あぁ、せつない。深くため息をついていると、

「なんか物思いに耽ふけっているところ悪いけど、先輩が仕事に行けってよ」

　ソラがなんとも言えない目を向けそう言ってきた。

「はい」

　私は気持ちを切り替えてお仕事へと向かい、ローラ先輩とソラと一緒に荷物運びに掃除にと日々の業務をこなしていく。まだ覚えたてなので小さなミスはいくつかあったけど大きなミスやトラブルはなく無事に一日が過ぎた。

　そしてそろそろ終業時間も近づいた頃ころ、私たちのもう一人の教育係のハート先輩が少しだけ書類の書き方を教えてくれた。

　比較的、簡単な書類だということだったが……やはり色々と面倒な事項があって、私的にはこれをするなら荷物を運んでいたいと思った。

「はい。これで完成になります。では、こちらをそれぞれの部署に届けてもらえますか？」

　ハート先輩がそう言って書き終わった書類を私とソラに託した。

「一緒に行こうか？」

　とソラが心配そうに声をかけてきたが、私たちが行く部署はそれぞれ反対方向だ。二度手間になってしまう。それに部署の場所はもう何度か荷物を運んでいて把握しているので大丈夫だ。ソラにもそのように言って私は初めて一人で他部署に書類を届けに向かった。

　一人で他部署へ行ったのは初めてだったので少し緊張したが、書類を受け取ってくれた先輩は優しい雰囲気の人でなんの問題もなく書類を受け渡すことができた。

　そうして初めてのおつかいを無事に終えて、やり切った気分で部署へ戻る途中に、あの部署の前でまたバタンドタンと大騒ぎしている音が聞こえた。

　おそらくまた中であのサルか何かが暴れているのだろう生物研究室。ポチに興味を持っている生物オタクの部署長に捕まると大変だと教えてもらっているので、できるだけ関わりたくない。私は早足でそこから立ち去ろうとしたが……。

「ウッキ」

「え、何？」

　突然、聞こえた謎なぞの声に振り返ろうとすると、頭にドンと衝撃があり頭の上に何か乗った。

　え、何、なんなの!?

　混乱しているうちに、頭に乗った何かに髪の毛がぐっと引っ張られた。

「な、なに、痛い！」

　そう声をあげると同時に頭の重さがなくなり軽くなった。そして目の前には例のサルがストンと立っていた。その手に私がいつも髪にとめている髪飾りを持って。

「あ、私の髪飾り！　返しなさい」

　私がそうサルに詰め寄ると、サルはにやりと笑うと髪飾りを持ったままさっと明後日の方向に走り始めたではないか！

「待ちなさい！　私の髪飾りを返しなさい！」

　私は昨日お城でポチを追ったようにスカートをたくし上げて全力疾走でサルを追いかけた。







「はぁはぁはぁ、ここは一体どこなの？」

　ひょいひょいと逃げていくサルをひたすら追いかけ気付けばまったく知らない場所に来てしまっていた。

　昨日に引き続き二日続けて迷子という実に悲惨な事態である。しかも昨日は追いかけてポチを捕まえることができたが、今日に至ってはこれだけ必死に追いかけたにも関わらず肝心のサルを取り逃がすというさらに悲しい結果だ。

　あの髪飾りお気に入りだったのにな。サルの奴やつめ、何か私に恨みでもあるのだろうか。どんよりした気分で帰り道を探すべく周りを見渡すが、そもそも道がない。ついでに建物もない。いつの間に私はこんな自然しかない場所に来てしまったのだろう。

　魔法省の出入り口には門があり警備のおじさんが詰めていて身分を確認しないと出られないようになっているので、外には出ていないはずだ。

　つまりここはまだ魔法省の中なんだろうけれど。見渡す限り木々と草むらが続いているだけだ。本当にここはどこだ。

　魔法省はとにかくだだっ広いと聞いてはいたがこんな場所まであるなんて、下手へたしたらこのまま魔法省内で遭難なんてことにもなりかねないかも。

　ソラやハート先輩が気付いて捜索に出てくれるかしら？　いや、下手にハート先輩に捜索に出られたら迷子が増えるだけだ。むしろハート先輩の方にも捜索隊を出さなければならない事態になるだろう。ハート先輩はどうか大人おとなしく部署にいてください……っとあの茂みのところにいるあの生き物は！

　私は少し先の茂みに例のサルの姿を見つけ、猛ダッシュした。

　そして、えい！　というかけ声とともにサルへとスライディングしてその身体からだを両手で捕まえた。

「ふっ、ついに捕まえたわよ。いたずらサルめ、さぁ、私の髪飾りを返しなさい！」

　そう言って捕まえたサルを睨にらむとサルの方もなんだか睨むようにこちらを見てきて、そして手にしていた髪飾りをポイっと茂みの向こうに投げ捨てた。

「ちょっと、なにするのよ！」

　私はサルを離し慌てて、茂みをかき分けて向こう側へ出た。幸いなことに髪飾りは茂みを抜けたすぐ傍そばに落ちていた。

　私は髪飾りを拾い上げて確認した。どうやら壊れてはいないようだ。しかし、なんて悪いサルだ。生物研究室にクレームを入れてやりたいくらいだ。

　でも、まぁ無事に戻ってきてよかったわ。後は帰り道を見つければと思ったところで、

「ってえ～～～～！」

　顔を上げた私は思わず驚きに声をあげてしまった。なんと、そこには実に見事な畑が広がっていたのだ。

「な、なんでこんなところにこんなに立派な畑が……」

　しっかりした畝うねも作られ、苗の補強や鳥よけの網もかけられたその畑は素人が趣味でやっているという感じではなくまさにプロが手掛けたといった畑だった。

　農地に見学に行った時に見せてもらった畑のようだわ。この畑を見ると我が家の畑もかすみそう。

　あれ、でもなんでこんなところに畑があるんだろう。ここって魔法省の中だよね。じゃあ、魔法省の畑かしら？

　そうして頭にはてなを浮かべながら、一人畑を見つめていると、私の位置からは少し距離があるが、畑の脇わきに建てられていた小さな小屋の扉が横にガラっと音を立てて開いて、中から人が出てきた。

　帽子をかぶり作業着を着て鍬を持ったその人物がおそらくこの畑を管理している人なのだろう。おぉ、ついに人を発見した。これで帰り道もわかるかも。

「あの～」

　と私はすぐに小屋の方へと駆け寄り、その人物に声をかけた。

　私の声に反応して作業着の人物が顔を上げる。そして目深にかぶられていた帽子で見えなかったその顔が露あらわになった。

「……えっ」

　私は驚きの声をあげて、そのまま固まってしまった。なぜならその顔がよく知っている人のものだったから。

「……サイラス・ランチャスター部署長」

　私が思わず漏らした呟きに、驚きょう愕がくした顔でこちらを見つめていたサイラスがビクリと身体を揺らした。そして、

「人違いだ」

　とどこか作った声を出した。

「えっ！」

「だから、私はサイラスなどという人物ではない。人違いだ」

　彼はそうきっぱりと言って顔をそらした。

　いやいや。以前に会った時にはかけていた眼鏡めがねこそなかったが、褐色の髪に緑の瞳ひとみの美形はどこからどう見てもサイラス・ランチャスターさんその人だ。

　さすがの私だってほんの二日前に会って助けてもらった人を間違えるはずはないのだが、

「……いえ、でも、どう見ても……」

「違うと言ったら違う！」

　あまりにきっぱりと言われて本当に違うのかとも思わなくもないが……思いっきり顔をそらされてるし、本人だよな。

　いつもはきちっと制服を着込んでキリリとしてるのに、農作業用の帽子に作業着姿を見られて恥ずかしいのかな。

　貴族ってあんまりこういう格好はしないらしいし、私も作業着を着始めた頃はお母様に『みっともないからやめなさい』とか言われたからな。今はもう見慣れてきたのか何も言われないけど。

　う～ん。ここは別人だなと割り切って帰り道だけ聞いて大人しく帰った方がいいのかな。でもせっかくサイラスとこうして話ができるチャンスだからな、もう少し何か話すことは……と考えを巡らせるためにふと視線を横にずらすと、そこには立派なアスパラが植えられていた。

　なんとアスパラがあるなんてこの畑はマジでプロ仕様だ。しかも、

「このアスパラすごいわ、絶対に美味おいしいやつだわ」

　目に映ったアスパラのあまりに立派な出来に思わずそう声に出してしまった。すると、

「何！　カタリナ・クラエス、君は公爵家令嬢であるのにこのアスパラの良さがわかるのか！」

　とサイラスからそれは興奮した声が返ってきたので、私もその勢いで答えた。

「はい。こんなに太くて立派なの見たことありません。それにこのしっかりしまった穂先、完ぺきですね！」

「そうだ、その通りだ！　いい目してるでねぇか、アスパラは太くてそれでいて穂先がしまってるのが一番、うめぇんだ。他ほかにもここの野菜は……はっ」

　なぜか途中から訛なまり口調になりつつ熱く語っていたサイラスは、そこではっと何かに気付いたように止まり、しばらく額に手を当てて目をつむると深いため息をついた。そして、

「カタリナ・クラエス嬢。少し話したいことがあるんだが聞いてくれないか」

　といつもの口調で言った。

「はい」

　なんだか深刻そうなその表情に私は真面目な顔で頷うなずいた。

　そしてサイラスは重々しい口調で語り始めたのだった。




　彼、サイラス・ランチャスターはランチャスター伯爵家の次男として生を受けた。

　ランチャスター伯爵家は土地持ちの貴族であった。ただその土地は国の外れのど田舎いなかでおまけに伯爵という位も大昔の国王から拝命したはいいが現在ではすでに忘れ去られているような名前だけのものとなっていた。

　貴族の財産なんてとうになくなり、ランチャスター家の家族は皆、田舎の農民たちとともに畑を耕しながら生活しているのだそうだ。

　そんな中で育ったサイラスも家族同様に、貴族ではあるがその中身は田舎の農民のように育った。実際、家族皆がそうなので何の疑問もなく、日々、畑作業で汗を流す日々を送った。

　しかし、十歳を迎えた頃に魔力があることがわかり魔法学園に通わなくてはいけなくなった。遠い王都の貴族ばかりの学園に通わなくてはならなくなり、サイラスは、それは必死に勉強した。貴族の作法も独学で勉強した。

　そしてなんとかそれなりの知識をつけ魔法学園へ入学してみたはいいが、正直、他の貴族たちの言動や行動が理解できなかった。いや、知識としては知っていたが、元々のどかな田舎で農民たちと変わらないように育ったサイラスにはとてもその中に入っていくことができなかった。

　また気を引き締めていないとつい田舎の訛りが出てしまうこともあり、人としゃべるのも憂ゆう鬱うつに感じるようになった。

　そして親しい友人も作らず常に一人で行動し、また気が緩まないようにことさらに自分に厳しく、真面目に生活した結果、非常に優秀な成績を収め魔法省にスカウトされたとのこと。

　本当は慣れない都会の貴族たちの中で非常に疲れていて早く実家に帰って畑仕事に精を出したいと思っていたが、魔法省へのスカウトを田舎の両親がとても喜んだこと、またサイラスの下にはまだ幼い弟妹たちがいるのでその子たちのために兄として田舎に仕送りをしたいという気持ちもあり、魔法省へ就職を決めたのだそうだ。

　そうして魔法省でも学園と同じように親しいものは作らず己に、厳しくして仕事に励んだ。やがて真面目なサイラスには孤高の天才だとか大げさな呼び名も増え、なおさら本当の自分を見せられず、必死に冷静で仕事のできる部署長を続けてきたが……数年前ついに限界がきた。

　色々な無理がたたってひどく体調を崩したのだ。医師からは疲れもそうだが、精神的な負担も多いのではないかと言われ、何か仕事とは関係ない趣味を持ち気持ちを切り替えるのはどうかというようなことを言われたらしい。

　そこでサイラスが選んだのが、学園に入るまで長年慣れ親しんだ畑仕事だった。魔法省の人が立ち寄ることもない外れにひっそりと自分用の畑を作り始めた。

　そうして休日や仕事後に畑に入っていると、気分が落ち着いていることに気付いた。心も軽くなり仕事もはかどった。

　それからサイラスは気分転換のためにこうして畑仕事をしているのだという。




　こうして生い立ちからの長い話を話し終えたサイラスは、再び深いため息をついた。

「そういった事情でこのようなことをしている。先ほどの様子を見られた君にもう取り繕っても無駄と判断してすべて話したが……できれば他た言ごん無む用ようで頼みたい」

　そう言ったサイラスの顔はなんとも頼りない感じだった。

　私的には畑仕事で気分転換、すごくわかるし、むしろこれだけの畑を作れるのはすごいと思うのだが、サイラスにとっては隠しておきたいことなのだろう。確かに魔法省でのサイラスとのギャップは大きいけど。

「わかりました」

　私がそう答えると、サイラスははじかれたように顔を上げた。その緑の瞳と視線があった。

　ああ、そうだ！　いいことを思いついた。

「ただし、条件があります」

　私がそう続けるとサイラスは眉まゆを寄せた。

「条件……不正なことでなく私にできることなら聞こう」

「はい。私にもこの畑を手伝わせてください。そのついでにいい野菜の育て方とか教えてもらえると嬉うれしいです」

　私がそう言うと、サイラスはポカーンと口を開けて固まった。

　あれ、やっぱり少し図々しすぎるお願いだったかな。

「あの～、駄目でしょうか？」

　緑の瞳を覗のぞき込んで尋ねると、

「……ああ、構わんが……」

　と許可を得ることができた。

　やった～、ここで教えてもらえばよりいい畑が作れるようになりそうだ！

　そうしてサイラスに畑参加の許可を得た後は、とりあえず帰り道を教えてもらって部署へと戻った。

　部署ではいっこうに戻ってこない私を心配して捜索隊が出されたが、私が危き惧ぐしていたことが現実となり、ハート先輩が私をお使いに出した責任を感じ、捜索に出てさらなる迷子になってしまっていた。

　私の帰りと共にそちらも発見されたので一安心だが、元はサルのせいとはいえ慣れない場所でむやみに動いたことはたっぷり叱しかられてしまった。でも先輩たちにたくさん心配をかけてしまったのはすごくわかった。今後はくれぐれも気を付けよう。

　馬車までの帰りにはまたソラが送ってくれた。サルとの追いかけっこでだいぶ体力を消耗していた私は馬車に乗るとすぐに深い眠りについた。







　迷子騒動の翌日から私は業務を終えるとサイラスの畑へ顔を出すようになった。そして畑のお手伝いをさせてもらいながら、畑づくりについて教えてもらった。

　教えてもらえばもらうほど、サイラスが私のような趣味ではなく畑づくりのプロであることがわかってきた。

　さすが魔法学園に来るまで、農民とともに本気で畑を作ってきただけのことはあるわ。その見事な仕事ぶりに私は感嘆するばかりだ。

　ここでしっかり農業について学ぶことができればこの後、万が一、身分をはく奪されて国外に追放されても農民として生きていけそうだ。私は魔法学園での授業では発揮したことがないほど必死に畑づくりを学んだ。

　もちろん魔法省の業務の方も必死に取り組んだ。入職から一週間くらいが過ぎると、少しずつ先輩なしでソラと二人で任される仕事も増えてきた。

　書類仕事はまだだいぶ苦手だけど、荷物運びや掃除はだいぶさまになってきたと思う。

　今日なんて掃除専門で雇われているおじさんに「あんたは元気がよくていいね」と褒められたのだ、えっへん。

　そうして本日の業務も無事に終え、私はいつものようにサイラスの畑に向かった。

「今日もよろしくお願いします」

　畑の脇に作られた小屋で自前の作業着に着替え準備を終えるとサイラスにそう挨拶した。私の中でサイラスはもうすっかり農業の師匠という位置づけだ。

「あぁ」

　とすでに作業を始めていたサイラスは、額の汗をぬぐいつつ返事をしてくれた。

　今日は私より早く畑に来ていたサイラスだが普段は遅い時の方が多い。

　魔力・魔法研究室という魔法省の花形と言われる部署で部署長をしているサイラス、仕事中に見かける姿はいつもとても忙しそうだ。それでも彼は仕事が終わるとこの畑にやってくる。それこそかなり遅くなっても必ずだ。

　そんな姿に『仕事も大変なのに終わってから畑をするのは大変じゃないですか？』と尋ねてみると『少しでも畑に入ることで気分が落ち着くのだ』ということだった。

　サイラスにとっては畑がストレス発散のようなものらしい。

　まぁ、私もどんなに仕事が大変でもこうして畑に入るとまた元気が出るので、その辺の気持ちはわからなくもないけどね。そして、

「サイラス様、この苗はどうしますか？」

「あぁ、それはそっちに頼む」

　サイラスは穏やかな表情でそう言った。

　魔法省の仕事をしている時はきりっと締まった表情で厳しい雰囲気をまとっているサイラスだが、この畑では非常に柔らかく穏やかな表情で過ごしている。

　それに最近ではたまに訛りも出るようになってきたので、より自然体になってきているのではないかという気がする。

　また私の方も馴な染じみの畑に、前世のおばぁちゃんたちと同じような訛り言葉が聞けるという環境にすっかり気が抜け、ついつい自分が貴族令嬢であることを忘れそうになる。たまに訛りが少し移っている時もあるくらいだ。

「お～い、カタリナ嬢、少しだけ休憩してお茶にするぞ」

「あ、どうもです～」

　だいたい少し作業が落ち着くとお茶で一息つくのがサイラス師匠の農業スタンスらしい。『無理に続けても効率が落ちるだけ』という師匠の言葉はしっかり農業メモに書かせていただいた。

　休憩は椅い子すに座るのではなく芝生しばふのところにシートを敷いて座る。私はサイラスが準備してくれたお盆を挟んで隣に腰を下ろす。

　サイラスが淹いれてくれるお茶は普段お茶会で飲まれている紅茶ではなく緑茶だ。そしてお茶うけは漬物。うん、たまらないわ。

　ちなみに初めて漬物を出された時はすごい食いついてしまった。まさかこの西洋風の世の中に漬物の文化があったとは！　と。

　サイラス曰いわく、王都やその近隣にはないが、彼の住んでいた田舎の方の農民の間では割と普通に作られているらしく、出されていた漬物もサイラスのお手製だった。すぐに詳しい作り方を聞いてチャレンジしてみたが、どうやってもサイラスの作ったような味にはならず、今も思し考こう錯さく誤ごしている最中だ。

　そんな私の目指すお手本である漬物を口に運ぶ、カリカリとしたよい食感に、ほどよい塩気と酸味が口の中に広がる。本当に美味しいな。しかし、こうして漬物が食べられるようになると今度は白米が食べたくなってきてしまった。あぁ、考え出したらもう止まらない猛烈に米が食べたくなってきた。この漬物がおかずなら何杯でもいけそうなのに。

「あぁ～、米もあればいいのに～」

　と思わず漏らすと、

「米？　ここでも米を食べる習慣があるのか？」

　サイラスが不思議そうな顔で尋ねてきた。

「え！　サイラス様、米わかるんですか？　ってかあるんですか米？」

　身を乗り出してガッとサイラスに詰め寄りそう聞くと、

「……あぁ、漬物と同じでこちらの方では見かけなかったが、俺おれの田舎あたりでは普通に食べてたぞ」

　やや、引きつつもそう答えてくれた。

　ちなみにパンより米の方が食べていたくらいで、サイラスもこちらに来て手に入らなくなり、恋しく思っているのだそうだ。

「俺の田舎はこの国の本当に端っこにあるもんで、食べ物や文化もこちらの国より接している隣国の影響が大きかったんだ」

　どうやらサイラスの田舎の隣の国は日本に近い食文化だったようだ。羨うらやましい、行ってみたい。

「サイラス様の故郷に行ってみたいです！」

「いや、いいところだからぜひと言いたいところだが……残念ながらここからだと行くだけで馬車を飛ばしても四日はかかるくらいに遠いからさすがに無理だ」

「……そ、そんな」

　なんとサイラスの田舎は王都とは反対側の位置にある国外れだった。想像していたよりずっと遠い場所だ。米、米が食べたい。あまりにショックを受ける私に、

「ああ、でも俺もそろそろ米が恋しくて我慢できなくなってきていたから、田舎の母に連絡して荷物で送ってもらおうかと思ってたところだ。さすがにすぐには無理だが、来週中くらいには届くかもしれねぇから、そしたら持ってくるから」

　サイラスがそう言ってくれた。

　サイラス・ランチャスター様、あなた、なんていい人なのかしら、天使、神様、素晴らしすぎる！

「ありがとうございます！　サイラス様！」

　私はひれ伏して頭を下げたが、すぐにやめてくれと戻された。

「私のためにわざわざすみません」

　再びお礼を言うと、

「いや、本当に田舎の味が懐かしくなってきてたんだ。特にカタリナ嬢とこうして一緒に畑づくりをしているとよく農家のばぁちゃんたちを思い出してなぁ～」

　サイラスは懐かしそうな顔でそう言った。

「そうですか、ならよかったです」

　そうか～、私との畑仕事で農家のばぁちゃんたちを思い出してか～……ってあれ？　それって、

「えっと、サイラス様、それって私が農家のばぁちゃんたちに似ているということですか？」

　農家のお姉さんならまだしもばぁちゃんって、ちょっと、ショックなんですけど！

「あ、いや、似ているんだが、そうでねぇくて、似ていると言っても雰囲気がということで……」

　サイラスはひどく慌てて訛り全開で言い訳を始めたが……これは言い訳になっているのか？

「……やっぱり似ているんだ」

「いや、そのいい意味でだぁ、その話しやすいということで」

「話しやすい？」

「そんだぁ。俺の田舎では若いもんは都市に出てってしまうから、残ってるのは年寄りばかりだったんだ。特に若い娘なんてほとんどいないから碌ろくにしゃべったこともなくて……こっちに来てから急に、たくさん若い娘と接する機会が増えたけど、正直、今でも苦手で上手うまく話せないんだぁ。だどもカタリナ嬢は、田舎のばぁちゃんたちに似てて話しやすくて素晴らしいってことで」

　つまりサイラス的には話しやすくてよいと褒めたつもりらしい。なんともわかりにくいそして複雑な褒め言葉である。

「まぁ、わかりました。確かに私もサイラス様のことを私の畑を手伝ってくれている庭師のおじぃちゃんに似てるなと思ったことがあるので、それで話しやすいというのはわかりました」

　要するに私たちは互いに相手をばぁちゃんとじぃちゃんだと感じながら、接していた訳で、まぁ、おあいこだ。

「というか、サイラス様って若い女の子が苦手だったんですね。仕事場では普通に接しているから全然、気が付きませんでした」

　仕事場では誰だれにでもクールなサイラス、それは若い女性にも変わらないが、それでも貴族子息としてきちんとエスコートしているような場面も見たことがあった。その様子はとても苦手なようには見えなかった。

「当たり前だ。若い女性と接する時は苦手なことに気付かれないように普段より一層、虚勢を張っているのだからな」

　サイラスはえっへんといった感じで得意そうにそう言ったが、その内容はじつに情けないものであった。

　これを魔法省で『サイラス様って知的で美形で本当に素敵～』と騒いでいる若い女性たちが知ったらきっとショックだろうな～。

「しかも、最近では、ついに我が魔力・魔法研究室にも若い女性が入ってしまったためより気を張らなくてはいけなくなったからな～」

　サイラスは大きなため息をつきつつそう漏らした。どうやら、今まで彼の治める部署には若い女性がいなかったようだ。

　しかし、あれ？　魔力・魔法研究室に最近、入った若い女性ってもしかして、

「あの、それってマリア・キャンベルさんのことですか？」

「ああ、カタリナ嬢も知っていたか、彼女も君とは反対の意味で有名人だからな」

　やっぱり。マリアのことだったか。

　サイラスの言う通りマリアは悪い方で有名な私とは反対に、優秀な光の魔力保持者としていい意味での有名人なのだ……と確かに事実だけど、サイラスさん、カタリナ（本人）を前にしてそれを言っちゃうなんて畑で気が緩みすぎだよ。まぁ、それだけ気を許してくれているのだろうけど、少し複雑だ。仕事中なら気配りも完ぺきなのにな。

「なかなか噂うわさ通りに優秀なようだが……やはりどうも駄目だな」

　サイラスはう～んと唸うなってそう言った。

　あれ？　サイラスは攻略対象だし、マリアには好意を持つはずじゃないの。

「な、なんでですか？　マリアちゃんは、それはそれはいい子ですよ！」

　可愛かわいくて優しくて料理も上手くて、最高のお嫁さん候補なのよ！

「おぉう、カタリナ嬢は彼女とは親しいのか？」

　私の勢いにやや引きつつサイラスがそう聞いてきたので、

「ええ、学園からのお友達です！」

　と胸を張って言った。ええ、私の中ではもう親友ポジションよ！　ただ相手に確認したことはないけどね。

「そうなのか……確かにカタリナ嬢の言う通りとてもいい女性なのはわかるのだが……」

「わかるのだが、なんですか。私のマリアちゃんに何か駄目なところがあると言うんですか！」

　思わず悪役眼力をキッと利かせてサイラスに詰め寄る。

「いや、落ち着いてくれカタリナ嬢、俺はマリア・キャンベルだから悪いって言っているのではない。彼女が若い女性だからどうも苦手というだけで彼女個人としてはいい人間だと思っているぞ」

　サイラスは慌てたように首を振ってそう言った。

「……ふ～っ、そうですか。ならいいのですが」

　いけないいけない大好きな（私の心の嫁）マリアを貶けなされたかと思ってむきになりすぎてしまった。顔も悪役にふさわしくなりかけていたわ。気を付けないと。

「でも、そもそもなんで若い女性がそんなに苦手なんですか？　田舎にいた時ならまだしももうこちらに出てきて長いのだし、そろそろ慣れたのでは？」

　冷静さを取り戻した私がそう尋ねると、サイラスは先ほどの私のようにクワッと身を乗り出して語り始めた。

「カタリナ嬢、あなたは十五の歳までほとんど若い女性と接点なく過ごしてきた男の気持ちをまったくわかっていない。十五年だよ、十五年間まったくこれっぽっちも、若い女性と話したこともなかった男が、たった数年、それも仕事でうわべだけの言葉を交わしたからといってそんなにすぐ慣れることなんてあるわけないじゃないか！　しかも都会の女性は皆、洗練されていて綺き麗れいだから、なおさら緊張するのだから！」

　そう一気に話したからか、サイラスは「はぁはぁ」と息を切らした。あっけにとられるほどのすごい勢いだった。

　なんだかよくわからないが、男心は色々と複雑だということなのだろう。

「……そんな洗練されて綺麗な女性たちの中でも特にマリア・キャンベルは別格の美しさじゃないか、正直、目がくらむし、俺みたいな田舎者が気軽に声をかけられない気がして、萎い縮しゅくしてしまう」

　いや～、あのクールで冷静なサイラスの中身がこれって、かなりすごいものがあるな。ギャップというよりももはや別人。

「確かにマリアちゃんは最高に美人ですけど、そんなに話すだけで大変じゃあ仕事にならないんじゃないんですか？」

「いや、一応、表情や声は変わらないように気合を入れている。この数年でそれだけは頑張って鍛えられたからな」

　いや、頑張るところを間違っている気がする。そこじゃなくて苦手を克服するように頑張ろうよ。

「しかし、そうして気合を入れる分、疲労が増してしまうが……」

　サイラスはそう言って疲れたような顔をした。

　なるほどなんだか日々、目の下のクマがひどくなってきているような気がしたが、仕事の忙しさだけでなくそういう理由もあったのか。

「じゃあ、なおさらこのままじゃあ駄目じゃないですか」

　もう少しマリアに慣れてもらうにはどうしたらいいんだろう。

　そもそも職場であんな厳しい感じで用件だけ会話しているだけじゃあ、一向に慣れることがない気がする。

　せめてこの畑にいる時みたいに素のサイラスで接することができたら……あ、そうだ！　いいこと思いついた。

「サイラス様、私、いいことを思いつきました。こうして畑仕事を教えてもらっているお礼にサイラス様の若い女性への苦手意識克服をお手伝いします」

　私がそう言ってにっこり笑うと、なぜかサイラスは頬を引きつらせた。







　サイラスの根深い女性への苦手意識を知った翌日、私はお昼休みに入ってすぐに魔力・魔法研究室を訪問した。開いていたドアから部署内を覗くと探していた姿はすぐに見つかった。

　さすがに他部署の中に用もなく入れないので、呼んでもらおうと近くにいた職員に声をかけようとすると、

「わぁ、カタリナ様、お久しぶりです」

　そう言って橙だいだい色の髪に青い瞳の美少年がまるで子犬のようにこちらへ駆け寄ってきた。

「ああ、デューイ。久しぶりね」

　それはⅡの攻略対象デューイ・パーシーだった。最後に会ったのは何日か前の図書館でだった気がする。

　マリアと同じくこの魔力・魔法研究室に配属されたデューイは最初こそ私に敵意剥むきだしでどうなることかと思ったが、一緒に試験の旅に出たことで、なんやかんやあって（実は私自身もよくわからないのだが）こうして仲良くなれたのだ。

「はい。お会いできて光栄です。部署に何か御用ですか？」

　私より身長が低いデューイが上目づかいでそう聞いてくる。私にはショタの趣味はないが、この可愛さには思わずふにゃりと顔がにやけそうだ。と、しかし今はデューイの可愛さを堪たん能のうしている場合ではなかった。私には大切な目的があったのだった。

「あのデューイ、マリアに話があるんだけど少し呼んでくれる？」

　そう頼むとデューイは「わかりました」とそれはいい笑顔でマリアを呼びに行ってくれた。

　その後ろ姿はなんだか子犬みたいでまた可愛らしかった。

　デューイに呼ばれてこちらへやってきたマリアもデューイと同じように久しぶりに私に会えて嬉しいと言ってくれた。そんなマリアに今日の仕事の後に少し時間が取れないか聞いてみた。

「ええ、仕事が終われば同じ敷地内の寮に戻るだけなので」

「じゃあ、少し付き合ってもらいたいところがあるの。同じ魔法省内の場所でそんなに時間も取らせないからいいかな？」

　そう聞くと、マリアはにっこり微笑ほほえんで、

「いいですよ」

　と言ってくれた。よし、第一ミッションは完了だ。心の中でガッツポーズをしていると、

「あの、でも、もしカタリナ様がよろしかったら、仕事後だけでなくこれから一緒に昼食を食べませんか？」

　そうマリアがうかがうように聞いてきた。おぉ、マリアとお昼が食べられるなんて嬉しい。

「喜んで。ソラも一緒でいいかな？」

　私はお昼は同期ペアのソラといつも一緒なのだ。

「はい」

　とマリアは笑って答えた。

　そうして、私はまずはまだ魔法道具研究室にいるソラに声をかけるため戻ろうとしたのだが、その時、ふいに強い視線を感じた。そちらを見ると、部署内の隅の方にいるサイラスがなんとも言えない目でこちらを見ていた。他の人から見たらこちらを睨んでいるように見えるかもしれないが、畑での素の姿を知った私にはわかる。あれはおそらく不安な目だ。

　私がマリアを呼び出していたのを見つけて、何をしようとしているのか心配なのだろう。「若い女性への苦手意識克服をお手伝いをします」とは言ったものの具体的には説明していないものな。というか言ったら嫌だとかごねそうな気がしたのであえて詳しくは言わなかったのだ。

　でも大丈夫です。きっと成功させます。

　私は目で『大丈夫です。私にまかせてください』とサイラスへ語ったが、それが届かなかったのか非常に微妙な顔をされてしまった。

　まぁ、でも今日、畑でまた会う時に詳しく言えばいっか。

　そして私は一度、自分の部署へと戻った。







　部署に戻り私を待っていてくれたソラに、

「急きゅう遽きょ、お昼はマリアちゃんたちと食べることになったから、ソラも一緒に行こう」

　と声をかけると、

「なんとなくマリアちゃんのとこに行くならそうなる気がしていた」

　と返ってきた。すごいなソラは先を読む能力でもあるのだろうか。驚く私にソラは、

「いや、その辺のあんたの行動はわかりやすいからな」

　となんとも言えない顔を向けてきた。

「まぁ、それはともかく、昼休みがなくなると悪いからさっさと行くぞ」

　ソラにそう声をかけられ私たちは一緒に魔法省の食堂へと向かった。

　ちなみに魔法省にはいくつかの食堂がある。それぞれ大きさも場所もバラバラで、売っているものも違う。

　一般的な社員食堂といった感じの大人数が入る食堂もあれば、少しの席はあるがお弁当や軽食のようなものが主で基本的に持ち帰って食べる人が多い食堂もあれば、おしゃれなカフェのような食堂もある。

　皆、自分の好きなように好きな場所で用途に合わせた食事をとっている。私たちの教育係の先輩たちも、ハート先輩はいつも同僚にお弁当を頼んで部署で食べているし（おそらく迷子対策）、ローラ先輩はおしゃれなカフェ風食堂の常連で、いつもおしゃれな昼食を食べているらしい。皆、それぞれなのだ。

　今日の私たちは席が多いから皆で座れる確率の高い一般的な社員食堂風のところへやってきた。入口で待ち合わせしていたマリアとデューイと合流して席を探す、そんなに混んでいなかったので四人席をすんなり確保できた。

　あとはご飯を選んで注文してくれば準備は万端だ。

「う～ん。日替わりランチもお得で捨てがたいけど、新作メニューも気になるな」

　なかなか食べるものが決まらずうんうんと唸る私にソラが呆あきれたように、

「いつも思いますけど、クラエス様はお得を気にする必要はないんじゃないんですか？　なんだったら二つ頼んで、食べたいものだけ食べればいいんじゃないですか。貴族の方たちってよくそんな風にしますよね」

　と（横にマリアとデューイがいるので）余所よそ行きの言葉遣いで言ってきた。

「いやいや、そんなもったいないことできないよ！　余所の貴族さんはともかく私は食べ物は残さず食べる派だから！」

　余所は余所、うちはうちだ。それにクラエス家はお金には困っていないが、私のお小遣いにはシビアだ。渡すと無駄遣いする可能性が高いと子どもの頃からがっちりお母様に管理されているので、お母様の許可のないお菓子や趣味の畑で使うための内緒の費用を考えると、節約は大事なのだ。

「こうして接していると、カタリナ様が公爵家のご令嬢なのが本当に不思議に思えます」

　私とソラのやり取りを見ていたデューイがそんな風に呟いた。

　それはどういう意味なのかしら？　褒めてるの貶しているのとはてなを浮かべる私にマリアが、

「カタリナ様はとても素敵ですということです」

　と教えてくれた。いや～照れますな。

　そうしてようやく私も日替わりランチに決めて注文し、お盆を持って席へと着いた。

　私とマリアが隣でソラとデューイとは向かい合わせの席に着く。

「いただきま～す」

　私はさっそくフォークを手にした。日替わりの今日のメニューはハンバーグだった。

　まだ湯気が立っている熱々のハンバーグにはトロトロの玉ねぎ入りトマトソースがたっぷりかかっていて、それは香ばしい匂においをさせている。付け合わせはニンジンにブロッコリーとコーン、皆いい具合に焼き色がついていて非常に食欲をそそる。セットのパンはバターロール、これも焼き立てなのかほんわり温かい。

　まずはメインのハンバーグを一口大に切りパクリと口に放ほうり込むと、ジューシーな肉汁が口いっぱいに広がった、そしてそこにトマトソースの酸味も絶妙に広がってくる。

　付け合わせの野菜も口に入れてみる、少しだけ甘味がついていてそれでいて香ばしくてたまらない。パンもパクリと頬ほお張ばるとふんわりフワフワ、まるでとろけるようだ。

　ああ、すごい美味しい。最高だ。さすが魔法省の食堂だ。

　私が幸せを噛かみしめてハンバーグセットを味わっていると、マリアたちに「カタリナ様は本当に美味しそうに食べますね」と微笑まれた。

「そりゃあ、とっても美味しいからね」と返すと、なぜかマリアが笑顔で「またお菓子も作ってきますね」と言ってくれた。やった～！

　そうして絶品ハンバーグをお腹なかに収め終わり私が、

「マリアたちは仕事の方はどんな感じ？」

　そうマリアたちに尋ねてみると、前に図書館で会った時のように研究資料を読み漁あさる日々が多いと話してくれた。

　やはり私たちとは違い頭脳ワークが多いようだ。毎日、研究資料の確認とかきついな、私は魔法道具研究室への配属で本当に良かった。

　部署の先輩たちのことも話した。

　こちらは変わった人ばかりだと話すと、マリアたちも知っていた。なんでも魔法道具研究室の職員が変わっているのは魔法省では周知の話らしい。ソラ曰く陰では『変人の巣そう窟くつ』と呼ばれているらしい。

　皆、いい人たちではあるんだけどな……変人ではないとは言えないよな。

「マリアたちのところはどうなの？　先輩たちどんな感じなの？」

「皆さん優秀で、いい方ばかりでよくしてもらっています」

　やはり魔法省の花形の部署だけあって、皆、優秀なようだ。そして皆、いい人なようで何よりだ。デューイも、

「本当に色々と教えてもらってすごく勉強になります」

　と熱く語り始めた。先輩との関係も良好そうで何よりだ。

　そう思ってニコニコと聞いていたが、隣に座っていたマリアを見るとその顔が少しだけ曇くもっているように見えた。

「マリアどうかした」

　まだデューイが楽しそうに語っていたのでそっと聞いてみると、マリアは初めは「いえなんでもありません」と口を濁したが、しばらく見つめていると私にだけ小さな声で話してくれた。

「先輩たちは皆、よくしてくださっているんですけど、部署長のランチャスター様はなんだか私にだけ少し態度が違うようで……なんだか嫌われているように感じてしまって」

　マリアはただの私の気のせいかもしれないのですけどと言いながらも、その表情を曇らせている。これはだいぶ確信している感じなのだろう。

　しかし、サイラスはあんなに自信満々に『大丈夫だ。気付かれてない』なんて言っていたくせに、完全に気付かれてるじゃん。駄目じゃん。

　これはサイラスだけじゃなく、マリアのためにも早く、苦手を克服する必要がある。

　私は曇った表情のマリアに、

「大丈夫よ。マリア、そのあたりのことも今日、一緒に来てもらえばなんとかなると思うから」

　と微笑んで伝えた。マリアはきょとんとした顔をして、

「あの、どういうことですか？」

　と聞いてきたけど、

「それは仕事後にまた詳しくね」

　と返しておいた。マリアはちょっと困ったような顔をしつつも、

「はい」

　と頷いてくれた。

　そして私たちはまたそれぞれの仕事や魔法省のことを話しながら食事を終えた。

　食堂前でマリアたちと「また一緒に食べようね」と言って別れてそれぞれの部署に戻る。

　戻る道すがらにソラが、

「あんた、なんかまた変なことしようとしてない？」

　とじっと私を見ながら聞いてきた。

　げっ、ソラって本当にエスパーか何かなの、察しがよすぎでしょう！　そんな風に内心は動揺しつつも、

「な、なにもないよ」

　としれっと返したのだが、ソラはさらに私をじっと見て小さなため息をつくと、

「危ないことだけはするなよ」

　と言った。本当にソラはなんでもお見通しなようだ。







　夕方、ようやく本日の仕事も終わった。

　ソラに「くれぐれも危ないことはするなよ」と再び釘くぎを刺されて、マリアと待ち合わせしている場所へ向かった。

　待ち合わせ場所へ着くともうマリアは到着していた。少しだけ緊張した様子のマリアに、

「じゃあ、行きましょうか」

　と声をかけて歩き出す。周りに人もいないだいぶ奥の方まで来るとマリアから、

「あの、それで私たちはどこに向かっているんですか？」

　と質問がきた。他の人に知られるとまずいので内緒にしておいたが、もう人もいないしここまで来れば大丈夫だろう。私は目的地をマリアに告げた。

「目的地は畑よ」

「畑ですか？　もしかしてカタリナ様が魔法省内にもまた畑を作られたのですか！」

　マリアは驚いた声でそう言った。確かに私は魔法学園でも趣味と破滅フラグ対策のために畑を作っていたので、そう思われても仕方ないかもしれない。

「違うのよ。別の人が作っている畑よ。前に偶然、見つけたの」

「そうなんですか。魔法省にも畑を作る方がいらっしゃったのですね」

「ええ、それもとっても立派な畑なのよ。マリアも見たらきっと驚くわよ」

「ふふふ、それは楽しみです」

　そんな風に話しながら私たちは魔法省の外れ、サイラスの畑にたどり着いた。

「わぁ～、本当に見事な畑ですね」

　マリアが素晴らしく整備された畑を見てそんな風に言った。私は自分の畑ではないが、

「でしょう～」

　鼻高々に返す。

　今日はまだサイラスの姿は畑になかった。私がここに通い始めてからいない日などなかったし、本人も「ここのところ、来ない日はない」と言っていたので来るとは思うのだが……まさか私の作戦に感づいて逃げたとかと考えた時、ガラリと音が聞こえた。畑脇の小屋の扉が開いた音だった。

　そちらに目をやれば、そこには作業着に帽子をかぶりこれから畑仕事をする準備万端のサイラスの姿があった。

　小屋から出てきたサイラスはすぐに私たちに気付いたようで、そのまま目を見開いて固まった。初めに私が畑に来た時のように……そしてそれなりの時間、固まっていたのだが、突然、バッと身を翻ひるがえして逃げようとしたではないか。私はお母様の小言から逃げるために鍛え抜かれた反射神経ですばやくサイラスの元へ走り、逃げようとしているサイラスの腕をガシッととらえた。

「ちょっとどういうことですか、なんで逃げようとするんですか？」

「いやいや、なんではこっちの台詞セリフだ！　なんでマリア・キャンベルがここにいるんだ。君が連れてきたのか？」

　サイラスはマリアに聞こえないように、声を落としてそう言った。なので私も控えめな声で返した。

「その通りです。一人でうじうじ悩んでても駄目だと思ったので、やはり実物に触れて慣れるのが一番ですよ」

「……うっ、一理あるとは思うが……そもそもなぜここへ連れてきたんだ？」

「だってここでないとサイラス様は素が出せないじゃないですか、仕事の場じゃあ、結局、強がって無理な演技して終わりになるでしょう」

「そ、それはそうかもしれないが……」

　そう言ってサイラスは眉を下げる。

「だから、ここにマリアちゃんを連れてきたんです。ここで話してマリアちゃんと仲良くなれば、きっと他の女性とも普通に接することができるようになりますよ」

　素晴らしい作戦でしょうと私は得意げに言った。しかし、サイラスはまた微妙な顔をして、

「そうかもしれないが、なぜ最初からマリア・キャンベルなんだ。いきなりあの美少女相手は、慣れない俺には荷が重いぞ」

　と言った。

　どうやら女性慣れしていない男性にとって美少女はなかなか気軽に接することができない存在であるようだった。うむ、そこまでは考えが及ばなかった。

「う～ん。でも、マリアちゃんはとってもいい子ですから、大丈夫ですって」

　私はそう言うとサイラスをマリアの元へと引っ張った。

　改めて目の前に立って、相手が誰だかわかったのだろう。マリアが、

「……ランチャスター様」

　と少し驚いた声をあげた。そのマリアの声と驚いた瞳めにサイラスがはっとしたように自分の服装に目を落とした。

「あ、あのだな。これはその……」

　あわあわしたサイラスは、そこで口ごもってしまったので、私は彼を助けるべく変わりに説明をした。

「ここはサイラス様が作っている畑なのよ。サイラス様は本当に畑づくりに詳しくて、それで畑づくりが上じょう手ずなんです」

「ランチャスター様が畑を？」

　マリアは目を丸くしてとても驚いた顔になった。

「ええ、ランチャスター様は元々、故郷で畑仕事をしていて……もがもが……」

　そこまでしゃべったところでサイラスに口を押えられてしまった。

「もういい。ここからは自分で話す」

　どうやら、落ち着いたらしいサイラスが言った。そしてマリアに向き合い、

「マリア・キャンベル。今、カタリナ嬢が言ったことはすべて事実だ。職場では高貴な貴族の出だなどと言われてはいるが、実家は爵位こそ持っているが家があるのは辺境のど田舎で暮らしぶりも農民と変わらない。私自身はずっとこんな風に畑仕事をしてきた人間なんだ。高貴な出なんて大嘘うそだ。笑ってくれて構わない」

　そう言った。

　私はこんなに立派な畑を作れるなんて素晴らしいと思ったが、サイラスにとってはそうではないみたいだ。とても悲しそうな顔だった。

　そして、サイラスにそんな風に言われたマリアは、

「ランチャスター様、私はこんな立派な畑を作ることのできるランチャスター様を素晴らしい方だと思うだけで、笑う理由は見つけられません」

　私が思ったことをそのまま言ってくれた。マリアとは以い心しん伝でん心しん、さすが私の親友（本人の承諾なし）ちょっと、いやかなり嬉しい。

「……マリア・キャンベル。君の方こそ素晴らしい女性だな」

　私と理由は違えども、サイラスも嬉しかったみたいだ。そう言って照れたように微笑んだ。

　そんなサイラスの言葉に今度はマリアが、

「あ、あの、ランチャスター様、ランチャスター様は私のことがお嫌いだったのでは？」

　と真剣な顔を向けた。

　ああ、昼間言っていた話のことだ。マリアはサイラスにいつもそっけない態度で接せられて嫌われていると思ってたんだもんな。そんな状態の中で素晴らしいと言われても不思議に思うよね。

「き、嫌っている!?　いや、そんなことは……」

　自分では完ぺきに取り繕えていると信じていて、マリアに対する態度がそっけなくなっていることにまったく気付いていないサイラスは、マリアの問いにまたあわあわ状態に戻ってしまった。ここは再び、私の出番だな。

「あのね、マリア、サイラス様はここに来るまでずっと田舎の方でおじぃちゃんおばぁちゃんとばかり生活していて、若い女性とほとんど接したことがなかったんですって、だから若い女性、特にマリアみたいな可愛い子とはどう接したらいいのかわからないって……もごもご」

　ここまで話したところでまたサイラスに口を塞ふさがれてしまった。

　そして私の口を塞いだサイラスは、

「カタリナ・クラエス、君にはデリカシーというものが決定的に足りなすぎる」

　と耳まで真っ赤にして私を睨んだ。

　どうやら、説明の仕方が駄目だったようだ。う～ん、なかなか難しいと内心唸る私と反対に、マリアの顔は先ほどより穏やかになっていた。そして、

「あ、あの、それではランチャスター様は私が嫌いだったわけではないんですね？」

　そう言ってサイラスを見つめた。

「あ、ああ。その通りだ」

　真っ赤な顔でサイラスは頷き、

「カタリナ嬢の言う通り、ここに来るまでほとんど若い女性と接したことがなかったので、どう接していいかわからないだけだ……こんな男ですまない。今度こそ笑ってくれていいぞ」

　そう言って切なそうな顔をした。そんなサイラスにマリアは、

「よかった～」

　と嬉しそうに微笑んだ。

「……えっ」

　マリアの言葉にサイラスは驚いて目を見開いた。

「私、てっきりランチャスター様に嫌われているとばかり思っていたので、そうでないとわかって本当によかったです」

　本当に嬉しそうにマリアはそう言った。サイラスの顔が再び耳まで真っ赤になっていく。

「それにランチャスター様とはほとんどお話することができなくて、今日、こうして話せて嬉しいです」

　そうとう嬉しかったのか、マリアは無邪気な笑顔を見せた。もうこれ以上赤くなるのかと思っていたサイラスがさらに赤くなった。もう茹ゆでだこみたいだ。

「あ、その、しかし……こんな風に話をして職場とはあまりに違う姿に幻滅したのではないか？」

　どうも素だと卑屈な傾向にあるのかサイラスは、さらにそんな発言をしたが、

「いえ、ここでのランチャスター様は、またいつもと違った魅力があります。私はどちらのランチャスター様も素敵だと思います」

　マリアがそう言ってサイラスにそれは愛らしい笑みを見せた時、風がふわりと吹き、近くに咲いていた花が花びらになり宙を舞った。そして見つめあうサイラスとマリアの周りをふわふわと彩った。

　こ、これは――――この光景はあの、夢で見たスチルだ～～～～！

　すごい完全にそのものだ～！　すごい、綺麗！　これは感動だ。

　一人、鼻の穴を広げて興奮する私の前で、おそらく私の存在など完ぺきに忘れ果てたのであろうサイラスがそれは甘い声で、

「ここでは、ランチャスターではなくサイラスと呼んでくれ」

　と囁ささやいた。マリアは可愛らしい顔で、

「はい。サイラス様」

　と返事をした。

　ああ、これぞ、まさに乙女おとめゲームの光景、素敵だ。

　こうして主人公マリアの魅力に攻略対象サイラスもメロメロになったところで、とりあえず今日のところはお開きとなった。

　なにせ、今までの経緯を考えればおそらく初恋になるのだろうサイラスが、すっかり浮かれてしまい、かなりボーっとした感じでとても畑作業に取り組めなさそうだったので。

　ちなみに明日からはマリアも一緒に畑に来ることになった。

「せっかくなので、サイラス様ともう少しお話してみたいですし、それにここに来れば毎日、カタリナ様と一緒にいられますでしょう」

　とマリアは言った。うん、マリアがサイラスに興味を持ったようで、何よりだ。このまま仲良くなっていってほしいものだ。

　そうして私は畑仕事なしでいつもより少し早く馬車で帰宅した。







「ふ～っ、今日はいいことしたわ」

　私は一人、自室のベッドに仰向けにひっくり返りそう呟いた。

　本当に我ながら、今日はいい働きをした。

　サイラスの苦手克服にマリアとの間の誤解を取り除いた。このまま二人が上手くいけば、私はいわばキューピットだ。

　うわ～、私がキューピットとかなんだか照れるわ～。そんな風に思って天井を見上げニヤニヤしたところでふと思い出した。今日、一緒に昼ご飯を食べた可愛らしい少年のことを。

　そうだった。試験の時からデューイもすっかりマリアＬＯＶＥだったんだ。

　最初こそあれだったが、今は仲良しになったデューイのことも応援してあげたい。でも、マリアは一人しかいないしどうしたらいいの？

　正直、現実の恋愛については経験値がほぼゼロでどうしたらいいのか、わからない。

　とりあえず、いつもの招集してみるかな。
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　議長カタリナ・クラエス、議員カタリナ・クラエス、書記カタリナ・クラエス。

　はい、ではここで、Ⅱでの攻略対象であるデューイとサイラスとマリアの仲をどう取り持っていくのか、どうしたら公平にできるのかなど考えていきたいと思います。

　恋愛面のことは、カタリナたちは皆、苦手とは思いますが、マリアや二人の友人のためにも頑張って考えましょう。

『では、何かよい案のある方はいらっしゃいますか？』

『う～ん。よい案と言われても、そもそも今世においても前世においても誰かの恋愛を取り持ったことなんてないからな～、どうしたらいいかわからないよ』

『でも、今日はかなりいい活躍だったじゃないですか』

『確かに、そうですが、そもそも今日はそういうつもりではなかったけど、偶然そうなったというだけですから』

『でも明日からはマリアも畑に来ますから、もっとサイラスと接近できるように、できるだけ二人っきりにしてあげるとか？』

『おお、いい案ですね。あ、でもそれだとデューイだけ除のけ者で可哀そうなのでは？』

『じゃあ、デューイも畑に誘います？』

『う～ん。デューイは畑とか興味あるのかな？　それにあんまり人が増えるとサイラスが……』

『あの、お話が盛り上がっているところ少しよろしいですか？』

『どうしたの、カタリナ・クラエスさん？』

『どうも先ほどから皆さんは、マリアと攻略対象の二人の仲を取り持つことに一生懸命になっているみたいですけど』

『ええ、そうですよ。私、キューピットになっちゃおうかな～なんて思いまして、ふふふふ』

『……そうですか、でも、皆さん、とても大事なことを忘れてらっしゃらない？』

『大事なこと？　夕食ならもう食べたし、食後のデザートも食べたし、寝る前のおやつも食べたし特に忘れていることなんてないと思うけど』

『……そうですか。では私が教えて差し上げますわ。カタリナ・クラエスはⅡでもライバルキャラの悪役令嬢であり、マリアと攻略対象が接近することによってカタリナには大きな破滅フラグが立つのですよ！』

『『　！！！！！　』』

『その顔、見事に忘れてましたわね』

『か、完全に忘れてた。初めの方は確かに気を付けてはいたんだけど……最近は仕事で覚えることはいっぱいだし、畑も楽しくなってきて、また悪役なのがスポーンと抜け落ちてた』

『私も、不思議とその辺の記憶が遥はるか彼方かなたに……』

『カタリナのそういうところが駄目なところですからね、何かに夢中になると大事なこともすぐ忘れちゃうくせ、直さなくては』

『……本当に、今後はもっと紙に書いて貼はるとか、手に書き込んでおくとか対策を立てましょう』

『あ、それいいですわね。紙に書いて部屋に貼っておきますか？』

『そうね。なんて書くといいだろう』

『……あの、とりあえずそれはまた後にして、まずは破滅対策の話し合いをしません？』

『そ、そうですね。では議長、会議のタイトルを『マリアたちの仲を取り持つには～』から『破滅フラグ対策』に変更しましょう』




　はい。では、ここからⅡの破滅フラグ対策会議に移行します。

『では、何かよい案のある方はいらっしゃいますか？』

『はい。マリアちゃんと攻略対象の仲は取り持たない。キューピットは諦あきらめる』

『……それは、その通りですが、もうかなり仲良くなっているし、二人とももうマリアちゃんＬＯＶＥな感じですから……このままだと破滅フラグへ一直線な気がします』

『じゃあ、どうします。やっぱり家に引きこもります？』

『……それもちょっと』

『では、やはりいざという時のために攻撃をかわす準備と、破滅後、監獄に入れられた時の逃走方法や減刑で国外追放にしてもらうにはどうすればいいかなどを調べていくのが一番かと思いますよ』

『そうですね。それが一番よい案ですね』

『では、攻略対象の攻撃をかわすためにもデューイやサイラスにジオルドのような弱点がないか探っていきましょう』

『『　はい　』』

『私たちはⅠで見事に（よくわからんうちに）破滅を乗り切りました。そして賢く（学園もなんとか卒業）強く（畑仕事で筋力がつく）なりました。なので今度の破滅も無事に乗り切り、老後ネコを膝ひざにのせてのんびりできるよう頑張りましょう！』

『『　えいえいお～！　』』

　こうしてカタリナ会議は途中で議題が変わりつつも無事終了した。

　私はベッドで立ち上がり天に拳こぶしを掲げた。

　よ～し、頑張るわよーーーーー！







★★★★★★★★







　私の名はサイラス・ランチャスター。

　魔法学園卒業後、魔法省へ入職し、ひたすら真面目に懸命に仕事をしてきた成果か、他者よりだいぶ早く部署長職につき、その仕事も評価されている。

　他者から見ればそれは羨ましい状況なのだろうが……私は、たまに生まれ育った田舎に帰りたくなる。あの人よりも家畜の方が多いのどかで穏やかな場所へ。

　職場では高貴な貴族の出だと思われている私だがその実はただの田舎育ちだ。農民とともに畑を耕していたような男なのだ。

　しかし、学生の頃から田舎者だと笑われないようにと続けてきた演技をもう今さらやめることはできない。

　だから私は日々、気を張って演技を続けた。本当に安らげるのは省内の端、人ひと気けのない場所に密ひそかに作った畑の中だけだった。

　そんな私に大きな転機が訪れたのは、春になり新人たちが入職してしばらく経たった頃のことだった。

　その日、私はいつものように仕事が終わると畑へと向かった。そして畑の横に建てた小屋で作業着に着替え、鍬を持って外へ出た。ここまではいつも通りだった。

　しかし、私のいつも通りはそこで終わった。

「あの～」

　と普段は人っ子一人いないはずの場所で何者かが声をかけてきたのだった。

　驚いて顔を上げると、そこにはまさにこんなところにはいるはずのない人物がいた。

　カタリナ・クラエス、田舎育ちで肩書だけ貴族の私とは違い、公爵家の一人娘にして第三王子の婚約者である本物の貴族令嬢である。

　そんな人物がなぜ一人でこんな魔法省の端、何もないところにいるのだ。

　状況に頭が追いつかず、呆ぼう然ぜんとカタリナを見たまま固まっていると、

「……サイラス・ランチャスター部署長」

　カタリナがそう呟いた。その声に私ははっと我に返った。そして咄とっ嗟さに「人違いだ」と発していた。

「えっ！」

　カタリナが大きく目を見開いた。

「だから、私はサイラスなどという人物ではない。人違いだ」

　私はもう一度、そう繰り返した。

「……いえ、でも、どう見ても……」

「違うと言ったら違う！」

　私は顔をそらしてそう繰り返した。

　無理があるのは自分でもよくわかっていた。なにせ、カタリナとはつい先日会ったばかりだ。彼女のなんとも言えぬ視線が頬に刺さってくる。

　しかし、魔力・魔法研究室、部署長のサイラス・ランチャスターがこんなところで作業着を着て鍬を持ち、まさにこれから畑仕事しますという風情でいるのを認める訳にはいかなかった。ここで認めればここまで保ってきた私のイメージがまる崩れだ。

　カタリナはそこでしばらく黙った。とてもその顔を見ることはできないが……ここで引いてくれと強く願った。その時だった。

「このアスパラすごいわ、絶対に美味しいやつだわ」

　突然、カタリナがそう声をあげたのだ。思わず顔を彼女の方へ向けると、キラキラした目で私が育てた自慢の野菜を見つめていた。

　その姿を見て、私の中にここ何年も我慢していた気持ちがぶわっと広がった。

　田舎にいた頃は自分で作った野菜の出来を皆で品評したり、感想を言いあったりしていた。しかし、ここではそんなことはできない。作った野菜も匿とく名めいでこっそり食堂へ寄付しているので、食べた者に直接意見を聞くことはできない。自分ではいいものが作れていると思ってはいるが、今、私、いや俺は圧倒的に畑に関して他者の意見に飢えていたのだ！

「何！　カタリナ・クラエス、君は公爵家令嬢であるのに、このアスパラの良さがわかるのか！」

　と興奮してそう詰め寄れば、

「はい。こんなに太くて立派なの見たことありません。それにこのしっかりしまった穂先、完ぺきですね！」

　と返されて、ここ数年、感じたことのない喜びを覚えた。

「そうだ、その通りだ！　いい目してるでねぇか、アスパラは太くてそれでいて穂先がしまってるのが一番、うめぇんだ。他にもここの野菜は……はっ」

　そこまで一気に話したところで、私は正気に戻った。頭に上っていた血が一気に冷さめていく。興奮しすぎて最近ではまったく出なくなっていた訛りまで出てしまっていた。

　これはもうごまかしなど利きはしないだろう。

　私は深い深いため息をついた。これはもう覚悟を決めるしかない。

「カタリナ・クラエス嬢。少し話したいことがあるんだが聞いてくれないか」

　そう言った私に、カタリナは

「はい」

　と真面目な顔で頷いた。

　そして私は、ここまでに至る経緯を初めて人に語った。




「そういった事情でこのようなことをしている。先ほどの様子を見られた君にもう取り繕っても無駄と判断してすべて話したが……できれば他言無用で頼みたい」

　すべてを話し終わりそう締めくくると、カタリナは、

「わかりました」

　と案外、あっさりと頷いてくれた。私は心底ほっとした。しかし、そう言った直後、彼女はその水色の瞳を少しだけ細めると、

「ただし、条件があります」

　そう続けた。

　その言葉にやはりそうきたかと私は眉を寄せた。この畑そして私のこれまでの経緯は私の大きな弱みだ。それを手に入れて何か要求をしてくるのは十分に考えられることではあった。

　なので話をすると決めた時から、そのようなことを言われたら応じる心積もりもあった。ただ、私の信念だけは伝えておかなければなるまい。

「条件……不正なことでなく私にできることなら聞こう」

　水色の瞳を見つめきっぱりとそう言うと、カタリナは、

「はい。私にもこの畑を手伝わせてください。そのついでにいい野菜の育て方とか教えてもらえると嬉しいです」

　と私がまったく予想していなかったことを言ってきた。

　普通ここは魔法省内での待遇だとかそういうことではないのか？　まさかの畑？

　そもそもこの貴族のご令嬢はなぜアスパラの良さがわかったんだ。普通の貴族は調理される前の野菜なんて碌に見たこともないはずでは？

　もう、何がなんだか訳がわからず、頭の中でぐるぐると答えの出ない疑問を繰り返していると、

「あの～、駄目でしょうか？」

　カタリナがおそるおそるといった感じで尋ねてきたので、

「……ああ、構わんが……」

　と思わず答えると、大喜びされた。

　もう本当に、訳がわからず呆然としたままカタリナを見送った。

　彼女は『また明日準備してきます』と元気に去っていった。

　その後は頭が混乱して、作業にならなかったので、すぐに寮に帰宅し寝床についた。

　自室に戻り、落ち着いて考えても畑での出来事が何がなんだかわからない。新手の冗談か、それともおかしな夢でも見たのだろうかという気さえしてきた。

　しかし、翌日、私はそれが決して夢でなかったことを実感した。

「では、今日からご指導お願いします」

　カタリナ・クラエスは元気にそう言った。持参の作業着を着込み、田舎でも年配の者しか使用してはいなかったほっかむりをその頭にかぶって。

　どうやら、彼女は冗談でもなんでもなく本気で畑仕事をする気であるようだった。もう色々と考えるのが面倒になり、私はカタリナと畑に入ることにした。

　そうしてカタリナと畑づくりを始めると、カタリナが、畑に関してそれなりに経験があることがすぐわかった。まだまだ未熟なことや知らないことは多いようだが、まったくの素人ではないため飲み込みも早かった。

「今まで畑を作っていたのか？」

　と尋ねると、

「はい。自宅の庭と魔法学園の敷地の端っこで作っていました」

　と元気な返事がきた。

　公爵家の庭と魔法学園の敷地……自分も魔法省の敷地にこんな風に畑を作っているにも関わらず、少し唖あ然ぜんとしてしまった。しかも、最大の謎である疑問、

「公爵家の令嬢がなぜ？」

　と口にすると、

「え～と、将来、路頭に迷わないように手に職をつけたくて」

「……公爵家の令嬢で、王子の婚約者でもある君が路頭に迷うことなどありえないと思うが……」

「いえいえ、人生何が起きるかわかりませんから、用心は大切です」

　そう言い切られ、なんだかもう返す言葉が見つからなかった。

　それにしてもなぜ畑なのか？　魔力もあり、貴族としての教養や知識も教えられているはずなのだから他にも色々とあるだろうに。思うことは本当に色々とあったが、キラキラした目で、

「なので、畑についてもっと色々と教えてください」

　と言われたら、なんだかもういちいち聞かなくてもいい気持ちになった。そのため、私は深い事情は追及せずそのままカタリナに畑についての細やかなことなどを教え、共に仕事を始めた。







　カタリナが仕事後、私の畑に通うようになって何日かが過ぎた。

　その間に私もこの不可思議な令嬢にだんだんと馴染んできた。

　元々、育った環境のせいで若い女性は苦手な私であったが、カタリナにはそういったものを少しも感じなかった。

　それは、お茶休憩でついいつものように出してしまったとても若い人が喜ばないであろう漬物を『美味しい美味しい』と大きな口でぼりぼり食べる姿が、故郷のばぁちゃんたちによく似ていたからかもしれない。カタリナは私の中で一緒に畑に入っているばぁちゃん的な立ち位置であった。

　そのため初めこそ気を張っていたのだが、いつの間にか気も緩んでいた。あんなに気を付けている方言すら出てしまう時だってあった。

　それにずっと一人で作業してきたが、こうしてまた誰かと一緒に作業できるのは楽しかった。

「お～い、カタリナ嬢、少しだけ休憩してお茶にするぞ」

　いつものようにそう声をかけると、

「あ、どうもです～」

　と間延びした返事がきた。

　芝生の上に敷いた敷物の真ん中にお盆を置き、そこにお茶と漬物を準備する。カタリナはお盆を挟んで隣に腰を下ろした。

　美味しそうにお茶を啜すすり、漬物を頬張っていたカタリナは、しばらくして、

「あぁ～、米もあればいいのに～」

　と呟いた。それは懐かしい食べ物の名だった。

「米？　ここでも米を食べる習慣があるのか？」

　こちらに来てからは滅多に聞くことがなかったその名に驚き、聞き返すと、

「え！　サイラス様、米わかるんですか？　ってかあるんですか米？」

　カタリナはものすごく身を乗り出して、こちらに掴つかみかかる勢いで逆に聞いてきた。

「……あぁ、漬物と同じでこちらの方では見かけなかったが、俺の田舎あたりでは普通に食べてたぞ」

　あまりの勢いに飲まれつつもそう答える。

「俺の田舎はこの国の本当に端っこにあるもんで、食べ物や文化もこちらの国より接している隣国の影響が大きかったんだ」

　だからなおさらこちらに来た頃は故郷が恋しくなったものだ。

「サイラス様の故郷に行ってみたいです！」

　どうやら、食べるのが大好きなカタリナは、私の故郷の食文化に食いついたようだったが、

「……いや、いいところだからぜひと言いたいところだが……残念ながらここからだと行くだけで馬車を飛ばしても四日はかかるくらいに遠いからさすがに無理だ」

　そう簡単にはいかない事情を話すと、

「……そ、そんな」

　とこの世の終わりのような絶望した顔をされてしまった。その顔があんまり哀れだったので、

「ああ、でも俺もそろそろ米が恋しくて我慢できなくなってきてたから、田舎の母に連絡して荷物で送ってもらおうかと思ってたところだ。さすがにすぐには無理だけど、来週中くらいには届くかもしれねぇから、そしたら持ってくるから……」

　そう言ってやると、

「ありがとうございます！　サイラス様！」

　目をキラキラさせて喜び、なぜかひれ伏して頭を下げてきたので、それはすぐにやめてもらった。初めから思っていたことだが、カタリナの行動はまったく先が読めない。

「私のためにわざわざすみません」

　とりあえず、ひれ伏すのはやめてくれたカタリナがそう頭を下げてきた。

　なんというか、言ってはなんだがたかが米を分けるくらいでなんとも大げさというか喜びが大きい令嬢である。そこまで気にさせないようにと、

「いや、本当に田舎の味が懐かしくなってきてたんだ。特にカタリナ嬢とこうして一緒に畑づくりをしているとよく農家のばぁちゃんたちを思い出してなぁ～」

　最近、思っていたことを告げる。

「そうですか、ならよかったです……えっと、サイラス様、それって私が農家のばぁちゃんたちに似ているということですか？」

　しまった。つい気が緩んでいたのもあって素直に言いすぎてしまった。

「あ、いや、似ているんだが、そうでねぇくて、似ていると言っても雰囲気がということで……」

　私は慌てて取り繕ったが、

「……やっぱり似ているんだ」

　かえって駄目だったようだ。これではいかん。

「いや、そのいい意味でだぁ、その話しやすいということで」

「話しやすい？」

「そんだぁ。俺の田舎では若いもんは都市に出てってしまうから、残ってるのは年寄りばかりだったんだ。特に若い娘なんてほとんどいないから碌にしゃべったこともなくて……こっちに来てから急に、たくさん若い娘と接する機会が増えたけど、正直、今でも苦手で上手く話せないんだぁ。だどもカタリナ嬢は、田舎のばぁちゃんたちに似てて話しやすくて素晴らしいってことで」

　慌ててまくしたてたので、完全に方言になってしまったが、

「まぁ、わかりました。確かに私もサイラス様のことを私の畑を手伝ってくれている庭師のおじぃちゃんに似てるなと思ったことがあるので、それで話しやすいというのはわかりました」

　とどうやら、上手く通じたようだ。よかった。しかし、おじぃちゃんと思っていると言われるのもやや複雑な気分だ。

「というか、サイラス様って若い女の子が苦手だったんですね。仕事場では普通に接しているから全然、気が付きませんでした」

　どうやら勢いでまくしたてたら、また余計な弱点を自分からさらしていたようだ。

　しかし、もういまさらカタリナに隠しても仕方ないだろう。私は堂々と、

「当たり前だ。若い女性と接する時は苦手なことに気付かれないように普段より一層、虚勢を張っているのだからな」

　と返した。まぁ、その分、接した後の疲労感はひどいのだが……特に最近は、

「しかも、最近では、ついに我が魔力・魔法研究室にも若い女性が入ってしまったためより気を張らなくてはいけなくなったからな～」

　そう言うと思わず大きなため息が出てしまった。ずっと男と、いても年配の女性だけだった我が部署に今年度からついに若い女性が配置されてしまったのだ。よって気を張る機会が今までの比ではない。

「あの、それってマリア・キャンベルさんのことですか？」

「ああ、カタリナ嬢も知っていたか、彼女も君とは反対の意味で有名人だからな」

　マリア・キャンベル、部署の違うカタリナからもさらりとその名が出るほどの有名人だ。

　貴族令嬢の暇つぶしと悪い噂が広がっていたカタリナ（まったく事実ではないと今はわかっている）とは反対にマリアは強い光の魔力を持つ優秀な人材として噂が広がっていた。

　実際、どこの部署も欲しがっていたらしいが……そこまで優秀であるのならばと上が気を利かせて我が部へと配置してくれたらしい。私からしてみれば余計なお世話だったが。

「なかなか噂通りに優秀なようだが……やはりどうも駄目だな」

　マリアは確かに飲み込みも早く非常に優秀なようだ。ただ、若い女性が苦手な私には少しハードルの高い相手だった。なのでそう素直に言うと、なぜか、

「な、なんでですか？　マリアちゃんは、それはそれはいい子ですよ！」

　カタリナが眉を吊つり上げて勢いよくそう抗議してきた。

「おぉう、カタリナ嬢は彼女とは親しいのか？」

「ええ、学園からのお友達です！」

　カタリナはそう胸を張った。

　どうやらカタリナとマリアはだいぶ親しい仲のようだ。それは知らなかった。

「そうなのか……確かにカタリナ嬢の言う通りとてもいい女性なのはわかるのだが……」

　そう、カタリナの言う通りマリアは優秀なだけだけでなく気配りもできるとてもいい女性だ。

「わかるのだが、なんですか私のマリアちゃんに何か駄目なところがあると言うんですか！」

　カタリナが眉をさらにギュッと吊り上げ、普段ではありえないきつい眼まな差ざしを向けてきた。

　どうやら、彼女は本当にマリアのことが好きなようだ。これはきちんと説明しなければ、

「いや、落ち着いてくれカタリナ嬢、俺はマリア・キャンベルだから悪いって言っているのではない。彼女が若い女性だからどうも苦手というだけで彼女個人としてはいい人間だと思っているぞ」

　私は首を振ってそう言った。

「……ふ～っ、そうですか。ならいいのですが……でも、そもそもなんで若い女性がそんなに苦手なんですか？　田舎にいた時ならまだしももうこちらに出てきて長いのだし、そろそろ慣れたんじゃないんですか？」

　どうやら、落ち着いたらしいカタリナが続いてそんな風に言い出したので思わず、

「カタリナ嬢、あなたは十五の歳までほとんど若い女性と接点なく過ごしてきた男の気持ちをまったくわかっていない。十五年だよ、十五年間まったくこれっぽっちも、若い女性と話したこともなかった男が、たった数年、それも仕事でうわべだけの言葉を交わしたからといってそんなにすぐ慣れることなんてあるわけないじゃないか！　しかも都会の女性は皆、洗練されていて綺麗だから、なおさら緊張するのだから！」

　今度は私が思わず身を乗り出し、力説してしまった。

　一気にまくし立てたため、一度、息を整えて、私はさらに続けた。

「……そんな洗練されて綺麗な女性たちの中でも特にマリア・キャンベルは別格の美しさじゃないか、正直、目がくらむし、俺みたいな田舎者が気軽に声をかけられない気がして、萎縮してしまう」

　そう、マリア・キャンベルは優秀でいい子であるだけではない。田舎では見たこともないような美少女なのだ。若い女性というだけでも緊張してしまうのに、あんなに美しい少女を前にしたら、もう私でなくても気を張らなければ接することなどできないだろう。

「確かにマリアちゃんは最高に美人ですけど、そんなに話すだけで大変じゃあ仕事にならないんじゃないんですか？」

「いや、一応、表情や声は変わらないように気合を入れている。この数年でそれだけは頑張って鍛えられたからな……しかし、そうして気合を入れる分、疲労が増してしまうが……」

　部署長という立場で来たばかりの新人に気をかけない訳にはいかないので、日に何度か声をかけたり、様子を聞いたりしているが、それだけでどっと疲労感に襲われてしまう。

　いくらなんでも気を張り過ぎなのだとわかってはいるのだが。

「じゃあ、なおさらこのままじゃあ駄目じゃないですか」

　カタリナは私を見てそう言うと、口元に指を当て何か考え込んだ。そしてしばらくして、

「サイラス様、私、いいことを思いつきました。こうして畑仕事を教えてもらっているお礼にサイラス様の若い女性への苦手意識克服をお手伝いします」

　カタリナはそう言ってにっこりと笑った。なぜか嫌な予感しかせず頬が引きつった。

　そしてカタリナは『若い女性への苦手意識克服に協力します』と宣言して去っていった。具体的に何をどうしてくれるのかまったく説明もないままに。







　そうして、そのようなやりとりがあった翌日の昼休み、カタリナが魔力・魔法研究室にやってきて、マリアを呼び出し、何か話をしていた。

　離れた距離にいる私にはその内容は聞こえなかったが、どうも嫌な予感が当たりそうな気がしてならない。

　帰り際、私の視線に気付いたのか、カタリナがなぜか得意そうな顔を向けてきたので、嫌な予感はさらに膨らんでいった。

　カタリナが去った後、近くにいた部下たちが小声で『部署長はあいかわらず魔法道具研究室の職員には厳しい目を向けるよな』と話しているのが偶然耳に入った。

　どうやら、カタリナに視線を向けていたのが部下には睨んでいるようにでも見えたようだ。

　確かに私は、魔法道具研究室の職員にあまりいい感情を持っていない。仕事はできるが部署長であるラーナを筆頭に自由が過ぎるのだ。規則を守る気がまったくない。そこに腹が立つのだ。それでいて、どこかにその自由さを羨ましいと感じる自分もいる。よってそう言った感情から件くだんの部署の職員には手厳しくなりがちだが……嫌っている訳ではないのだがな。

　こちらに親しい友人のいない私はそういった気持ちを誰かにうちあけたことがないため、皆は嫌っていると誤解しているようだ。だが、それでも業務に大した支障はないため、そのままにしている。

　こうして考えると、そのまま改善しようとしないものが自分にはいくつもあるなと初めて気が付いた。







　夕方、仕事が終わり、カタリナに関して嫌な予感を覚えつつもとりあえずいつも通りに畑に向かった。

　小屋に入り作業着に着替え準備を整える。こうして着慣れた服に着替るだけでだいぶ張っていた気が抜ける。

　準備を終えて、鍬を手にして小屋を出た。そこで、またしても固まることとなった。

　そこにはカタリナと、そして件のマリアが立っていたのだ。

　カタリナのあの笑顔になんだか嫌な予感はした。きっと何かやらかしてくれるだろうと思ってもいた。しかし、まさかいきなりこの場所にマリア・キャンベルを引き連れてくるなんて、いくらなんでもそこまでしないと高をくくっていた。だが、カタリナ・クラエスはそんな私の思考の上をいく人物だったのだ。

　なんて型破りで大胆な令嬢なんだと私はしばし呆然としていたが……はっと正気に戻り、そして私は身を翻してこの場からの逃亡をはかった。しかし、貴族の令嬢とは思えない素早さでこちらに寄ってきたカタリナに腕をガシッと捕らえられてしまった。

「ちょっとどういうことですか、なんで逃げようとするんですか？」

　腕を掴んだまま言ってくるカタリナに、

「いやいや、なんではこっちの台詞だ！　なんでマリア・キャンベルがここにいるんだ。君が連れてきたのか？」

　とほぼ確実だろう事実を、マリアに聞こえないように小声で問うと、

「その通りです。一人うじうじ悩んでても駄目だと思ったので、やはり実物に触れて慣れるのが一番ですよ」

　ともっともな理由を返された。

「……うっ、一理あるとは思うが……そもそもなぜここへ連れてきたんだ？」

　恨みがましい目をカタリナに向けると、

「だってここでないとサイラス様は素が出せないじゃないですか、仕事の場じゃあ、結局、強がって無理な演技して終わりになるでしょう」

　とこれまたもっともな理由を返された。

「……そ、それはそうかもしれないが……」

　確かに、私が本当に私であることができるのはここだけなのだが、それにしても急すぎるだろう。カタリナの行動は私にはまったく推測できない。

「だから、ここにマリアちゃんを連れてきたんです。ここで話してマリアちゃんと仲良くなれば、きっと他の女性とも普通に接することができるようになりますよ」

　カタリナはそう得意げに言ったが、

「そうかもしれないが、なぜ最初からマリア・キャンベルなんだ。いきなりあの美少女相手は、慣れない俺には荷が重いぞ」

　いきなりあんな美少女と話せと言われても非常に厳しい。

　そう言ったが、カタリナはそういった繊細な男心がまったくわかっていないようだ。

「う～ん。でも、マリアちゃんはとってもいい子ですから、大丈夫ですって」

　とあっけらかんと言うと、強引に私をマリアの元へと引っ張っていった。

　そうしてマリアの目の前に引きずられ彼女と目が合った。そこで私に気付いたのか、

「……ランチャスター様」

　マリアは少し驚いた声をあげた。

　その声と驚いた瞳に私がはっとして自分の服装に目を落とした。

　しまった服装が作業着のまま、いやもうごまかしは聞かないだろうがしかしどう言えば、

「あ、あのだな。これはその……」

　ただでさえ若い女性の前で動揺しているのに、どう説明していいか咄嗟に浮かばず慌てていると、

「ここはサイラス様が作っている畑なのよ。サイラス様は本当に畑づくりに詳しくて、それで畑づくりが上手なんです」

　なぜかカタリナがそう得意そうに説明した。

　いや、なぜ君が得意げなんだ。意味がわからない。

「ランチャスター様が畑を？」

　カタリナの話を聞いたマリアは目を丸くしてとても驚いた顔になった。まぁ、妥当な反応だろうな。

「ええ、ランチャスター様は元々、故郷で畑仕事をしていて……もがもが……」

　私はさらになぜか自慢げに話そうとするカタリナの口を塞いだ。

　なんだかこのカタリナの自慢げな顔を見ていたら、すっかり落ち着いていた。ここからは自分できちんと説明すべきだろう。

「もういい。ここからは自分で話す」

　そう言って私は再びマリアに向き合った。

「マリア・キャンベル。今、カタリナ嬢が言ったことはすべて事実だ。職場では高貴な貴族の出だなどと言われてはいるが、実家は爵位こそ持っているが、家があるのは辺境のど田舎で暮らしぶりも農民と変わらない。私自身はずっとこんな風に畑仕事をしてきた人間なんだ。高貴な出なんて大嘘だ。笑ってくれて構わない」

　そう真実を話した。

　カタリナの時はさほど面識のない相手だったからまだしも、いつも同じところで働く直属の部下にこんな風に話すのはなんだか情けない気もしたが、この姿を見られて今さら取り繕うのもおかしいと思ったのだ。

　職場では偉そうに振る舞っているくせにと失笑、あるいは嘲あざけりを返されるかもしれないと覚悟したが、

「ランチャスター様、私はこんな立派な畑を作ることのできるランチャスター様を素晴らしい方だと思うだけで、笑う理由は見つけられません」

　マリアから返ってきたのは予想外の言葉だった。真意をはかろうと青い瞳を見つめるが、その澄んだ瞳には嘘はまったく見られなかった。

　その瞳を見てマリア・キャンベルはカタリナや皆の言う通りに、見た目だけでなく中身も本当に素晴らしい女性なのだということがストンと心に落ちてきた。

「……マリア・キャンベル。君の方こそ素晴らしい女性だな」

　思わずそう言葉に出してしまっていた。職場の普段の私なら決して口にしないであろう言葉だ。

　そんな私の言葉に今度はマリアが、

「あ、あの、ランチャスター様、ランチャスター様は私のことがお嫌いだったのでは？」

　と真剣な顔で尋ねてきた。

　まったく予想だにしなかった疑問に、私は大いに慌てた。

「き、嫌っている!?　いや、そんなことは……」

　先ほどと同じでどう言えばいいのか、話し方がわからなくなっていると、また奴が口を開いた。

「あのね、マリア、サイラス様はここに来るまでずっと田舎の方でおじぃちゃんおばぁちゃんとばかり生活していて、若い女性とほとんど接したことがなかったんですって、だから若い女性、特にマリアみたいな可愛い子とはどう接したらいいのかわからないって……もごもご」

　そこまでしゃべったカタリナの口を私は遠慮なく塞いだ。

　カタリナには遠回しに言うとかもう少し包んだ言い方をするとか、そういった配慮はまったくなかった。男の繊細な心など一ミリもわかっていないのだ。

　私は恥ずかしさで沸ふっ騰とうするのではないかと思った。

「カタリナ・クラエス、君にはデリカシーというものが決定的に足りなすぎる」

　と私はカタリナを思い切り睨んだ。

　恥ずかしさでそちらを向けないでいた私に、マリアが、

「あ、あの、それではランチャスター様は私が嫌いだったわけではないんですね？」

　と聞いてきた。

「あ、ああ。その通りだ」

　私は頷き、ややうつむきながらもマリアの方に顔を向けた。

「カタリナ嬢の言う通り、ここに来るまでほとんど若い女性と接したことがなかったので、どう接していいかわからないだけだ……こんな男ですまない。今度こそ笑ってくれていいぞ」

　さすがのマリア・キャンベルも普段の取り澄ました私を見ていて、それでこの話を聞いたならば、笑ってしまうのは仕方ないことだ。

　願うならば、こんな情けない上司を軽蔑しないでもらいたいところだ。

　私は緊張しながらマリアの返答を待った。そして、

「よかった～」

　帰ってきたのはあまりにも予想外な言葉とそれは愛らしい笑顔で、

「……えっ」

　と思わず声を漏らし私は驚きで目を見開いてしまった。

「私、てっきりランチャスター様に嫌われているとばかり思っていたので、そうでないとわかって本当によかったです」

　マリアは本当に嬉しそうにそう言ってくれた。先ほどとは違う感情で顔が火ほ照てってくるのがわかった。

「それにランチャスター様とはほとんどお話することができなくて、今日、こうして話せて嬉しいです」

　そう言って無邪気な笑顔を見せてきたマリアに、また顔が沸騰しそうなほど熱くなった。

「あ、その、しかし……こんな風に話をして職場とはあまりに違う姿に幻滅したのではないか？」

　顔は熱いわ、胸は苦しいわで訳がわからなくなりながらも、そんな風に尋ねると、

「いえ、ここでのランチャスター様は、またいつもと違った魅力があります。私はどちらのランチャスター様も素敵だと思います」

　そうそれはそれは愛らしい笑みで返され、ブワーと体中に何かが駆け抜けた。

　そして元々美しいと思っていた少女がさらに美しく見えた。おまけにその周りがキラキラ輝いて見えた。

　な、なんだこれは私はどうなっているんだ。この胸の苦しみはなんだ。ひどく動揺した私は、

「ここでは、ランチェスターではなくサイラスと呼んでくれ」

　と気が付けば、正気ではとても言えないような台詞を囁いていた。

　言うならば熱に浮かされていたような状態だ。しかし、そんな男の言葉にも、マリアは可愛らしい顔で、

「はい。サイラス様」

　と返事をしてくれた。

　ドクドクと鼓動が体中に響き、胸がさらに苦しくなった。







第四章　失われた魔法







　サイラスがマリアの魅力に落ちた翌日、今日からはマリアも一緒の畑へ行く。

　仕事後、マリアと待ち合わせて出かける私をデューイが羨うらやましそうに見ていた。

　行き先が私の畑だったら『一緒に行く？』と誘ってもいいのだが、女性苦手克服のためにマリアを連れて行ったのとは違って、なんとなく一緒にきたそうだったのでなどという理由では、サイラス（持ち主）の許可なく連れていくことはできない。

　ごめんよ、デューイ。私は悲しそうな顔のデューイにそう心の中で謝っておいた。

　しかし、デューイは安定の可愛かわいらしさだな～。なんかなでなでしたくなるな～。

　ん、というかカタリナ（私）って、もしかしたらデューイにもやられるかもしれない訳だけど……サイラスならともかく魔力もない、私より小さいあの可愛らしいデューイにやられることなんてあるのかしら。もし向かってきても逆に倒せそうな気がする。

　畑までの道すがらそんなことを考えていると、マリアが、

「どうかされましたか？」

　と聞いてきた。

　そういえばマリアは魔法省に入ってから大体デューイと共に行動しているな。デューイのことならそれなりに知っているかも。

「あ～、その、デューイってあんなに小さくて可愛いけど、その大丈夫なの力仕事とかは？」

　本当は、デューイの実力はどの程度なの？　戦ったら私でも勝てるかしら？　と聞きたかったが、そうするとなんで戦うのかとか突っ込まれても困るので、なんとかそんな風にごまかして聞いてみた。すると、マリアは、

「カタリナ様、デューイも年とし頃ごろの男の子ですよ。小さくて可愛いなんて言われたら怒ってしまいますよ」

　そう言って苦笑した。

「デューイはああ見えて、かなり力もありますよ。家にいる時はたくさん力仕事もしていたみたいですから」

　なんとデューイってあんな見た目なのに力が強いんだ。それは驚きだ。というかよく考えればかなり貧しい家で育って色々と大変だったと言っていたな。優秀なことでガラの悪い奴やつらに絡まれることも多かったみたいなことも言っていたような……う～ん。そうするともしかして喧けん嘩かも強いかもしれないな。やばい簡単に勝てると思ったけどそうもいかないみたい。

　よし、やっぱり私もしっかり身体からだを鍛えて強くならねば！

　私がそう決意したところで、サイラスの畑に到着した。

　本日もサイラスは先に来ていた。ただその姿はいつもよりやや小こ綺ぎ麗れいだった。そして、

「今日はよろしく」

　と未いまだかつて見たことのない爽さわやかな笑顔をこちらに、いやおそらくマリアに向けてきた。

　人は恋をすると変わるとロマンス小説にはよく書いてあるけど、この変わり様はすごいな。この恋で一気に若い女性が苦手なのも直ったのではないか、とそんな風に思ったが……実際に接してみればやはり緊張しているようではあった。

　それでもマリアが手際よく作業を行って、

「私、学園ではカタリナ様の畑をお手伝いさせていただいていたんです」

　そんなことを話せば、

「素晴らしいですね」

　とキラキラした微笑ほほえみを浮かべるほどにはなったので、確実に進歩してはいた。

　こうして恋のパワーもあってか、サイラスはそれなりにマリアと接することができるようになってきた。このままもっと慣れていけば若い女性への苦手意識も克服できそうな気がする。

　そしていつもの休憩タイム、今日からはマリアもいるのでシートが大きくなっていた。そしてこれまでなかったお菓子まで準備されている。

　なんだか私だけの時とはかなり違うが、まぁ、そこは好きな人と農業仲間の差だと思って受け入れよう。

　元々、好奇心旺おう盛せいなマリアは初めて見たのだろう漬物にもすぐに挑戦して、

「これは今まで食べたことない味です。でも美味おいしいです」

　とニコニコ漬物を頬ほお張ばっていた。私もお気に入りの漬物を気に入ってくれたようで嬉うれしい。

　そうして漬物の作り方や、サイラスの故郷の話、米などの食べ物の話をして盛り上がった後、ふとマリアがあたりを見回して言った。

「このあたりは畑の場所だけでなく、全体的に整備されているようですが、それもサイラス様がなさったのですか？」

　言われて見れば確かにこのあたりは道こそないが芝生しばふも綺麗だし、大きな石とかも転がっていない。魔法省内の土地でもここでない端っこの方なんかは、石だらけだったり草ぼうぼうだったりする場所もあるのに。マリアの言う通りサイラスが手入れしているのだろうか？　しかし、

「いや、さすがにこんなに広い場所を私だけでは整えられない。ここは元々、こういう整備された場所だったんだ」

　首を振ったサイラスがそう返してきた。

「元々、整備された場所というと、ここには何かあったんですか？」

　マリアが不思議そうに聞いた。

「ああ、だいぶ昔のようだが、庭園のようなものがあったようだ。そして、それを長く維持する魔法がかかっているらしくて、それで土地も荒れていないようだ」

「土地を長く維持する魔法！　そんなものがあるんですか？」

　聞いたことのない魔法に私が思わず食いつくと、

「ああ、今はもう失われてしまった魔法の一つだな」

　サイラスはそう教えてくれた。しかし、

「失われた魔法とは？」

　そもそもそれがわからず聞き返すと、

「魔法には色々なものがあるが、時代とともに新しく改良され、形が変わったりしてかつては使えたのに、失われてしまったものがある。学園で習っただろう？」

　と苦笑されてしまった。

　マリアの方を見ると、やや困ったような顔。うん、これは教わったやつなんだな。私は前世からテストが終わったら習ったことはだいたい忘れる主義だが、こういう時に少し弊へい害がいが出てしまう。

「そんな魔法までかけたのに、なんで庭園はなくなってしまったんですかね」

　私は勉強のできなさをごまかすべく、そう言って話題を変えた。

「わからないな。魔法省の歴史は長い。その間に新しく作られたものもあればなくなったものもたくさんある。ここもその一つだったというだけだろう」

　サイラスはそう言った。確かに魔法省の歴史は王国の始まりと同じだと言われており、とても長い。色々と変わっていったのだろう。ここも今でこそ建物も何もなく人も来ない場所だが、昔は違ったのかもしれない。

「今はただの野原だけど、庭園だったのなら池とかもあったのかしら？」

　私が周りを見渡してそう言うと、サイラスが、

「ああ、あちらの茂みを越えた奥の方に岩が円形に敷き詰められている場所がある。おそらくそこに池か何かがあったかもしれないな」

　と教えてくれた。

　おお、そんなところがあるんだ。それはぜひとも、

「見てみたいです」

　と私が言うとサイラスはやれやれと言うような顔をしたが、続いてマリアも、

「私も見てみたいです」

　と言うと、彼は一気に背すじをのばして案内してくれることになった。

　そして、サイラスの後ろをトコトコとついていくと、確かに彼の言った通りに茂みを抜けたところですぐに岩が敷き詰められている場所が見えた。

　今は乾ききっているのか、それとも埋められたのかはわからないが、もう水は入っていない。クラエス家の池と比べるとずいぶん小さかった。

　積まれた石は私の膝ひざ下くらいのものがほとんどだったが、一つだけ私の背丈くらいある大きなものがあった。長さもあるけど横幅もある。なんだか前世で見た石碑みたい。

　もしかして何か刻まれていたりするんだろうか？　私はだいぶ汚れている大きな岩を持っていた布ふ巾きんでゴシゴシこすってみた。

　む、この汚れなかなか落ちないわね。手ごわいな。

「カタリナ様、何をされているんですか？」

　近くにいたマリアが不思議そうな顔で聞いてきた。

「あ、え～と。何か書いてあるんじゃないかなと思って」

「え？　何か書いてあるのですか？」

　マリアは変わらず不思議そうな顔のままだ。

　こちらではまだ石碑とか見たことないから、そういう文化がないのかな？

　じゃあ、これもないのかも、でもここまでこすったんだから、せめてもう少しやってみよう。そうしてさらにガシガシこすると少しだけ汚れが落ちた。しかし、そこにも何も書かれていなかった。

　なんだ、やっぱり何にも書いてないのか。そう思った時、何かがキラリと光った。え、何、宝石でも埋まっているの！

　私はその部分をさらにゴシゴシとこすってみた。すると、そこには白い石のようなものが埋め込まれているようだった。

　え、何、もしかして宝石！　私はさらにゴシゴシしようとして……勢いあまって手を滑らせ岩肌で手をすりむいてしまった。

「あ、いたっ！」

　少しすれただけみたいだったけど、思いの他ヒリヒリした。見ればうっすらと血が滲んでいた。

「カタリナ様！　大丈夫ですか」

　そう言ってマリアが慌てて駆け寄ってきて、私の血のにじむ手をとった。

「血が出ています。治しますね」

　どうやら、光の魔法で傷を治してくれようとしているようだ。こんな自分でつけた擦り傷に魔法を使ってもらうのは申し訳なくて、

「大丈夫よこのくらい」

　と遠慮したのだが、マリアは首を振った。

「こういう傷は痛みますし、跡が残ったら大変ですので」

　そんな風に言ってもらったので、私はありがたくお願いすることにした。左手は先ほどの石のところに置いたまま怪け我がした右手をマリアへ差し出した。

　マリアの手から淡い光があふれだした。

　何度か近くで見てはいたが、自分に魔法をかけてもらうのは初めてだった私は少し興奮しながらその様子を見ていた……はずだったのだが、突然、目もくらむような強い光に目の前が覆われた。その光に思わず目を閉じ、そして再び目を開けるとそこには白い色しかなかった。

　上も下も右も左も真っ白な白い部屋、いや部屋というには境などなくどこまでも見渡す限り白い色が広がっているので白い空間と言ったところだ。ただ白色だけが広がる何もない空間。

　さっきまで岩の前にいたはずなのに、どこここ？

　ものすごく混乱はしたが、目の前には私の手を取ったままのマリアもいてくれたから、とりあえず腰が抜けてへたり込む事態にはならなかった。ただマリアも同じように目を真ん丸にしている。

「あ、あの、カタリナ様……ここは一体、私たちはどうなったのでしょう？」

　マリアがそう言って不安そうな目で私を見つめた。声が少し震えていた。

「私にもわからないわ。ここは一体どこなのかしら？」

　そう口にした私の声も少し震えた。

　突然訪れた訳のわからない事態は、恐ろしくて動揺せずにはいられない。

　でも黙っているとなんだかもっと怖くなりそうで、とにかく何かしゃべろうと、

「ついさっきまでは確かに、岩の前に立っていて……」

　そう口にした時だった。

　再び先ほどと同じような眩まばゆい光が目の前を覆った。私はその眩まぶしさに目をつむる。そしておそるおそる目を開けるとそこには―――淡い光の球が一つ浮かんでいた。人の顔よりも少し大きいくらいのその球は、形こそ大きいが見た目はなんだか前世の世界にあった電球みたいな感じだった。ただ前世の電球と違って上からつるされている訳でもなくただその場にふわりと浮かんでいる。

　白い空間にでっかい電球がポツンと一つ浮かんでいるってなんだかシュールな光景だ。しかし、

「なんでこんなところに突然、大きい電球が？」

　思わず、そう呟つぶやくと、

『でんきゅう？　なんだそれは？』

　なんと電球から声がしたではないか！　え、なんで電球から声が、もしかしてこれがしゃべったのか！

「ひぃ、しゃべった！！！　お化け！！！！」

　私が驚いてそう叫ぶと、

『お化けとは失礼な奴じゃ』

　電球から不満そうな声が聞こえた。

　うん、もう間違いなくこれがしゃべってるよ！

「またしゃべった～～～!!　なんのお化けなの！　悪霊退散！」

　私は驚きと恐怖でそう絶叫した。すると、

『うるさい娘だな。話が進められんから少し黙っておれ』

　そう電球が迷惑そうに言ったと同時に、不思議なことに、なんと口が開かなくなった。なんなのだこれは、必死にもごもごするけどやはり開かない。なんなのこれ？

　混乱する私に電球は、

『うるさいから口を閉じた。そのまましばらく黙っておれ』

　そう言い放った。

　何それ、電球のお化けにはそんなことまでできるの、見た目はただの電球だけどすごいお化けなのか！

『そもそもお前は適応者ではないではないか、間違って紛れ込んでしまったのか迷惑な』

　なんだろう、顔は見えないがひどく馬ば鹿かにされている感じだけは伝わってきて、ややむっとする。

　そして、叫んですっきりしたからか、叫ぶことができなくなったからかなんだか少し落ち着いてきた。声は出せないのでじっくり電球を凝視してみる。どう見てもやはりただの大きな電球だ。口もなさそうなのにどこから声が出ているんだろう。

　そうして私の口を強制的になんらかの力で塞ふさいだ電球は、今度は驚いて固まったままだったマリアに声をかけ始めた。

『うむ、そちらの娘おぬしが適応者だな』

　ん、何言ってんだ。この電球、てきおうしゃ？

「……あ、あのてきおうしゃとはなんですか？」

　マリアも疑問に思ったみたいで、恐る恐るといった感じで電球に尋ねた。

　しかし、さすがマリア、こんな得体の知れない電球ともちゃんと会話しようとするとは立派だ。

『適応者とは光の魔力を持つ者に決まっておろう』

　何を当たり前のこと言っているんだといった感じで電球は言った。さっきから思ってたけどこの電球、やたら偉そうだな。

「……光の魔力を持つ者……」

　マリアは困惑した表情を浮かべていた。

『ああ、そうだ。それでおぬしはさらなる力を望むのか？』

「さらなる力？　それはもっと強い魔力ということですか？」

『違う。魔力を強くするのではない。魔力の扱い方じゃ』

「扱い方ですか？」

『我の知る限りの魔力の扱い方を授ける。さすればおぬしの力はさらに強くなる』

「……強くなる」

　なんだかいつの間にか電球と普通に会話を繰り広げていたマリアは、電球のその言葉を聞き、そしてなぜか私の方を見た。マリアの真っ直すぐな瞳ひとみとがっちり目が合う。

　え、どうしたのマリア？　声が出せないので瞬きでぱちぱちしてそう伝えようとすると、マリアは『大丈夫』というように頷うなずいた。

　そうしてマリアは再び電球の方に目を向けた。それまでは困った頼りない顔をしていたのに……その顔はとても凛りんとした表情に変わっていた。そして、

「力、欲しいです」

　とはっきりと答えた。

　するとその答えを聞いた電球はにやりと笑った。いや、見た目ただの大きい電球で口もないので実際に笑いはしないのだが、確かに笑ったようだと感じたのだ。

『そうか、力を望むか』

　電球は楽しそうな声で言った。

『では、契約の書を持って再びここへ来い。さすれば我の知るすべてをおぬしに与えようぞ』

　え、なに、すぐくれるんじゃないの？　何、けいやくのしょって？

　疑問はたくさんあったが、口が開けないので声に出せない。
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「あの、けいやくのしょとは……」

　しゃべられるマリアがそう口を開いたが、

『待っているぞ』

　電球がそう言うと、また最初のような眩い光が目の前を覆った。

　耐えきれず目をつぶり、再び目を開けると、そこはあの岩の前だった。

　なんだったのあれは……再び岩の前に戻った私とマリアは互いに顔を見合わせた。

「あの、マリア今のって一体……」

　私がそう口を開いた時、

「おい、君たち大丈夫か！　一体、どこに行っていたんだ！」

　サイラスが険しい顔でこちらに駆けてきた。

　サイラス曰いわく、私とマリアの姿が一瞬で消えたのだそうだ。一体、何事かとサイラスはまずあたりを探し回っていたらしい。

「そしてふと先ほどまで君たちがいた岩に目をやったら、今度は君たちの姿があった訳だが……一体何があったのだ？」

　サイラスが真剣な顔でそう聞いてきたが、私もまだ混乱していて、上手うまく説明できそうもなく困っていると、マリアが口を開いた。

「実は、私自身もまだ上手く状況が飲み込めていないのですが……」

　そう言って先ほど、私たちの身に起こった出来事を説明し始めた。

　突然、眩い光に包まれて真っ白な空間にいたこと、そして現れた光の球、マリアは丁寧に話した。

　さすがマリアだわ、あんな突拍子もない出来事をこんなにちゃんと説明できるなんて、きっと私だったら話がしっちゃかめっちゃかになってたわ。

　マリアの話が終わると、サイラスは眉み間けんに皺しわを作った。

「実際、目の前で君たちが消えたのを目撃していなければ俄にわかには信じられないような話だな。しかし突然、君たちは消え、そして同じように再び現れた。しばらくの間どこか別の空間に行っていたのだと言われてもそうかもしれないと思える」

　そう言ってサイラスは、しばらくじっと何か考え込んでいるようだった。そして少し重々しく口を開いた。

「……それも、もしかしたら失われた魔法の一つなのかもしれないな。その昔、この庭園を造った者か誰だれかが、そのような魔法をかけた。そしてそれがこの庭園の維持の魔法とともにまだ続いているのかもしれない」

「それなら、あの光の球が言っていたさらなる魔力の扱い方というものも本当にあるのでしょか？　そしてそれを得ることができればさらに力をつけることができるでしょうか？」

　マリアがそう口にした。

「ああ、確実にあるとは言えないがある可能性は高いかもしれない。特に近代では色々なものが発達してきたのと引き換えに、魔力を有する者も減り、個々の魔力量も落ちていったことで、多くの魔法が失われていった。過去の失われた魔法の扱いなどを知ることができれば、それはさらなる力となるだろう」

　そのサイラスの答えに、マリアの顔が嬉しそうに綻ほころんだ。

「よかった。それでしたら、私、その力を得られるように頑張りたいです……そうしたらまずはあの光の球が言っていた契約の書というものを探さなくてはいけませんよね。どんなもので、どこにあるのでしょうか、本ならば図書館に置いて……」

「待て待て少し落ち着け、今から図書館に行くつもりか、もう開いていないぞ。それにそんなどんなものかもわからないものをどうやって探すつもりだ」

　今にも図書館に走っていってしまいそうだったマリアをサイラスがそう言って止めた。

「……そうですね。では、もう一度、あの光の球にどんなものか聞きに」

　そう言って再び岩の方へ行こうとするマリアを、

「いや待て、今日はもう遅い。とりあえずそのあたりのことも明日になってからにしろ」

　サイラスが止め、本日はお開きとなった。

　私を迎えの馬車の待っている門まで、マリアとサイラスが送ってくれた。二人は寮暮らしなのでそこからは共に帰るという。

　帰り際にサイラスがひっそり私に、

「マリア・キャンベルは大人おとなしそうに見えて積極的なのだな」

　と耳打ちしてきた。

　どうやら、すぐにでも契約の書を探しに行こうとしたことを言っているようだ。

「そうですよ。マリアは大人しいだけの女の子じゃないんですから」

　なにせ乙女おとめゲームの主人公だ。ただ大人しくて守ってもらうだけの女の子なんかじゃない。時には自分から危険なところに飛び込んでいって仲間を守ったりする強い女の子なんだから。そう私の友人は可愛くて強くて最高なんだ。

　そうして私は馬車に乗り、二人に見送られ家路へとついた。

　馬車の中、先ほどの不思議な出来事を反はん芻すうする。

　不思議な空間、しゃべる電球。

『まずはあの光の球が言っていた契約の書というものを探さなくてはいけませんよね。どんなもので、どこにあるのでしょうか、本ならば図書館に置いて……』

　ふと先ほどのマリアの様子が思い出された。

　サイラスが言うようにとても積極的だった。

　確かにマリアは元々、頑張り屋で積極的と言っていいけど、でも今日のあれはよく考えると何か焦っているようにも見えた気がした。気のせいだろうか。

　う～ん。そもそもマリアはあのラーナ様作成のブレスレットでだいぶ力もアップしているんだから、もうそんなに力はいらないと思うのだけどな。マリアはただでさえ頑張りすぎなところがあるからな。もう少し力を抜いてもいいくらいだよな。むしろ攻略対象より主人公の方が頑張っているんじゃないか。

　サイラスも少しマリアの頑張りを分けてもらって、もう少し苦手なことから逃げないようにしてもらったほうがいいくらいだよね。

　はっ！　……というか何気なくマリアとサイラスを残して帰ってきたけど、あの若い女性苦手のサイラスが果たしてちゃんとマリアを送っていけるのか……衝撃的な出来事のせいで忘れてたけど、大丈夫だろうか。

　私は急にサイラスが心配になってきて、いつもなら爆睡の馬車の中、なかなか眠ることができなかった。







★★★★★★★







　カタリナ様を見送って、私、マリア・キャンベルは上司であるサイラス様と共に寮への帰路へつく。その道中で今後のことを話した。

　本当にあの光の球が言っていたような力が手に入るならば、それは個人ではなく魔法省で探すべきではないか、でも真実だという確証はないというような話をした。

　そしてまずはサイラス様が上に報告し、調べてみるのでそれまで勝手な行動はせずに待つようにということになった。

「焦ってもいいことはないし、今回の件はわからないことが多すぎる。むやみに先走っても危険だ」

　真剣な顔でそう言われて、頷くしかなかった。別れ際に、

「そもそも君はもう、他ほかの者よりとても強い光の魔力を持っているのに、なぜさらに力が欲しいんだ？」

　サイラス様がそう聞いてきた。私は少し考えて、

「……もう守られてばかりでは嫌なんです。私が守りたいんです」

　真っ直ぐサイラス様の目を見て、そう素直な気持ちを口にした。

「……そ、そうか」

　サイラス様はそれ以上、何も聞かず別れの挨あい拶さつをすると去っていった。

　私は自室に戻り、身を整え、明日の準備をする。今日はもう食堂へ食事をしに行く気力がなくて、部屋に残っていたお菓子でお腹なかを満たした。そしてそのままベッドに転がった。

　今日は不思議なことがあってなんだか疲れてしまった。

　久しぶりにカタリナ様とご一緒できると喜んでいたら、あんな不思議な場所に行って、不思議なものから信じられない話を聞いて……今、思うとまるでおかしな夢のような出来事だ。

　でも、実際に起こったことだ。カタリナ様も同じ体験をしたし、サイラス様も私たちが消えたのを見たのだから。

『契約の書』。それがどんなものなのかわからないけどきっと見つけて、そしてもっと力をつけたい。

　私はいつもカタリナ様に守られてばかりだから。学園で出会った頃からそうだった。

　私が嫌な目にあいそうになると、どこからともなく現れて守ってくれた。私の身も、そして心も。

　攫さらわれて閉じ込められた時も、一番に助けに来てくれた。

　試験でドラゴンという生き物に襲われそうになった時も……あの時は本当に怖かった。ドラゴンに襲われたことではなく、カタリナ様を自分のせいで失ってしまうかもしれなかったことが。

　おそらく私は私のせいでカタリナ様を失ってしまったならば、もうこの先、普通に生きることなどできない。

　私は私を守るためにカタリナ様に前に立ってほしくない。でもカタリナ様はきっと何度でもまた私を守るために駆けつけてきてくれるんだろう。

　そういう人だってもうよくわかっているから、そしてそういう人だからこそこんなにも強く惹ひかれるのだ。

　だから私はカタリナ様を守るための力が欲しい。もっともっと強い力が、そして一刻も早くそれが欲しいのにも理由がある。

　試験が終わって魔法省で働き始めてから、たまになんとも言えない嫌な気配をわずかに感じることがある。そしてそれはなんとなくカタリナ様に向いている気がするのだ。気のせいなのかもしれないが、なんだか胸騒ぎがするのだ。

　魔法学園で何もしていないカタリナ様が責められる場面があった。のちにある人物の策略だったとわかったが、この胸のざわつきはあの時の感じに少し似ている。

　なんというかこの世界が、私の大切な人を奪っていこうとしているような奇妙な錯覚を覚えるのだ。

　私は絶対にカタリナ様を失いたくない。誰にも、それこそ世界にだって奪われたくない。だから早く力が欲しい。カタリナ様を守れる強い力が。

　どうか『契約の書』が見つかり、力が得られますように。私はそう強く願った。







★★★★★★★







　変な空間でおかしな電球によくわからないことを言われた次の日、私はマリアがこれからどうするのか気になって、昼休みに魔力・魔法研究室を訪ねてみた。ちなみに昨日はそのまま一緒にお昼となったので、今日はソラも一緒についてきた。

「朝、サイラス様が上層部に報告してくださって、その返事を待って動くことになるそうです」

　私を迎えてくれたマリアがそう教えてくれた。

「そっか、じゃあ今日からすぐに何かするわけじゃあないのね」

「……はい」

　なんだか残念そうに顔を曇くもらせていたマリアに、

「マリア、前にも言ったけど頑張りすぎは駄目だからね。ほどほどに力を抜いてね。ほらヒィヒィフ―って」

　私がそう言うと、ソラが怪け訝げんな顔で、

「いや、なんですかそれ、聞いたことないんですけど」

　とすかさず突っ込み、それにマリアがクスクスと笑った。

　そんな流れから、こちらを気にしていたデューイを誘って、今日も同期四人で昼食を食べた。







　食堂で今日の日替わりランチのシチューを平らげ、マリアたちとおしゃべりし、昼休みを終えた。部署に戻り午後の仕事の準備をしていると、ラーナがどこからか戻ってきて私とソラに『話があるので少し来てくれ』と声をかけてきた。

　もしかして何かミスしてお説教かとも思ったが、ラーナの顔はとてもにこやかで機嫌もよさそうだ。なんの話だろう。私とソラはラーナの元へ行く。

「実は上から依頼がきてな。ぜひ君たちにも手伝ってもらいたいのだ」

　ラーナはニコニコとそう言った。

「上からの依頼ですか？」

　一体、なんだろう。

「ああ、ある失われた魔法を調べてくれというものだ」

　また失われた魔法か。昨日からよく耳にするな。

「そしてこの依頼は魔力・魔法研究室と共同で行う」

　え、魔力・魔法研究室と一緒ということは、その調べる魔法ってもしかして！　思わずラーナをまじまじ見ると、

「カタリナは察したようだな。そうだ。昨日、君たちが遭遇した魔法についてだ」

　と言って、ラーナは私と違い事情がわからないソラにも簡単に昨日の経緯を説明した。

　話を聞いたソラは『またそんなトラブルを起こしていたのか』と呟いて私を見たけど、いや今回のは私も巻き込まれただけで、っていうかいつも巻き込まれているだけだから、自分からトラブルを起こしたこととかないから！　そのように私は主張したが、ソラは呆あきれたような目を向けてくるだけだった。

　そんな私やソラの様子には興味がないラーナは、

「失われた魔法と言えば、場所の維持など今でも何とか少し再現できるものが多いが、異空間に人を引き込んだりするものなんて初めて聞いた。実に面白そうだ」

　それは楽しそうに言う。

　入職してから先輩たちが『ラーナ様はかなりの魔法オタクで、面白い魔法や珍しい魔法に目がないのだ』と聞いたことがある。そしてそういうものを見つけると『仕事も放ほうりだして突っ走ってしまうのだ』とも。

　今まで見たことがないくらいウキウキした様子のラーナを見ながら、私はなんとなく大丈夫だろうかと不安になった。







「では、今回の件について私から再度、話をさせてもらう」

　サイラスがそう口を開いた。

　場所は魔法省の共同会議室だ。ラーナの説明を受けてから移動してきたのだ。

　今回の件では魔力・魔法研究室からはマリアとデューイの新人、そしてサイラスが来ていた。

　こちらはラーナ、ソラと私だ。こう考えると上司二人はともかく新人ばかりだ。なぜだろう。これも試験的なものなのだろうかとも思ったが、サイラスの説明を聞くと単なる人手不足で確証のない案件に出せる人材がいないということのようだ。

　サイラスも当事者として顔は出すが、基本的には普段の部署長業務と掛け持ちでこちらの仕事を行うので、あまり時間は取れないと申し訳なさそうな顔をした。

　そんなサイラスに対して、

「大丈夫だ、サイラス、この件は私が責任を持って調査する」

　とラーナがやる気満々に答えた。そんなラーナにサイラスは眉まゆをひそめ、

「おい、ラーナ・スミス。君も私と同じで普段の部署長業務と掛け持ちだろう。まずそれを優先するように言われただろう」

　そう言ったが、

「いや、うちの部下は優秀だから仕事を回しても大丈夫だ。私は全力で失われし魔法について調べるつもりだ」

　ラーナはあっけらかんとそう返した。

　そんなラーナの様子にサイラスの眉がさらに寄り眉間の皺が深くなった。

「……またか。さすがのラファエル・ウォルトもそろそろ、君に愛想をつかすぞ」

「大丈夫だ」

「その自信の根拠はなんだ」

「うむ。根拠はない」

「……君と話していると本当に疲れる」

　サイラスが深いため息をついた。この二人、傍目に見ていても合わないのがすごくよくわかる。ラーナも適当すぎるが、サイラスはそんなラーナに真ま面じ目めに接しすぎている。『ラーナ様の仕事でない話は、話半分くらいに聞けばよい』というのが魔法道具研究室の先輩たちからの教えだ。

「君が一番珍しい魔法に詳しいから共に探せとは言われたが……とりあえずはそれぞれの部署で別行動にさせてもらう。情報を集めて、ここで合わせていくことにしよう」

　ラーナと長く行動したくないらしいサイラスがそう提案して、私たちはとりあえずそれぞれの部署で失われた魔法について調べることになった。

　せっかくマリアと一緒にお仕事できると思ったのに少し残念だ。でも情報を集めたら集合だからまたすぐに会えるだろうし、頑張ろう。そうして私たちは共同会議室を出た。

「でも、情報を探すって言っても何をどうすればいいのかしら？」

　会議室を出たが、その後の行動がわからず私がそう呟くと、

「まずは失われた魔法に詳しい者に話を聞きに行くとしよう」

　とラーナがキラキラした目で言ってきた。

「失われた魔法に詳しい人、ラーナ様そんな人知っているんですか？」

「ああ、珍しい魔法や失われた魔法を必死に追いかけている。少し変わった人物だ」

　自身がだいぶ変わっている分類のラーナに変わっていると言われるとは一体、どんな人物なのか。

「彼の住処すみかは魔法省ここではないので、馬車で向かうぞ」

　そう言ってラーナはスタスタと歩き出してしまい、私とソラは慌ててその後を追った。

　ラーナに引き連れられてやってきたのは城下の住宅街だった。貴族が住まう場所ではないがそれなりのお金持ちが住む高級住宅街といったところだ。

　そんな住宅街でも比較的大きな家のドアをラーナは叩たたいた。中から使用人らしき人が出てきてラーナの顔を確認すると、ペコリと頭を下げ、そのまま屋敷の中に案内された。

「先生は元気にしているか？」

　使用人に案内されながら、ラーナがそう尋ねると、

「はい。お変わりありません」

　と使用人から返事がきた。

　どうやらラーナがここに訪ねてきた人というのは何かの先生らしい。

　失われた魔法に詳しいって言っていたから、どこかの学校の先生とか何かかな？

　そんな風に考えながらソラとともについていくと、奥まった部屋の扉の前で使用人は止まった。そして、

「ご主人様、お客様です。扉を開けてもよろしいでしょうか」

　と中に声をかけた。どうやら客間ではなく、そのまま主人の部屋へ通されるみたいだ。

　使用人の声に部屋の中から、

「おお、少し待ってくれ」

　と男性の声が返ってきた。そしてガタゴトと何やら動かす音が聞こえ、やがて、

「いいぞ～」

　と再び声がした。今のガタゴトという音は一体なんだ？　という疑問は『では、失礼します』と使用人がドアを開けた途端にわかった。

　おそらくそれは本や書類をどかした音だったのだろう。

　すごい。私は思わず口をポカーンと開けて室内を見渡してしまった。

　そこにあったのは見渡す限りの本と書類の束の山だった。部屋中にあふれており、高く積み重ねられている。地震でもきたら埋もれてしまいそうだ。

　そんな部屋の入口のあたりにその人はいた。

　白髪頭にふさふさの白い髭ひげ、なんなく前世のサンタクロースを彷ほう彿ふつとさせる老人。彼はラーナに目をやると、

「久しぶりだな。お嬢、元気にしとったか？」

　目を細め、にこやかに言った。

「はい。お陰様で。先生もお元気そうで何よりです」

　ラーナも笑顔でそう返した。そして、

「今日は先生にお聞きしたいことがあって、部下とともに参りました。話を聞いていただいてもよろしいですか？」

　そう続けると、先生と呼ばれた老人は、

「おお、そうか、まぁ散らかっているがこちらへどうぞ」

　と部屋の中央部分にあるテーブルと椅い子すを勧めた。そこだけはかろうじて本も書類も敷き詰められていなかったが、先に入った使用人がさらに早業で綺麗にしてくれていた。

　ここの使用人できる人だわ。そう感心していると、いつの間にかお茶やお菓子まで準備されていた。本当にできる使用人だ。

　そうして私たちは準備された椅子へと移動した。

「部下のカタリナ・クラエスとソラ・スミスです」

　先生という人物と向かい合うとラーナが私たちをそう紹介した。

　私たちがそれぞれ、

「カタリナ・クラエスです」

「ソラ・スミスです」

　と挨拶をすると、目の前の先生も名を名乗った。

「わしの名はモリス・ハイドだ。ここに通ってくる者たちには先生だの博士だのと呼ばれているが、しがないただの老人だ。モリスでもハイドでも好きなように呼んでくれて構わんよ」

　ほほほと笑いながらそう言ったハイドは、いかにも好こう々こう爺やという感じだった。

　そして、さすがに呼び捨てはできないし、新たな呼び名を考えるのもあれなので、私とソラはラーナと同じように彼を先生と呼ばせてもらうことにした。

　お茶を飲みながら、少しだけ私やソラのことを話した。

　私が公爵家の令嬢であることや、ソラが元々孤児であることなど他の人に話すとそれなりにぎょっとされそうな話を、先生はまったく驚くことなくふむふむと興味深そうに聞いていた。

　その様子からこの先生はやはりラーナの知り合いでいわゆる普通の人ではないのだなという感じがした。

　また先生のことも少し聞いた。『先生』というあだ名は昔、貴族の子どもたちなどに家庭教師をしていた時の名残なごりで、学校で教えていた訳ではないこと。『博士』というのは趣味でしている失われし魔法などの研究のことで友人たちが冗談で呼び始めたからで、正式な研究者ではないこと。今は自由気ままに家で好きな研究をしている身であること。

　そうして少し話をしてお茶で喉のどを潤すと、先生はラーナに目をやり、

「それで、お嬢の聞きたいことというのは何なんじゃ？」

　と目を細めて問うてきた。その問いにラーナは待ってましたとばかりに話を始めた。

「実は魔法省の外れで今まで聞いたこともない失われた魔法が見つかりまして―――」

　そう言ってラーナは、マリアと私が突然白い空間にいたことやその後に出てきた光る球のこと、そして契約の書というものが必要らしいことをすべて話した。

　あんまり全部話してしまっているので、ソラが心配になったらしく、

「あの、ラーナ様、外部の方にそんなに話してしまって大丈夫なのですか？」

　と小声で聞いてたが、ラーナはあっさりと、

「ああ、大丈夫だ。許可は得ている。というか、そもそも先生は元々、魔法省の人間なんだ。まだ省内に名前もあるのに勝手にここで隠居しているんだ」

　そう言った。それを聞いた先生も、

「魔法省は未だにわしの名前を残しているのか、わしはもう隠居したんだ。いい加減に消すように言っておけ」

　そんな風に言った。

「それは私よりもっと上に言ってください」

　ラーナは先生の言葉を面倒そうに流した。

「そんなことより、先生ならこのような魔法をご存じないですか？　失われた魔法とか得意分野でしたよね」

「そんなことって、お嬢、おぬしはもう少しこう……まぁ、今さら何を言っても遅いじゃろう……しかし、別の空間に光の球、契約の書か」

　先生はじっと天井を見つめ何かを考え込んでいるようだった。そして、しばらくしてばっと顔を下げて立ち上がると、本棚と思われる場所へ（この部屋自体が本棚のように見えなくもないが）移動するとなにやらガサゴソと探し始めた。

　とても真剣に本や資料を確認している先生の邪魔もできず、私たちは大人しくお茶を飲みながら待った。

　それから少しして先生が、

「おお、あった。これじゃあ、これじゃあ」

　そう声をあげ、一冊の本をその手に持って私たちの元へと戻ってきた。

「だいぶ昔に友人が手に入れてきた古い本をわしが現代語に訳したものだ。あまり現実味のない話だったもので、その辺に放っておいたままだったのじゃが、ほら、これを見てみろ」

　そう言って先生は手にした本を開いて私たちの方へと差し出した。

　それは魔法省でよく目にする魔法についての説明本ではなく、どうやら挿絵の入った物語のようだった。前世で言うところの小学生高学年向けのお話といった感じの本だ。

「あの、この話はおとぎ話とかの物語で、作り話なのでは？」

　本を覗のぞき込み思わずそう尋ねてしまった。すると先生は、

「ああ、その通りだ。これはかなり昔に書かれた子ども用の作り話じゃ」

　と言った。

　やっぱり作り話だった。それじゃあ、なんの参考にもならないじゃないか、そう思ったが、

「いいからまずは見てみろ。ここじゃ」

　と先生は文章の一部を指さした。

〈そこで王子様は、魔法で作られた庭へと招かれ、光り輝く女神様に出会いました。女神様は言いました。

「さらなる力が欲しいのなら、契約のための書を持ってもう一度ここへ来なさい」

　お姫様を助けたかった王子様は

「必ず書を持って戻ります」と女神様に言いました。〉

　そこに書かれていたのはまさに昨日、私たちが体験したような出来事だった。

「……なんで、だってこれは作り話のはずじゃあ」

　驚く私に先生はほほほと笑った。

「昔に書かれた本の中にはかつて実際にあった魔法、今では失われた魔法が登場することもあるのじゃよ。まぁ、本当にただの作り話の時もあるのだがな」

「先生、これはどのくらい前にどこで誰によって書かれた話なんですか？」

　ラーナが目をキラキラさせ身を乗り出してそう聞いた。それを見て先生は、

「お嬢、おぬしの魔法に対する情熱はわかるが、少し落ち着け、これから順を追って話す」

　そう苦笑した。

「さて、この話についてだが、かなり昔のものという他にはよくわからん。作者名や年代も何も書かれていない。そもそもこの本の元になった古い本はわしのかつての友が見つけてきたものだからな。その友は魔法に関してとても鼻が利く奴で、この話も『きっと実在した魔法が元になっているに違いない』と意気込んでわしの元へ持ってきたのだ。ただその当時は必死に調べてもそのような魔法は確認できなかった。それで昔の子ども向けの本のようだから、子どもに与えるかと訳して本にしてみたまま、今日、おぬしらの話を聞くまですっかり忘れておったくらいだ」

「では、先生にも何もわからないということですか？　その友人の方は？」

　すぐさまそう言って身を乗り出したラーナに、先生は首を横に振った。

「友がこの話を聞いたら、やはり存在した魔法だったと大喜びしそうなところじゃが、奴はもうおらんし、奴の持ってきた原本も行方ゆくえ知れずじゃ」

「じゃあ、もう情報はないということですね」

　がっくりとしたラーナに、先生は、

「だから、そう焦るなと言っているだろう。おぬしは昔から変わらんな」

　そう言って苦笑を浮かべた。

「確かに、この本自体についてはほとんどわからんが、契約の書とやらを得るための方法なら、ここに載っておるわ」

「本当ですか！　どこですか」

　ラーナがそう言ってまた身を乗り出すと、先生は本を自分の手元に引き寄せ、ペラペラとめくり始めた。そしてもう一度、私たちの前に開き指さした。

〈力を望んだ王子に、女神は契約のための書の探し方を教えた。

「契約の書は本当に望んで探す者を、自らの元へ導きます。そして手にしたならばすぐにこれがそれだとわかるでしょう」

　王子は女神にお礼を言って、庭を後にした。〉

「え～と、つまりとにかく探してみればそのうち見つかるってことでしょうか？」

　私が頭を押さえつつ聞くと、

「この話の通りなら、そのようじゃな」

　と先生は髭を撫なでながら言った。

「それは探し方というか、なんというかですね」

　なんだろうその答えは、なんだか複雑な気持ちになる。さらに追い打ちをかけるように先生は、

「しかし、この話が本当にすべて正しいことを語っているかどうかも、本当のところはわからん。作者の創作も入っているかもしれんしな」

　などと言うので、せっかく手掛かりのようなものが見つかったと思ったのに、また振り出しに戻ったという空気が流れる。

「先生はこれの他に何か手掛かりのようなものは知りませんか？」

　ラーナが何か少しでもと、さらに聞いてみたが、

「すまんが、わしはこれの他には情報を持っておらん」

　と言い切られてしまった。しかし、その本は貸してもらえることとなった。

　私たちは先生にお礼を言い、ハイド邸をあとにした。帰り際先生が、

「これもあてになるかどうかはわからんが、物語で主人公の王子が女神と契約のための本を見つけたのは、国で一番大きな図書館だったぞ」

　と教えてくれたので、とりあえずラーナは各方面に聞き込みを、私とソラは国で一番大きな図書館である魔法省の図書館を当たってみることとなった。

「それにしても、先生のあの部屋の本や書類の束すごかったですね」

　魔法省への戻りの馬車の中で、私がしみじみと先ほどの先生のところで一番、気になっていたことを呟くと、

「ああ、先生は昔から珍しい文献や資料をかき集めて研究するのが趣味で、自分の研究室もあるんだが、そこはもう隙すき間まなく埋まっているぞ」

　ラーナがそう答えてくれた。そうして研究室に入りきらなく書類や本が、今日通された仕事部屋兼、客室にあふれているのだそうだ。

「奥さんもあの家に一緒に住んでて、これ以上、部屋に書類の束を侵出させることは許さないときつく言われているらしい」

　確かにあんなに部屋中を本や資料でいっぱいにされたら家族は大変だろう。それにしても、

「ラーナ様は、ハイド先生と親しいのですね」

　ラーナがハイド家の内情を知っているというのもそうだが、先生を語る口調にはとても親しみが込もっているようだった。また先生もラーナに対してとても優しくまるで孫を見るおじぃちゃんのような眼まな差ざしを向けていた。

　私の言葉にラーナはふふふと先ほどの先生と同じようにどこか懐かしそうに眼めを細めた。

「ああ、先生とは幼い頃からの付き合いだからな。昔はよく先生の研究室に入り浸っていたものだ」

　先生のあの眼差しは、幼い頃からの付き合いだったから『大きくなったの～』的なものもあったようだった。

「魔法省で知り合ったのではないのですね。どこで知り合ったのですか？」

　魔法省で働いていて知り合ったのだと思っていたが、幼い頃からの知り合いならばそうではないはずだ。

　魔法省自体は職員以外でも身分のちゃんとしたものなら一応、入ることができるようになっているが、さすがに子どもがうろつくような場所ではないので。

「先生の友人が知り合いでな。家で退屈していたら『面白いところに連れてってやる』って言われて引っ張っていかれたのが、先生の研究室だったんだ。魔法に関する本がいっぱいでとても興奮したものだ」

　ラーナは懐かしそうにそう語った。

「ラーナ様は子どもの頃から魔法に目がなかったのですね」

　先輩たちの言葉を思い出ししみじみそう言うと、

「魔法を研究するのは私の生きがいのようなものだからな」

　ラーナはそう言って子どものように無邪気な笑顔を見せた。

　やがて馬車は魔法省に到着し、私とソラは図書館へ、ラーナはさらなる聞き込みへと向かった。







　図書館にやってきたはいいが、この膨大な蔵書の中から一冊、それもどんな本かもわからない本を探すのはとてつもない作業だと思う。

「そもそもどこから探していけばいいかもまったくわからないわ。とりあえず端から順番に探して行けばいいのかしら」

　そう言った私にソラは呆れた顔をした。

「それはいくらなんでも無謀だろう。そこはもう少し絞ろうぜ」

「でも、どうやって絞ればいいのよ。ロマンス小説は除いて魔力・魔法関係の本を探すとかにしたって、そもそもここにあるのはほとんど魔力・魔法関係の本だし……」

　私がそう言って口を尖とがらせると、ソラは額に手を当てため息をついた。

「いや、そういうことじゃなくて……探してるのは大昔の魔法の本なんだから新しい本の置き場にはないだろう。古書の置き場を聞いてそこからまず調べてみるのが妥当なんじゃないか」

「おぉ！　ソラって賢いわね」

「いや、お前はもう少し頭を使え」

　そうして、ソラの提案でまず古書コーナーの捜索をするために、私たちは図書館でカウンターにいる司書に古書の保管されている場所を聞きに行った。すると、

「あら、あなたたちも古書の置き場に行くの？　普段はほとんど利用者がいないのに今日は珍しいわね」

　と司書のお姉さんは言った。どうやら私たちの前にも古書を調べに行った人たちがいたらしい。

「まだ前の人たちもいると思うけど、独占せず共同で使ってくださいね」

　そう言ってお姉さんが教えてくれた古書コーナーへ行くと、そこではマリアとデューイが真剣な顔でそれぞれ本を開いていた。

　おそらくというか確実に契約の書、探しだろう。

　私とソラが古書コーナーに入っていくと、人の気配に気付き二人は本から視線を上げた。

「カタリナ様、ソラ様」

　マリアが驚いた声をあげた。デューイも目をぱちくりさせてこちらを見ていた。

「どうも、マリア、デューイ。私たちもここで契約の書を探すことになったので、よろしくお願いします」

　私はそう挨拶してさらに周りを見渡したが、サイラスの姿はなかった。

「あれ、サイラス様はいないんだ」

「はい。サイラス様は情報の聞き込みと、あとは本来の業務をこなさなければならないのだそうで」

　マリアが答えてくれた。

　そうか新人の私たちはこの探し物だけしていればいいらしいが、部署長たちは本来の業務にプラスでこの探し物をしなくてはならないといけないのだものな。それは大変だ。

　いやサイラスはちゃんとしそうだが、ラーナは部下に任せるとか言ってなかったか？　そうすると本当に大変なのは部署に残された先輩たちだ。

　私は常時、書類の山が築かれているラファエルの机の上を思い出し、契約の書を早めに見つけなくてはと思った。

「ところでお二人はどうして図書館に？　何か情報を掴つかんだのですか？」

　私が一人色々と考えているうちにソラがさらっと余所よそ行き口調でマリアたちにそんなことを聞いていた。

「サイラス様のとりなしで、何人かの研究者の方などに話を聞いたのですが、皆『そのような魔法など聞いたことがない』と首を振られるばかりで、これといった情報は得られなかったのです。ですからとりあえずまずは図書館の古書を調べて、そういった記述がないか調べていたんです」

　デューイがそう答えていた。

「では、契約の書を探していたわけではないんですか？」

「いえ、まぁ、あわよくばというのもありますが、さすがにここであっさり見つかる可能性は低いとは思ってます」

　デューイはとても冷静にそう返してきた。すごいな～、私が十二歳の頃なんて、前世では山で今世では庭で転がって遊んでいたものなのに。

　感心してふぬふぬとデューイを見つめていると、目が合った。

「カタリナ様、そちらでは何か情報が見つかったのですか？」

「ええ、こっちは子ども向けのお話の本が見つかったのよ」

　私がそう答えると、デューイはもちろんマリアも不思議そうな顔をした。ああ、ちょっと内容をはしょりすぎてしまったようだ。

　ソラが、仕方がないなという顔で、私たちがこの図書館へ来た経緯、ハイド先生のところで教えられた話のこと、その本に書かれていたことを説明した。

「しかし、話を聞いただけですぐにそのような本のことを思い出されるなんて、その先生というのはすごい方なのですね」

　マリアが感心したように言った。

「その本というのは今、手元にはないんですか？」

　というデューイの問いには、

「ラーナ様がさらに詳しく調べるために持っていかれたので、ラーナ様がこちらに来られたら見られますよ」

　とソラが答えた。

「では、その話の通りなら、このまま探していれば見つかるかもしれないというわけですね。そして話で契約の書が見つかったのが、国一番の図書館ということで……それならばここで探しているのはまったくの見当違いではないみたいで少し安心しました」

　マリアがほっとしたように言った。

　そんなマリアにはとても『本当のところはわからんがな』と先生が言ったことは伝えられなかった。

　そして私たちもマリアたちと同じく古書の捜索にあたることとなった。

「ところでマリアたちは古書をどんな風に調べているの？　端から順番にとか？」

　私がそう聞くと、デューイがびっくりしたように、

「いえ、まずは年代の古いものから見ています。誰も知らない魔法ということなのでだいぶ昔のものではないかと思ったので」

　と返してきた。

「おお、デューイは賢いわね」

　と私が感心すると、デューイは照れくさそうに笑ったが、横にいたソラは微妙な目で私を見つめ、私にしか聞こえない声で「だから、お前はもう少し頭を使え」と言われた。

　いや、私、あんまり頭使うのは得意じゃないんだよね。でも、本を調べるくらいならできる。

「よし、じゃあ、私たちもマリアたちと一緒に古書を調べましょう」

　私とソラはマリアたちが教えてくれた古書の中でもより古い本が収められている本棚の前に立ち、マリアたちがまだ確認していないという本を手に取り開いた。

　そしてそのまま私は固まった。

「う～ん。昔の本だからか絵も図もないし、読みにくいな。ってどうしたんだ？」

　ソラが固まったまま動かない私を不審に思い声をかけてきた。

　私は悲しい目でソラを見上げて告げた。

「これ、読めない」

　と。ソラは驚いた顔をして私の広げている本を覗き込んだ。そして、

「え～と、どうしてだ？」

　と不思議そうに聞いてきた。つまりソラはこれが読めるということだ。

「え、だってこれ現代の文字じゃないじゃない！」

　そう、そこに書かれていたのは現代の文字ではなく、昔の文字であるこの世界で言うところの古字というものだった。

「というかソラは読めるの、どうして？」

「いや、こういう古字の文句は教養があると自負している女が好きだから取り入る時に……え～と、昔、仕事で使ってたから少し覚えたんだよ。あんたこそ学園にいたんだから習っただろう」

　逆に聞き返されて私はうっと返事に詰まった。

　そう、確かに学園でこの古字に関する授業はあった。前世で言う古典みたいな授業だった。

　正直、前世では古典が苦手で、今世でも古字は訳がわからなかった。しかし、テスト時は私も必死に勉強した。賢い友人たちに教えてもらいポイントを絞って丸暗記した。

　そして、テストが無事に終わり、ぎりぎり平均点が取れた時点で脳内からすべて消去してしまった。

　これぞ私の前世からの得意技『終わったらいらない記憶は消してしまおう』である。

　よって、現在の私は古字など一文字も読めない。大事なことなので繰り返すと本当に一文字も読めないのだ。文ではない、文字が読めないのだ。

　取り繕ってもしょうがないので私は皆に、古字がまったく読めないことを白状した。

　マリアもデューイも驚いていた。デューイもソラと同じで『学園で習われたのでは』と言ってきて、また私はうっとなってしまった。

　マリアは何も言わなかったが、その顔をとても正視できない。だって『あんなに教えたのに、なんでわからないの？』と思われているだろうから。

　恥ずかしいやら情けないやらでうつむいている私の横で、デューイとソラが、

「でも、そのハイド様のところで昔の話は読めたのでは？」

「いや、あれはハイド先生が子どものために訳したもので、現代の言葉に直してあったから」

　とやり取りをしていた。

　確かに、あの本が読めたのはハイド先生が現代語訳で写してくれていたからだ。よく考えればそんな昔の話は間違いなく古字で書かれていたに違いない。読めたのはハイド先生のお陰だった。

　あの時はまったく気が付かなかった。

「ですが困りましたね。古字が読めないとここの古書は確認できないですよ。ほとんど古字で書かれていますから」

「まぁ、そうだよな」

　困り声のデューイに、呆れているためか余所行き口調が取れてしまっているソラが相あい槌づちを打っている。

　どうしよう、もう完全な役立たずだと落ち込んだ時、

「では、カタリナ様は古書ではなく物語を調べてもらってもよいですか？」

　マリアがそう声をあげた。

「物語？」

　私が顔を上げて聞き返すとマリアは笑顔で、

「はい。カタリナ様たちが見つけられた手掛かりは物語の中にあったのですよね。なので現代の言葉でまとめられた物語の本も調べてみたらそこから何か見つかるかもしれません」

　そう言ってくれた。

　ああ、マリアなんて優しい。天使のようだ。

　そんな天使マリアの提案にソラやデューイも「確かにない話ではない」「可能性はなくはないですね」と言ってくれたことで、私の物語の捜索が確定した。

　よかった。マリアのお陰でなんとか完全な役立たずにはならないで済んだ。

　本当、マリアいい子すぎる。もう攻略対象には渡さず私が嫁にもらいたい。

　そして私は天使マリアに深い深い感謝を述べ、古書のコーナーから物語のコーナーへ向かった。







「う～ん。堅い感じの話が多いな」

　私はパラパラと本をめくりながらそう呟く。

　ここは物語のコーナーだ。図書館の入口からすぐなのでカウンターからもよく見える場所にある。

　魔法省の図書館には基本的に魔法の専門書が多いが、まったく物語の本が置いていない訳ではない。魔法に関わる物語がそれほど多くはないが置かれている（さすがにロマンス小説はないが）。ただその物語はやたらお堅いものが多い。学校の教科書に載っているような古典などの話がほとんどだ。言い回しも遠回しで、よくわからないものも多々ある。

　まぁ、でも古書よりはずっと楽だ。なにせ、読めるのだから。本当にマリアに感謝せねば。

　しかし、やたら王子や騎士が主人公なものが多いな。そしてだいたい心優しく美しい姫や令嬢と結ばれる。その過程で悪者を倒すのに魔法を使うのだが、それもいちいち、説明が長くてなんだか物語に入り込めない。そこはそんなに説明しなくていいよと言いたくなる。

　でも、その魔法を探している訳だからしっかりそこを読まなくては……う～ん。でもだいたい聞いたことのある魔法しか出てこないな～。

「ん、カタリナ嬢、一人、こんなところで何をしているんだ？」

　必死に本とにらめっこしていたら、図書館に入ってきた人物に声をかけられた。

　顔を上げると、そこにはサイラスが立っていた。

「あ、サイラス様、お仕事終わったんですか？」

「いや、まだだが、少しマリアたちの様子を確認しに来たのだ」

　さすがサイラス、気配りのできる上司だ。

「そうなのですね。マリアたちは古書のところにいますよ」

「うむ、わかっているが……もう一度、聞くが君は一人で何をしているんだ？」

「ああ、私は物語の本を確認しているんです」

「物語の本の確認？　なぜそんなことを？」

　サイラスが不思議そうな顔をしたので、私はモリス・ハイド先生のところで入手した物語の話をサイラスに話した。

「そうか、そんな本が。さすがモリス・ハイド様だな。本当にいろいろなことにお詳しい」

「サイラス様もハイドさんをご存じなんですか」

「ああ、かなりの有名人だからな、素晴らしい学者だとな。ただ実力はあるが、気難しい性格で訪ねていっても簡単には会えない人物としても有名だ」

　サイラスのその答えに私は非常に驚く。

「ええ！　全然、そんな感じじゃなかったですよ。部屋にもすぐに通してもらえましたし」

「それはラーナ・スミスの力があったからではないか？　彼女は昔から王都で暮らしていたらしいから、そのあたりの人脈には強いからな」

「ああ、そういえば、小さい頃からの知り合いだって言ってました。というかラーナ様は王都の方なんですか？」

　実はラーナのことは自分の上司でありながら、あまりよく知らないのだ。知ってるのは変装の達人でかなりの変わり者で魔法オタクだということくらいだ。

「ああ、前に本人からそう聞いたので確かだ。ただどこでどんな風に育ったかはわからん。貴族であるなんて話もあるが、彼女の素性を正確に把握しているのは上層部のほんの一握りだけのはずだ」

　どうやら我が上司はかなりの秘密主義らしい。

「まぁ、省内にはそういう者は割と多いがな。かくいう私もただの田舎いなかの出の貧乏貴族なのに、高貴な貴族様として扱われているのだからな」

　サイラスはそう言って苦笑した。

「しかし、物語の本を調べる意味はわかったが、なぜカタリナ嬢だけでやっているんだ。物語の本はそう多くないだろうから数人でさっさと調べて終わらせてしまった方が早いのではないか？」

　と不思議そうに聞いてきた。

　ああ、これはあの恥ずかしい事情も説明しなければいけない感じだな。

「え～と、実はですね―――」

　そうして私は私が古書を読めないという事実をサイラスに話した。

「カタリナ嬢は魔法学園を卒業しているのだよな」

「……はい」

「学園の授業で習っただろう」

「……はい」

　サイラスがなんとも言えない目を向けてきた。

　これは、いたたまれない。私はうつむき、ぼそぼそと言った。

「その時は覚えたんですけど、テストが終わったらパーッと頭から消えてしまったと言うかなんと言うか……」

　しばらくなんとも言えない沈黙が流れ、やがてサイラスが短く、

「……そうか、わかった」

　と言った。

　そしてサイラスはマリアたちの様子を見に古書のコーナーへと向かった。

「では物語の本の確認を頼む」

　と私に言い残して。

　よし、頑張ろう。そうして私は懸命に物語の本をめくった。







　勤務時間も残りわずかとなった頃、ラーナが戻ってきた。ハイド先生のところから帰ってきてからまた色んな人たちに聞き込みに行っていたらしい。

　ラーナが戻ったことで、また初めに集まった会議室で今日の報告会が開かれた。

　まず今回の件で主な責任者であるサイラスが口を開く。

「私の方では省内や近隣の歴史学者や古い魔法の研究者に聞き込みをしてみたが、皆、そのような魔法は聞いたことがないと首を振るばかりで成果はなかった。そして部下のマリアとデューイには魔法に関する古い文献の捜索を頼んでいたが、何かわかったことはあるか？」

　サイラスにそう振られてマリアとデューイは顔を合わせた。そしてデューイが口を開いた。

「古い魔法に関する本を数十冊確認しましたが、やはりそのような魔法の記述はありませんでした。しかしまだ文献は多いので引き続き確認します」

「そうか。ご苦労だった。引き続きよろしく頼む」

　サイラスはそうデューイとマリアに声をかけ、そして私たち魔法道具研究室の面々に視線を向けると、

「では、そちらの報告を頼む」

　と言った。

　一応、サイラスやマリアたちにも例の本のことは話してあったが、改めてラーナが説明を行った。

　そしてそこは素行は問題児でも優秀なラーナだ。非常にわかりやすく事の経緯を語った。

　私の拙つたない説明しか聞いていないサイラスなんて、改めてほほうみたいな顔で驚いていた。

　そしてラーナは私たちと別れた後、例の本を手に聞き込みを行っていたようだ。本の情報も集めたかったらしい。しかし、残念ながら、他にあの魔法に関する情報も、また本に関する情報も得られなかったとのことだった。

「明日はもう少し遠くにも足を延ばして聞き込みや捜索を考えてはいるが、情報が得られる確率はそう高くないと思う。この物語には本は探していれば、求める者の元へと自然と引き寄せられるとなっている。そして国内で一番の蔵書を有しているのは魔法省の図書館だ。そこでの本の捜索が現時点では一番、契約の書とやらを見つける可能性が高いと思われる」

　ラーナのその発言により、私たちは翌日も図書館での捜索が決まった。

　そうして本日の勤務時間が終わった。マリアはもう少し図書館を探したいと言ったが、サイラスが、

「焦ってもいい結果は出ない。新人でまだ仕事に慣れないうちは無理に仕事で根をつめるな」

　と説得した。

　そんな風に私たちには仕事をしなくていいと言ったサイラスだが、彼自身はまだ仕事が残っているとのことで部署へと戻っていった。この分ではサイラスはしばらく畑にリフレッシュに行けそうにない。

　颯さっ爽そうと部署へと戻るサイラスに影響されたのか、ラーナも少し部署へ様子を見に行くと去っていった。

　私たち新人四人は帰宅の支度をして、家路に向かった。私以外の三人は寮生活なのだが、なんとなく流れで三人も門までついてきてくれることになった。

　門までの道、自然と話題は今日の本の捜索の話になる。

「あの分厚くて読みにくい本を数十冊も確認できるなんて皆、本当にすごいよね」

　私がそう感心すると、ソラが、

「いや、俺おれはこの二人の半分もできてないぞ。この二人が本当に優秀なんだ」

　と言った。気が付けば口調が余所行きのものでなくなっている。もうマリアやデューイには素でいくようだ。

「いえ、そんなことはないですよ。それに私よりデューイのほうがたくさんやってくれたんですよ。デューイはすごく優秀なんです」

　そう言ってマリアがデューイに笑いかければ、デューイはその頬ほおを赤く染めた。

　デューイの恋心は順調に育はぐくまれているらしい。微笑ましいことだ。

　やがて門に着き、私は馬車に乗り皆に見送られて家路へついた。

　また明日も契約の書の捜索、頑張らねばならない。







第五章　契約の書







　翌日も皆で契約の書の捜索を進めたが、一向に手掛かりは掴つかめず、成果がないまま数日が経過してしまった。

　ハイド先生に借りた物語の中で契約の本を見つけた王子様も、日付や時間こそ書かれていなかったが、魔物の住む洞窟やら、薄暗い森の中なんかを探していたから、かなり長く時間がかかっていたみたいだしな。というかなんで本を探しに洞窟や森に行ったのかはわからないが、私たちも洞窟や森に行くべきなのか、いやでもそんなところに書物があるのか、実際、物語でも書物があったのは図書館だった（初めから図書館を探しなよ！　と思わず突っ込んでしまった）でも、もしかして森や洞窟で魔物と戦ったからこそ、見つけられたのかしら。だとしたら、

「森に行って狸たぬきと戦ってきたほうがいいのかしら？」

　本を手にしながら、私が真剣にそう呟つぶやくと隣にいたソラが怪け訝げんな顔をして、

「おい、意味がわからないこと言ってないで、真剣に調べてくれ」

　と言ってきた。

　いや、私なりに真剣に考えた結果だったのだが……ソラの呆あきれた顔を見たら、確かに狸と戦うのはなんか違うなと気付いた。

　契約の書の捜索を始めて数日が経たった。優秀なマリアたちの努力により、古字で書かれた古書のほとんどは確認が終わった。そんなに数が多くなかった私の物語の捜索も早々に終わった。

　よって、今は残った古書をマリアとデューイが、現代語で書かれているが年代の古い本を私とソラが確認している。

　サイラスとラーナは自分の業務もしつつ、聞き込みを続けている。（ラーナは部下によって連行されていると言ったほうが正しいが）。

　しかし、いくら本を開いても契約の書のことなんて書いてない。初日にハイド先生があっという間に手掛かりになりそうな本を見つけてくれたので、もっとスムーズにいくかと思ったのに……。

　毎日毎日、本や文献とにらめっこ、正直、疲れてきた。掃除や配達などの肉体労働に費やしていた頃が懐かしい。ああ、あの日々に早く戻りたい。この捜索はいつまで続くのだろう。

「目がしょぼしょぼするわ」

　基本的に私は小難しい文章は読み慣れてないのだ。ロマンス小説や物語ならまだいけるが、こんないかにも小難しい本をめくっているだけでは疲れる。しかももう何日も連続でだ。

「もうすぐ昼休憩だから、先に外で休んでいれば？　俺おれもこの本を確認したらもう休憩に入ろうと思っているし」

　げっそりした私を気遣ってソラがそんな風に言ってくれたので、お言葉に甘えて少しだけ早いが本の確認をいったんやめて図書館の外へ出ることにした。

　別に図書館が嫌いなわけではない。むしろ前世では色々な小説が置いてある図書館は好きだった。ただここ最近ずっとこの中にこもって小難しい本に目を通していたので、なんだかここにいるだけで疲れる感じだ。

　図書館から出て外の空気を思い切り吸うと、少しだけすっきりした。

「ふっ～、後は美味おいしいお昼を食べて、また頑張ろう」

　そう一人呟いた時だった。

「カタリナ？」

　突然、名前を呼ばれて、そちらに目をやると、意外な人物が立っていた。

「え、ジオルド様、なんでここに？」

　なんで王子様がこんなところに！

「少し魔法省で研修があって来ていたんです。でもまさかこうして偶然カタリナに会えるなんて思いませんでした」

　そう言ってジオルドは嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべた。

　学園を卒業してから友人たちは、皆、それぞれの仕事についている。貴族はだいたいが親の仕事を継ぐために親について仕事をしており、うちのキースもそうだ。そんな中、王族であるジオルドやアランは、学生の頃ころよりも本格的に外交など国の代表としての公務を増やしていると聞いた。この間、お城を訪ねた時も公務の仕事の後だと言っていた。

　そんな中で今後のためにと魔法省で研修も受けているのだ。いくらスーパーハイスペックな王子様とはいえ、忙しすぎではないのか。

「研修ですか。色々と忙しいですね。お疲れではないですか？」

　ジオルドは基本的に笑顔で、どんな時も平然と振る舞っている。ゲームの中ではさすが攻略対象は違うわと思っていたが、現実ではジオルドもただの人だ。忙しすぎれば疲れるし、身体からだを壊すことだってある。ただ彼の場合はそれを悟らせないようにするのが上手うまいだけだ。

「ありがとう。でも今はまだ大丈夫ですよ。それよりカタリナの方がずっと疲れた顔をしていますが、どうしたのですか？」

　逆に聞き返されてしまった。そんなに疲れた顔をしていただろうか。

「実は仕事で探し物をしているんですけど、なかなか見つからなくて」

　さすがに詳しい内容までは話せないが、このくらいならいいだろうと思いそう言うと、ジオルドは少し考えるような様子を見せた。そして、

「いくら探しても見つからない探し物は、実は意外と近くにあることもありますよ」

　そんな風に言った。なんだろう、誰だれかの名言か何かかな。そう思って「誰かの名言ですか？」と聞くと、

「僕のです」

　とさらりと返され、思わずポカーンと口を開けてしまった。すると、その開いた口の中にジオルドが何かをポイっと放ほうり込んだ。

　何!?　と驚いたが、口の中でとろけ出した甘い味にそれがチョコレートだとわかった。

「甘いものを食べると元気が出ますよ。今度のお休みにはぜひ一緒にカタリナの好きなお菓子を食べましょう」

　ジオルドはそう言って私の頭を優しく撫なでた。

　口の中にとろける甘さが広がっていたからか、その手がすごく気持ちよかったからか、胸がなんだかほっこりした。

　そんなやりとりをしているうちにソラも図書館から出てきた。私と共にいたジオルドに驚いて挨あい拶さつしたソラにジオルドが、

「魔法省では、僕のカタリナがお世話になっているようで、ありがとうございます」

　といつもの外そと面づら微笑みでそう言うと、なぜかソラは少し顔をこわばらせ、

「あ、いえ。そんなことは」

　とどこかたどたどしく答えた。そこで休憩時間の鐘がなり、マリアやデューイも図書館から出てきたところで、二人にも軽く挨拶をしたジオルドは「ではまたお休みの日にね」と私に声をかけ去っていった。

　そして私たちはまた皆でお昼に向かうことにした。食堂に向かう道でソラが小声で「こぇ～、笑顔なのにすごい目で睨にらまれた。牽けん制せいなのか、やばいなあの王子さん」とかよくわからないことをブツブツ言っていた。

　どうやらソラも連日の本の捜索でだいぶ疲れているみたいだ。今日はお勧めのご飯を教えてあげよう。







　美味しいお昼でエネルギーをチャージして、さて午後の捜索の開始だ。

　午前と同じようにソラと共に現代語で書かれている年代の古い本の確認だ。

　黙々とページをめくり読んでいく。ひたすら読んでいく。が、それらしいものの話はみつからない。

「はぁ～～～」

　思わず大きなため息をつく。すると、

「ずいぶん大変そうね」

　私のため息が聞こえたのだろう。本を戻しに来ていた司書のお姉さんが苦笑交じりにそう声をかけてきた。ここ数日、図書館に通いっぱなしなのでこのお姉さんともすっかり顔馴な染じみになっていた。

「はい。なかなか探しているものが見つからなくて」

　お姉さんに私はそう漏らした。私の心底疲れた様子にお姉さんは顔を曇くもらせ、

「ずっと皆で探しているのに大変ね。私たちも何かお手伝いできればいいのだけど」

　そう言ってくれた。

「ありがとうございます。お気持ちだけいただきます」

　私は優しいお姉さんに感謝を述べた。

「でも、そんなに探しても見つからないなんて、開かずの書庫にでも隠されているのかもね」

　お姉さんが笑いながらそんな風に言った。

「そうですね……」

　と適当に相あい槌づちを打ちかけて、あれっと止まる。

「あの、開かずの書庫ってなんですか？」

　初めて聞いた言葉にそう聞き返すと、お姉さんは不思議そうな顔になった。

「あれ、知らないの？　開かずの書庫の話」

「はい。初めて聞きました」

「そうなんだ。ああ、でも確かにうちの部署でしか聞かない話かも」

　お姉さんの言ううちの部署とはこの図書館や本を管理している部署のことだ。どうやらそこではメジャーな話らしい。

「この図書館には選ばれた特別なものしか開けることのできない開かずの書庫があるって話よ」

「え、そんな倉庫があるんですか?!」

　私が驚くとお姉さんはおかしそうに笑った。

「ふふふ、あるわけないじゃない。ただの作り話よ。魔法省の歴史も長いから、色々な部署や場所にそんな風におかしな作り話がいくつもあるのよ」

「はぁ、そうなんですか」

　拍子抜けする私に、本を戻し終えたお姉さんは「じゃあ、頑張ってね」と声をかけてカウンターへと戻っていった。

　開かずの書庫か～、もし本当にあればすごくそれっぽい。まさにそこに契約の書がありそうな気がする。むしろこれがゲームだったら絶対、そこにあるやつだ。その開かずの書庫に入れれば本がキラキラ光って待っててくれる気がする。

　でもゲームではないしな～。……ん、あれ？　ゲーム？　いやここ乙女おとめゲームの世界だった。それでもって魔法省はⅡの舞台だ。

　そう考えれば、開かずの書庫、すごいありそうだ。

　私はソラにバッと視線を向けた。隣にいたソラには今の私たちの会話が聞こえていたはずだ。

「あの、ソラ、今の話どう思う？」

　私が真剣な顔でそう聞くと、ソラは少し考えて、

「気になる話ではあるな。皆にも聞かせた方がよさそうだな」

　そう答えた。私たちは、とりあえず古書コーナーにいるマリアとデューイの元へと向かった。

「それで、ここはこう読むんだよ」

「わぁ、デューイ、すごいのね。さすがね」

　私とソラが古書のコーナーに着くと、そんな風に言いながらデューイとマリアが顔を突き合わせていちゃついていた。いや、おそらくはマリアにわからないところがあって、それをデューイが教えているという状況なのだろうけど……デューイの顔はふにゃりと、とろけ切りそれは幸せそうだった。

　いい雰囲気でなんか入りにくい。邪魔しちゃ悪いよな。少し時間を空けたほうがいいだろうか。そんな風に思って入口で止まったままでいたのだが相方のソラが、

「あんたの考えてることはだいたいわかるが、今、それどころじゃないから」

　と言うとさっさと部屋の中に入り、いい雰囲気のマリアとデューイに声をかけた。

　ソラったらなかなか手厳しい。

　マリアとデューイのいい感じタイムがソラによって強制終了してしまったので、私も中に入った。そしてマリアとデューイにも先ほどのお姉さんの話を聞かせた。

「う～ん。開かずの書庫ですか、聞いたことないですね」

　デューイが難しい顔で唸うなった。

「私も聞いたことがないですが、私たちはまだ入ってから日が浅いので、ランチャスター様やラーナ様ならもしかしたらご存じかもしれないですね」

　マリアがそう言った。確かに私たちは新人で魔法省に入ったばかりだ。まだ省内の話には疎うとい。長年勤めているサイラスやラーナなら何か聞いたことがあるかもしれない。

「でも、司書の方は、作り話と言っていたんですよね？」

　デューイがそう私に尋ねてきた。

「ええ、そうなんだけど……」

　でもここはゲームの世界だからとか、ありえそうだとか主張はできないしな。少し答えに困る私に、ソラが助け船を出してくれた。

「確かに、ただの作り話と言っていたが、じゃあ、俺たちがハイド先生に借りてきたあの本はどうなんだ。あれも作り話だろ」

　そう言ったソラの言葉に、デューイと私ははっとした。そうかハイド先生の本だって作り話だ。

　はっと驚いた私が目に入ったらしく、ソラの目が『なんでお前が驚いてるんだ』と言っていた。ソラは私もわかっていると思っていたのだろう。残念ながら、私はその辺のことは少しも考えていなかった。

　そんな私の様子にやや疲れたような表情になりながら、ソラが続けた。

「作り話だからと言って全く架空のものとは限らない。元になった話があるものだって多い。ハイド先生の本はそのいい見本だ。だから開かずの書庫という話にも何か元になったような場所が本当にあるのかもしれない」

　おお、すごい。ソラったら賢いわ。ソラはデューイみたいないわゆる優等生ではないけど、でも同じくらい優秀だと思う。そして、

「私もそのように思います。このお話、ランチャスター様にうかがってみましょう」

　私やデューイと違ってソラの言葉に驚かなかったマリアにもおそらくそのあたりがわかっていたのだろう。マリアはそう真剣な目で言ってきた。

　私たちは本の捜索に一区切りをつけ、サイラスに声をかけに行った。

　運のいいことにサイラスも丁度、仕事に一区切りついたところだったらしく、私たちを引き連れ会議室に移動し、開かずの書庫の話を聞いてくれた。

「開かずの書庫か、残念ながら聞いたことがないな。魔法省に関するおかしな噂うわさがあるということくらいは聞いたことがあるが、私は基本的に仕事の話以外はほとんどしないからな」

　私たちの話を聞いたサイラスはそう言って眉まゆを寄せた。

　そうだった。畑ですっかり打ち解けて色々と話すようになっていたから忘れていたけど、元々のサイラスは、仕事以外はほとんど個別行動で、私的な話なんかしないというスタンスだった。おかしな噂話に興じたりしないのだろう。

「そういう話は私よりラーナ・スミスに聞いたほうがいいだろうな。本人がいるかどうかわからないが魔法道具研究室に声をかけてくるか」

　サイラスはそう言って席をはずそうとしたが、さすがに上司で明らかに私たちより、仕事をしているだろう彼にそこまでさせられない。

　自分の部署の上司だし、私とソラが自分たちが呼びに行くと手をあげ、結果的に私が呼びに行くことになった。呼びに行っている間に、本日の古書等の確認作業の報告をするのにソラの方が私より適任だからだ。

　そして私は久しぶりに我が部署へと向かう。扉を開けるとそこには、ぐったりと疲れ果てた様子の先輩たちの姿があった。

「あの～、大丈夫ですか？」

　入口付近の机に突っ伏した先輩に声をかけると、先輩はバッと顔を上げ、私の姿を確認すると、

「クラエス嬢！　別任務は終わったのか？」

　すごい勢いでそう聞かれた。先輩のあまりの勢いにやや引きつつ、

「あの、まだです」

　と返すと、その先輩はがっくりとまた机に突っ伏してしまった。

　一体先輩たちはどうしてしまったのだろうと目をぱちぱちさせていたら、私に気付いたローラ先輩が寄ってきて先ほどの先輩と同じことを聞いて、私の答えにやはりがっくりとうなだれていた。

「あの、この状況はどうしたのですか？」

　うなだれるローラ先輩にそう尋ねると、

「ああ、ラーナ様がまた逃亡してね。そんな時に限ってまた大量に書類仕事が来ちゃってね、皆、へとへとになっちゃってるのよ。別任務さえ終わればラーナ様もこう頻繁に逃走しないと思うのだけど」

　ローラ先輩はどこか遠い目をしてそんな風に言った。

　ラーナ、サイラスを見習ってちゃんと自分の仕事をしていると思ったら、そうでもなかったらしい。

　この様子では先輩方もラーナの行方ゆくえはわからないだろうな。ここは諦あきらめてサイラスの元へ戻ろう。新人の私はまだきちんと書類仕事ができないので、ここにいても手伝えることもなく邪魔になってしまうだけだ。

「あの、お手伝いできなくて、本当にすみません。その失礼します」

　そう言って早々に去ろうと思ったのだが、

「いいのよ。あなたにはあなたの仕事があるんだから。それよりここに何か用があったんじゃないの？」

　ローラ先輩がそんな風に聞いてきてくれた。仕事でとても疲れている様子なのに、私のことまで気づかってくれるなんて、なんていい先輩なんだ。

「あの、少し魔法省の不思議話を調べなくちゃいけなくなってラーナ様を探していたのですが、いらっしゃらないようなので大丈夫です」

　大変なローラ先輩たちにこれ以上の仕事を増やすことなどできないのでそう返したのだが、

「魔法省の不思議話ってあのいくつもあるおかしな噂のこと？」

　ローラ先輩がきょとんとした顔で聞き返してきた。

「あ、はい。そうです。ローラ先輩は詳しいんですか？」

「ううん。私はあんまりそういうのには興味ないから。でもそういう話が大好きな知り合いがいるから教えてあげるわ」

　そう言ってローラ先輩はその人の部署と、名前を教えてくれた。

「この時間ならまだ部署で仕事をしていると思うから、行けば会えるわよ」

「ありがとうございます」

　親切で優しい先輩に深く頭を下げお礼を言って私は教えられた部署へと急いだ。

　業務時間の終わりが段々と迫ってきていたが、できれば今日のうちに噂について聞いてしまいたかった。

　そして早く契約の書を見つけ出して、捜査だと言って飛び回っているラーナを部署に戻さなければ、先輩たちが大変だ！

　意気込んでかなり猛スピードで駆けてきたお陰で目的のところには、すぐにたどり着いた。

『生物研究室』その扉の前で私は大きく深呼吸した。入省してからここに来て何事もなく帰れた試しがない。それにあの変わり者のデーリアス部署長に捕まれば、しばらく家に帰れなくなる可能性すらある。

　こっそりとデーリアス部署長には見つからないように、できればあの嫌なサルにも、そう思いやや小さめにノックをして扉を開ける。扉のすぐ前に立っていたキリっとした女性がすぐに私に気が付き、あっと目を見張った。

「あら、あなたはあの時の」

「？」

　あれ？　この人、知っている人だっけ、でもどこかで見たような気も……私が頭にはてなを浮かべていると、その女性は苦笑した。

「あの時は部署長とあのサルがひどい迷惑をかけてごめんなさいね。それに先日もまた絡んでしまって」

「部署長とサル……あ、あの時お見舞に来てくれて、この前も助けてくれた方ですか？」

　そうか、あのサルに気絶させられた時、デーリアス部署長を引っ張って謝りに来させたお姉さんだ！　それに先日、絡まれた時にも助けてくれた人。私の答えは正解だったらしく女性はにっこりと笑って頷いた。

「先日は助けていただいてありがとうございます。それにお見舞の時はお詫わびの品までいただいてしまって」

　そうこのお姉さんは、あのデーリアス部署長が逃がしたサルによって私が気絶させられた時、まったく反省していない様子のデーリアス部署長とサルを叱しかりながら、お詫びにとお菓子の詰め合わせまで持ってきてくれたのだ。

「いえいえ。あれはこちらが完全に悪かったのですから、本当にごめんなさいね」

　そう言ってまた謝ってきたお姉さんを見て、なんだかとても大変だなと思う。この女性が悪い訳ではないのに、ダメなのはデーリアス部署長とあのサルなのに……というかまた出てきたりしないよね。少し不安になって部署の奥のほうに目をやると、お姉さんはそれに気が付いたようで、

「大丈夫よ。今日は、部署長は会議で出ているし、サルも檻おりに入っているわ」

　そう教えてくれたので、ほっとした。安心して息を吐く私にお姉さんはやや苦笑しながら、

「今日はここに何か用があったの？」

　と尋ねてくれたので、私はローラ先輩の紹介でアリスという人に話を聞かせてもらいたいと告げると、お姉さんはなんとも言えない顔で、

「あ、あの子ね。あの子に話をね。わかったわ。今、呼んでくるわね」

　と、アリスなる人物を呼びに行ってくれた。

　なんだろう、今のお姉さんの反応、ちょっと嫌な予感がするんだけど。

　そうして、お姉さんが声をかけてくれて私の前にやってきたのは、それは可愛かわいらしいお人形のような女の子だった。いや、先輩だから女の子って言い方はおかしいかもたぶん年上なんだと思うけど、幼い少女のような顔と背の高さで、どう見ても年下にしか見えない。

　そして、すごくローラ先輩の知り合いって感じがした。なぜなら、その人は制服こそ改造はしていなかったが、頭には大きなリボン、制服にも小さなリボンがたくさん結ばれており、爪つめには可愛いネイル、顔にはばっちり愛されメイクが施されていたからだ。

　かろうじて服装の違反になるかならないかのスレスレというところだ（ローラ先輩は完全に違反）。そうして思わずアリスさんを観察していたら、

「私がアリスだけど、私に聞きたいことって何？」

　見た目とはあまりそぐわない冷ややかな声でそう言われてしまった。私は慌てて口を開いた。

「あ、すみません。私、魔法道具研究室のカタリナ・クラエスと申します。ローラ先輩から魔法省の不思議な話に詳しいとお聞きして、お話を聞きたいと」

　そう言った途端、アリスさんの目がキラリと光った。

「あなた。魔法省の不思議話に興味があるの？」

「あ、その、今、仕事に必要で調べていて」

「ふーん。仕事で……それで、なんの話が聞きたいの」

　仕事については触れず、アリスさんはそう言い、

「いくらでも話してあげるわよ」

　キラキラした目を向けてきた。

　その言葉はとてもありがたいのだけど、なんとなくそのキラキラした様子は生き物の話を始める時のデーリアス部署長によく似ていた。

　私だけでなくできれば会議室にいる皆にも話してほしい旨を伝えると、アリスさんは、

「副部署長、私、今日の分の仕事はもう終わったので、この子に協力してくるわ。魔法省の不思議話を聞きたいって言うから話をしてあげるわ」

　先ほどのお姉さんにそう声をかけた。あのお姉さんは副部署長だったのか。

　お姉さんはまたなんとも言えない目でこちらを見て、

「わかったわ。ただあまりご迷惑をかけないようにね」

　とアリスさんに言った。

「あら、迷惑も何も手伝ってあげるんですよ。褒められることでしょう」

　アリスさんが口を尖とがらせそう言うと、お姉さんはもう何も言わず困った顔で送り出してくれた。お姉さんのその表情になんとも言えない不安が生まれた。

　でも、とにかく不思議話に詳しいという人が見つけられてよかった。







　会議室に登場したアリスさんを見て不思議そうな顔をする皆に私は事の経緯を説明した。

　アリスさんの方も会議室の面々を見て「すごい豪華なメンバーね」と呟いていた。

　確かに魔法省の花形部署の部署長サイラスにその部下で新人トップの二人は顔も売れてるなかなかの有名人だからな。

　そして、アリスさんは会議室の面々を見回して、

「それで魔法省の不思議話を聞きたいということだけど、どういう話が聞きたいの？　私が知っているだけでも三十近くあるんだけど」

　そう言った。アリスさんはサイラスを前にしてもまったく臆おくすることはなかった。

「え、三十近くもあるんですか!?」

　せいぜい七不思議とかそんなものだと思ってたのに、思ったよりすごく多かった。

「そうよ。魔法省は広いし、長いからね。似たような話も何個かあるけど。例えば真夜中に聞こえるうめき声とかだと」

「いや、そこは詳しくはいい。今、聞きたいのは図書館での話だ」

　ノリノリで話し出そうとしたアリスさんの言葉を遮ってサイラスがそう言った。

　アリスさんは少し不服そうに唇を尖らせた。不思議話がどうやら話したくて仕方ないみたいだ。しかし、すぐに気持ちを切り替えたのか、

「図書館の話と言えば、開いてしまった者は呪のろわれて数日で亡くなってしまうという呪いの本、それとも真夜中に徘はい徊かいする透明な司書とかあるけど」

　いや～、何、その話、怖いんですけど、私、ホラーは苦手なんだよね。真夜中に徘徊する透明な司書って……もう夜、図書館行けないよ。

　そんな風に怯おびえる私とは対照的に顔色一つ変えないサイラスが、

「いや、どちらでもなく。開かずの書庫の話だ。知っているか？」

　とアリスに尋ねた。

「ああ、なんだ開かずの書庫の話か」

　それまで目をキラキラさせていたアリスは急につまらなそうな顔になってしまった。

「知らないのか？」

　アリスの変化に気が付かなったわけではないだろうが、まったく表情を変えずにサイラスが同じ質問をした。

「もちろん知ってるけど、あんまりワクワクする話でもなくて、つまらない話なのよ」

　アリスはそうつまらなそうに言ったが、サイラスに再び促されて話し始めた。

「開かずの書庫は図書館の管理部の人たちの間にある不思議話で大した話でもないから、部署外の人はほとんど知らないんじゃないかしら、図書館には選ばれた特定の者しか入ることのできない特別な書庫があるっていう、ただそれだけの話よ」

「それは本当にあるのか？」

　サイラスの質問に、アリスは唇の端を吊つり上げた。

「そこまでは私も知らないわ。かなり昔からある話みたいだから、本当かもしれないし、ただの作り話かもしれないわ」

「そうか。しかし、図書館管理部の者たちの間にある話と言ったが、そこに行って聞けばもう少し詳しく知る者がいるのだろうか？」

「いいえ。たぶん同じ話しか聞けないと思うわよ。私、不思議話についてはそれがさほど面白そうなものでなくてもとりあえず全員に確認する主義だから、もう図書館管理部の全員に話を聞いてるから」

　うん、アリスの不思議話にかける情熱はなんかすごいみたいだ。

「そうか、ではこれ以上の話はもう聞けないか」

　サイラスが残念だと言うように漏らすと、アリスが少し考えて、

「でも、もしかしたら、図書館管理の部署長はもう少し詳しく知っているかもしれないわ」

　と言った。その言葉に皆が期待に満ちた目をアリスに向けると、彼女は少し困ったように肩をすくめた。

「悪いけど絶対ではないのよ。私が話を聞きに行った時、どうも歯切れが悪い感じがしたのよ。なんだかもっと知っているけど隠しているっていう感じかしら、でもいくら聞いても他の部署の人と同じ答えしか返してくれなかったから、諦めたのよ。だからあなたたちもダメもとで聞いてみると何か違うことがわかるかも」

　とアリスは言った。

　それはとても有力な情報だった。私たちは明日、図書館管理部の部署長に話を聞きに行くことにした。そして、

「情報提供に感謝する」

　そう言ってサイラスは話を終え、アリスにもう戻ってもいいと告げたが、

「ちょっと、せっかく久しぶりに不思議話ができると思ってきたのに、こんな大したことない話だけしかできないなんてあんまりじゃない」

　とアリスが頬ほおを膨らませた。

　そんなアリスにサイラスは眉を少し寄せ、

「だが、私たちの知りたかった話はもう聞けたのでこれ以上は」

　と言ったのだが、アリスはその言葉を食いぎみに、

「私はもっと話したいの」

　そう主張した。

　これは最初に感じたデーリアス部署長と同じような感じは間違いなかったようだ。そしてあのお姉さんの表情の意味もわかった。アリスさんはなかなか癖のある人だった。

　とりあえずここはアリスさんの話を聞かなくては収まらない気配を感じ、私は自分が声をかけてきたということもあり、「じゃあ、私に聞かせてください」と声をあげた。

　サイラスは呆れた表情でアリスさんは満面の笑みで了承してくれた。

　まだ仕事があるというサイラスは部署へ戻り、私と私に付き合ってくれた同期三人はアリスの不思議話を聞くこととなった。

　そして、私は軽はずみに「聞かせてください」などと言ったことを深く後悔した。

　私たちは、それは恐ろしい話の数々を仕事時間が終わりさらに日もすっかり落ちるまで、それこそサイラスが救出に来てくれるまで延々と聞かされ続けることとなった。

　ちなみにそれからしばらく私は夜、一人でトイレへ行けなくなった。







　翌日、私たち『契約の書』捜索のメンバーはまず会議室に集合した。

　昨日、結局行方がわからなかったラーナも本日は魔法省に出てきていたため、サイラスに連行されて会議室へやってきた。

　昨日の事情がわからないラーナのためにサイラスが、魔法省の不思議話である開かずの書庫のことを説明した。

「魔法省の不思議話か、面白いところに目をつけたな」

　サイラスから話を聞き終わったラーナは唇の端を上げて面白そうにそう言った。

「ラーナ様は不思議話をご存じだったのですか？」

　私がそう聞くと、ラーナは、

「まぁ、件くだんのアリス嬢ほどに詳しくはないのだが、少しくらいは聞いたことがある。例えば真夜中に聞こえるうめき声の……」

「いえ、不思議話はもう結構です」

　昨日の一件ですっかり不思議話が苦手になった私は、話し始めたラーナの言葉を必死に遮った。

　そんな私の様子にラーナは苦笑した。

「いやあ、アリス嬢の不思議話好きは省内でもなかなか有名だからな。大変だっただろう」

「……はい。すごく怖い話をたくさん聞かせていただきました」

　私がげっそりした顔でそう返すと、ラーナはアリスという人について教えてくれた。

　ラーナ曰いわくアリスは不思議話などの変わっていたり恐ろしかったりする話好きで有名で、しかも集めた話を人に聞かせるのを至高の楽しみとしている人物なのだそうだ。なんというか一言でまとめると変な人だ。

　それをもっと早くに知っていたら、昨日はあんな事態にはならなかったのに……。遠い目をする私にラーナは『まぁ、新人の多くは通る道だ』と慰めなんだかよくわからない言葉をくれた。

　そこでとりあえずアリスについての話は終わり、話題は肝心の開かずの書庫についてのものになった。

「図書館の開かずの書庫か、それは聞いたことがなかったな」

　ラーナは感心したように言った。

「どうやらほとんど図書館管理部の中だけで伝わっている話らしい。なんとなく伝わってはいるが、皆、馬ば鹿か馬ば鹿かしい作り話だという見解のようだ」

　サイラスがそう付け足した。

「図書館管理部は省内でも特に現実主義者が多いからな。不思議話などには興味を持たないのだろうな」

　ラーナのその言葉にただの作り話だと笑った司書のお姉さんの姿が思い出された。自分で話題に出したが、そんなもの本当にあるわけないと思っている様子だった。

「しかし、管理部部署長はこの不思議話を振るとどうも歯切れが悪く、もしかしたらもう少し詳しく何かを知っているかもしれないとのことだ」

　サイラスのその発言にラーナは少し目を見開いた。

「図書館管理部部署長というと、ダウランドか、あの真ま面じ目めなだけが取り柄の小心者が不思議話に詳しいなんてありえるのか？」

　図書館管理部部署長はダウランドさんというらしい。

「私も彼が不思議話に詳しいなんて意外に思ったが、とりあえず聞きに行くだけ聞きに行こうと思って連絡はしておいた。今日の昼頃に時間を取ってくれるそうだ」

　さすがにサイラスは仕事が早い。ラーナも私と同じように思ったようで、

「さすが仕事が早いな」

　と感心して、そして、

「では、昼になったら共にダウランドに話を聞きに行こう」

　と楽しそうに続けた。

「なに？　ラーナ・スミス。君も一緒に行くつもりか？」

　サイラスが眉をひそめた。その顔はあきらかに嫌がっている。しかし、そんなサイラスの様子など関係ないと言わんばかりに、

「もちろんだ。サイラス・ランチャスター、君は確かに優秀だが、話を聞き出すという点ではきっと私のほうが上だと思うぞ」

　と言ってのけた。

「……っ、わかった」

　ラーナの言葉にサイラスは何か言い返そうとしたようだが、思うところでもあったのか、ぐっと飲み込みそう口にした。

　ラーナは「うむ」と頷うなずき、

「では、昼は私とサイラス、それにカタリナで向かう」

　となぜか私までメンバーに入れてきた。

「え、なんで私も!?」

　サイラスとラーナが行くなら十分じゃない、私いらなくない？　驚いて声をあげれば、

「カタリナがクラエス公爵家の令嬢であることは省内でも知られているので、話を聞く上で公爵家という権力を相手への圧力として使わせてもらう。大丈夫だ、カタリナはただ横に座っていてくれればいい」

　なんだかさらりと不穏な単語が聞こえたので、思わず聞き返すと、

「あの、権力を相手への圧力として使うって」

「相手が話したくない話を聞き出すためには、それ相応の手段が必要になるだろう。権力、引き換えの情報や弱みなど色々な」

　そう言ってにやりと笑ったラーナはかなり悪役っぽく見えた。

　そしてとりあえず昼までは図書館で引き続き本を調べることとなった。ああ、また小難しい本の確認だ、早く荷物運びの日々に戻りたい。

　そんな本の捜索ではやはり何の成果もあげられないまま、図書館管理部部署長との約束の時間になった。

　私はサイラスとラーナに引き連れられて図書館の準備室という場所へ向かった。

　準備室にはすでに、噂のダウランド部署長が待ち構えていた。

　ラーナが真面目なだけが取り柄の小心者なんて言っていたが、真っ黒な髪を七三に分け黒縁の眼鏡めがねをかけたひょろりとしたその姿はザ・委員長で、確かにいかにも真面目ですという感じだった。そしてどことなく緊張している様子だった。

「今日は忙しいところすまない」

　サイラスがまずそう声をかけると、ダウランドは、

「いえ。かまいませんよ」

　と短く答えたが、その顔はこわばっていてどう見ても構わなくはない感じだった。

　そしてサイラス、ラーナが挨拶して、続いて私が名乗ると、ダウランドはあきらかにビクッと動揺した様子になった。ラーナからの事前情報ではダウランドはあまり裕福でない子爵の出らしいので公爵家という肩書は大きいらしい。

　なんというかこのダウランドという人は私が関わった癖の強い部署長たちとはまったくタイプが違うようだ。

　そんな初めよりさらにこわばった顔になったダウランドを前に、癖の強い部署長代表のようなラーナが容赦なく口を開く。

「それで図書館の不思議話である開かずの書庫について聞かせてほしいのだが」

「……あぁ、話はランチャスターくんから聞いてるけど、そんな作り話をわざわざ聞きに来るなんて一体、何のつもりなんだい？」

　ダウランドは何でもないように返したつもりなのだろうが、あきらかに顔がきごちない。

「ちょっと上からの任務で大事な調べものをしていてな。それでその開かずの書庫とやらはどこにあるんだ？」

　とラーナは完全に開かずの書庫があるという前提で話を振った。

　え、ラーナ様、そこはもうある前提なんですか！　私は内心驚きつつも、初めに言われた通りただじっと横に座っていることに専念し、ダウランドの返事を待った。

「……ラーナ・スミスくん、開かずの書庫なんてただ作り話だよ。そんなものはない」

　少し間を空いて、ダウランドが困ったような顔を浮かべてそう返した。

「だいたい不思議話なんて皆、ただの作り話だ。そんなもの調べても何もならないだろう」

「そうでもないぞ」

　ラーナはケロリとそう言った。

「「えっ！」」

　ダウランドはもちろん、私も驚いて声をあげてしまった。サイラスも声こそ出さなかったが軽く目を見張っていた。そんな私たちを少し楽しそうに見つめラーナが話し出した。

「いくら不思議話と言ってもまったく何もないところに突然、生まれたりはしないものだ。そこには何かしら繋つながるような出来事や話がある。例えば、最近の不思議話『夜中に響く恨みの声』なんていうのは、いい例だよ。ある仕事が溜たまってしまった部署の職員たちが何日も徹夜で仕事をした――そのストレスから夜中に思い切り恨みごとを叫んでいたという真相だ」

　ああ、それ昨日アリスに無理やり聞かされた不思議話の一つだ。まさかそんな真相があるとは……お化けじゃなくてよかった。

「そのような感じでだいたいのものには元になる話があるはずなんだ」

　ラーナはそこで言葉を切ると、じっとダウランドを見つめて言った。

「それで、開かずの書庫はどこだ？」

　ラーナの目を逃のがれるためにか、ダウランドは視線を落とした。

「悪いが僕はそんな場所は知らない」

　その答えにラーナは変わらぬ表情で、

「そうか、では休日にこの図書館を調べる許可をくれ」

　そう言った。

「そ、それは……」

　再びダウランドが口ごもると、ラーナはにこりと笑った。

「それくらい構わないだろう。何、少し調べるだけさ、特に図書館の地下のあたりを重点的に」

「！」

　ラーナの言葉にダウランドが目に見えてひどく動揺したのがわかった。

「おや、何か不都合でも」

　相手の動揺に気付いているだろうに、ラーナは変わらずニコニコとそう言った。

　ダウランドはしばらく無言だったが、やがて大きなため息をついて、

「……ラーナ・スミス、君はどこまで知っているだんだ？」

　そう口にした。

「いや、私の知っていることなどそれくらいだよ。しかし、入口は勝手にこじ開けてもいいが、できればちゃんと管理者に開けてもらえるのならそれに越したことはないと思っている」

　ラーナの答えにダウランドは再び大きなため息をついた。

「本当に君の情報網はすさまじいな。わかった案内させてもらうよ」

　しぶしぶといったダウランドに、ラーナは、

「よかった。これで君の奥さんに『ダウランド部署長は若い司書とこっそり食事に行った』と告げ口しなくてよくなったよ」

　とニコニコと言い、ダウランドの顔色をさらに悪くしていた。

　権力の圧力どころか脅すネタまで準備されてた。ラーナ様、やっぱり分類が悪役っぽい。

　こうして私やサイラスはほぼ何もしないままに開かずの書庫に入れることとなった。これでかなり契約の書に近づいた気がする。

　ちなみにダウランド曰く「他の職員は地下の書庫のことを知らないので、案内するのは就業後だ」とのことで、私たちはとりあえず再び会議室へと戻ることにした。

「あの、ラーナ様はなぜ開かずの書庫が地下にあることを知っていたんですか？」

　帰り道で、気になっていたことを尋ねると、

「ああ、そんなの知っているわけないだろう。あれは当てずっぽうだ」

「ええええ～～～～～！」

　とんでもない答えが返ってきて思わず声をあげてしまった。横でサイラスも固まっていた。

「前に見た図書館の設計図と今の外観を照らし合わせてもおかしなところはないし、何よりこれだけ優秀な人材がいる魔法省で設計図と違う作りの部屋など作られていれば気付く者がいる。それで気付かれなかった場所ならおそらく地下なんだろうと当てずっぽうでカマをかけて見たんだが、まさかあんなに簡単に引っかかって話してくれるとは、せっかく考えていた多くの作戦が使えずじまいだった」

　ラーナはなぜか残念そうに言った。

　普段はなんだかふざけているようなところも多くて、部署長だというのに、ラファエルを始め部の他の職員たちに叱られているところをよく見かけるラーナだが、実は色々とすごい人なのかもしれないと改めて思った。

　そして以前、部署の先輩が『ラーナ様は味方には甘いが敵にはかなり厳しい』と言っていたのも思い出した。ダウランドは敵ではなかったと思うけど、なんだか少し可か哀わいそうになった。







　集まった情報などをまとめながら過ごして就業時間を迎え、皆で図書館へと向かう。

　全員行かなくてもいいのではないかという意見も出たが、やはり開かずの書庫という存在が気になるのか（実際、私もすごく気になる）誰も「行かないで待っている」と言わなかったので、結局六人一緒に行くことになった。

　図書館に着くと暗い顔をしたダウランドが一人ポツンと待っていた。

　そして私たちの姿を確認すると、

「入るのはラーナ・スミスくんとランチャスターくんだけではないのかい！」

　と驚いた声を出した。どうやら六人でやってくるとは思わなかったらしい。

「何か問題があるのか？」

　と聞くラーナに、ダウランドはどこかソワソワしていた。

「いや、中はそんなに広くないから」

「順番に入れば問題ないだろう」

「いや、でもあまり綺き麗れいな場所ではないから子どもや女の子が入る場所ではないので」

　そう言ってダウランドはちらりとマリアとデューイを見た。

「「大丈夫です」」

　マリアは真剣な顔でデューイは少しむっとしたようにそう返した。

　ちなみに私は女の子に入れてもらえなかったことに、やや不服を覚えてむっとしていると、ソラに『大丈夫さ』という顔で労ねぎらうように肩をトントンとされた。

「……わかりました」

　皆の意思が固いことに、ダウランドは何かを諦めたように息を吐き「ではついてきてください」と私たちを先導した。

　そして私たちが日々通っていた古書のコーナーに移動したダウランドはコーナーの端にある本棚の後ろに回り、何かおそらくボタンのようなものを押したようだ。

　カチリと音がして、しばらくしてからガ―っと大きな音を立てて本棚が移動し始めた。その移動は決して速いものではなくて何十秒もかかった。

　やがてその本棚が移動し終わると、そこにはおそらく地下へと続く階段が現れた。

　う～ん。この世界って戸棚とか移動して隠し部屋ってパターン多いな。流行なのかな。でもこんな風に現れた隠し部屋にはきっと探していたものがあるはずだ。学園の時も悪の屋敷に潜入した時もそうだったもの。よ～し、ついに契約の書を発見だ。

「では、どうぞ」

　そう言ってダウランドが初めに階段を下りていく。私たちもその後に続く。

　狭いと言っていたわりには人数制限もせずに入れてくれたなと思いながら地下に下りれば、そこは想像していたよりも全然狭くない。むしろだいぶ広い空間が広がっていた。

　そこには端から端まで本棚が等間隔に並べられており、その棚の中にはびっしり本が収納されていた。

　おお、前世の田舎いなか町の図書館（という名の図書室）くらいの大きさはありそうだ。

　おまけに何らかの魔法が施されているのだろう。地下なのに薄暗くもなく、また汚らしくもない。見事な図書室だ。こんなものがひっそり地下にあったなんて少し感動だ。

「すごいですね」

　隣にいたマリアも思わずそう漏らしていた。

　そうして感動して地下の図書室を見回す私たちにダウランドが、

「開かずの書庫なんてたいそうな名がついてますが、この通りただの書庫です。さぁ、もう確認したのだから戻りましょう」

　と促してきた。

　え、今、来たばかりなのに、そもそもまだ契約の書があるかどうかを確認していないのに。

　そんな私の思いと同じようなことをラーナが口にする。

「いや、まだ何も確認してないぞ。私たちは探している本があってそれを探してここへ来たんだ。それがあるかどうかを確かめるまでは戻れん」

　きっぱりと言ったラーナにダウランドが難しい顔をする。

「探している本、それはどんな本なんですか？」

「それはここでは言えないが、失われた魔法に関する本だ」

　ラーナがそう答えると、ダウランドははぁ～と息を吐いた。

「なんだ、それならそうと先に言ってくれればよかったのに……残念ながらここにはそのような本はないよ。別のところを当たってくれ」

　ダウランドのその言葉に今度はラーナの顔が怪訝なものになる。

「どういうことだ。君は一人でここにある本の中身をすべて把握しているのか」

「いや、さすがにそれはないが、それでもここにある本がどういう種類のものかは把握している。だからここには君たちが言うような失われた魔法の本などないのだよ」

　ダウランドはそう言い切った。

「……でも、それがどんな本か全然わからないのです。少しだけでいいのでここの本も確認させてください」

『ここにはない』と言い切るダウランドにマリアがそう声をあげた。その目はどこか必死な感じがした。

　美少女に言い寄られ、ダウランドも先ほどのように「ないのだから帰れ」ときっぱり言いにくいようで、

「しかし、だがな……」

　と少し赤い顔でオロオロと返していた。しかし、そうしてダウランドがマリアに対応している隙すきに我らがラーナ様はスタスタと本棚のところまで行き何冊か本を手に取りめくりだした。

「ほぉ～、これはまた」

　そして、なぜか感心したような声をあげた。

　そんなラーナの声に気付いたダウランドは、素早くラーナの元へ走るとその手から本を奪い取った。

「み、見たのならわかっただろう。ここにある本は皆、これらと同じ種類のものだ。よって君たちが探しているような本はここには置いてないんだ」

　どこか焦ったようにそう言った。しかもその顔はだいぶ赤い。

「どういうことだ？」

　サイラスが怪訝な顔で問うと、ラーナはニヤリと笑ってまた本棚から一冊本を取るとサイラスへと渡して「見てみろ」と言った。渡された本を開いたサイラスの顔が一気に赤くなった。

「ダウランド、こ、これは一体、どういうことなのだ。なぜ神聖なる魔法省の図書館にこんなものが！」

　そして、本を手にしたまま赤い顔でダウランドに詰め寄った。

「こんな本だから上の図書館に置けないでここに置いてあるんだ」

　ダウランドは頭を抱えながらそう返した。

「そうか……と言うか、そもそもこんな本をここに置かなければいいだろう。というかまさかここの本は皆……」

　そう言って固まるサイラスに、ダウランドが眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「ああ、その通りだ。ここの本は皆、そういう本だ」

「……信じられない。なぜこんなに、一体誰が……」

「歴代の図書館管理部の部署長たちがコツコツ集めたらしい。なんでも伝統だとか言ってな」

「……図書館管理部はどうなってるんだ」

「僕だって初めて話を聞いて、ここへ連れてこられた時は絶句したさ、しかし代々受け継いできたものだと前部署長に託されてしまったんだ。とても断れなかった」

　なにやらサイラスとダウランドが二人で盛り上がっているが。

　え～と、何、これはどういう状況なんだ？　まったくわからないのだけど。

　二人の他に一人納得した様子のラーナに目を向けると、

「うむ。ここにある本はどうやら、歴代の図書館管理部部署長たちが自分の性癖の赴くままに取集したエロ本のようだ」

　としれっと言った。

　そのラーナの発言を聞きつけたダウランドが、

「いや、ラーナくん、もう少し言い方をなんとかしてくれ」

　と苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で訴えていたが、そんなことより、

「え、エロ本!?　ここにあるのが全部ですか!?」

　びっくりして思わず叫んでしまった。ソラが「いや、それ令嬢が大声で叫ぶ内容じゃあない」とか言ってきたけど、だって仕方ないじゃないか、このそこそこ広い図書室の本が全部、エロ本だって言うんだよ。すごいびっくりなことじゃない。

　私の叫びを聞いたラーナは可笑しそうに声をあげて笑い、

「ああ、ダウランド曰く、そういうことだ。今、確かに確認した本は全部、エロ本だったな。文字だけのものに絵付きのもの、内容も人妻の不倫ものに、略奪に、おっ、これは男同士か」

　ラーナは手近な本を手にとりそう口にした。

　え、何、男同士まであるの！　それは最近、普通のロマンス小説では物足りず男同士の恋愛ものにまで手を伸ばしているソフィアが喜びそうだ。私はそんな風に少しワクワクして聞いていたのだが、真面目なサイラスは違ったようで、

「こら、ラーナ、女性の前でそのような発言はやめなさい！　そもそもこんないかがわしい本ばかりの場所は身体や精神的によくない。さあ、マリア、カタリナすぐに外に出るんだ」

　そう言って、私たちを退散させようとしてきた。別に身体によくないことはないと思うのだが、とにかくサイラスは必死だ。

　まぁ、私もそこそこの数のロマンス小説は読んできたが、ザ・エロ本というような本は読んだことはないし、デューイだって年齢や環境的にそうだろう。ソラは、ソラさんはそういうことを実践で経験済みかもしれないが、純粋なマリアはきっとそんな本の存在すら知らないのではないかという気すらする。ここは大人おとなしく退散するべきだな。私はそう思ったが、

「でも、もしかしたらこの中に『契約の書』が紛れているということはありませんか」

　マリアがそう言って戻るのを拒んだ。まさかの人物のまさかの発言だった。

「いや、マリア、しかしここにあるような本を君に見せるわけには……」
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　サイラスがひどく困った顔で説得するも、マリアはなかなか諦めがつかないようだ。

　これがソラなら、単純にエロ本が見てみたいだけだろうと思ってしまうが、マリアの必死な様子からはそんな不純な動機は一切うかがえない。マリアはただ早く契約の書を見つけたいんだ。

　開かずの書庫の話を聞いた時、私はまさにここにあるだろうという謎なぞの確信があった。マリアも私ほどではないがそういったものを感じていたのかもしれない、だから簡単に諦めきれないのだろう。

　普通、開かずの書庫って言ったら、貴重な魔法の本や隠されていた禁断の魔法とかが収められているものだろうに。なぜそこにエロ本、いやエロ本を隠すのはわかるけど、なぜわざわざ地下に……思春期男子のベッド下か。ああ、でも確かに地下で、何かの下ではあるのだから発想としては同じか、いや、でもそれにしても隠すスペースがでかすぎる。

　そもそもここは初めからエロ本置き場として作ったのだろうか、それ用に？　だとしたらすごいんだけど。私がそんなことを考えている間に、ラーナも似たようなことを考えていたらしい。

「しかし、いつからこんな広い空間を埋め尽くすほどのエロ本置き場があるんだ。まさかこの空間はそれ用に作られたのか？」

　まさに私が疑問だったことを聞いてくれていた。

　そんなラーナの問いにダウランドはすごく遠い目になって、

「ああ、ここはこの図書館が作られた当時に、君の言う通りエロ本置き場として作られた空間だ。当時の図書管理部署長の奥方がたいそうなやきもちやきで、エロ本一冊の保持も許されず、彼は結婚とともに独身時代に集めたコレクションの数々を捨てることを余儀なくされた。それでも彼は抗あらがって屋敷にこっそり隠していたのだが、奥さんはとても目ざとい人でそれも発見されてしまい、置き場に困り、当時建設中だった図書館の地下に部署長の権限で地下にエロ本の隠し場を作ったのが始まりだと言われている」

　ダウランドは淡々とそう語った。まる厳げん粛しゅくな物語を語るように。そんな彼は気付いているのだろうか自身がもうここをエロ本置き場と言ってしまっていることに。

「まさか本当に初めからエロ本置き場として作られていたとはすごいな」

　ラーナは何やら感心したようにそう言い、

「しかし、それだとここにあるのはすべて当時の部署長のものなのか、多すぎる上にだいぶ年代もバラバラに見えるのだが」

　と指摘した。

「いや、初代のものもあるが、その後、初代と同じように奥さんに見つからないようにここに保存した者も多くいるらしく、ドンドン増えていっている。なんだったら退職後にも前任の部署長がここに遺品整理だと置いていくことすらあるのだ」

　そう言ったダウランドの表情はひどく疲れているように見えた。隠されたエロ本書庫を任されるのはとても大変なことのようだ。

「それでこんなに多量になってしまったのだな。しかしそれだと増え続けるばかりになるのではないか」

「ああ、その通りだ。だから定期的に確認してあんまりに古くなったものや、状態の悪いものは処分させてもらっている。図書館の処分本に少しずつ紛れ込ませ、ばれないように慎重にな」

　本当に大変そうだ。そんな風に慎重にばれないように古い本を処分しなければならないなんて……ん、あれ、なんだろう。何か引っかかったような。なんだろう？

　深い深いため息をついたダウランドさんにさすがのラーナも「大変だな」と同情の目を向ける。

「ああ、本当にやっかいな仕事を任されたものだ」

　そう言うと、ダウランドさんはラーナ、そして私たちに、

「だから、ここのことは他た言ごん無む用ようで頼む。こんなエロ本置き場を管理しているなんて真面目な同僚たちにばれたら虫けらを見るような目で見られてしまう。それにうちの嫁は可愛いけど潔癖なところがあるんだ、こんなところに出入りしているのがバレれば最悪、離縁されてしまう。どうか内密に頼む」

　と必死に頼んできた。その姿があまりに可哀そうで、私たちは誰ともなく深く頷いていた。

「……感謝する」

　そう言ったダウランドの目にはうっすら涙が浮かんでいた。

　結局、地下にはエロ本しか置いてないと管理者であるダウランドが断言し、ラーナ、サイラス、ソラがざっと確認してもその通りだったということで、私たちは上の階に戻った。







　契約の書、地下室にあると思ったのにな、完全に振り出しに戻ってしまったな。

　古書もほとんどチェックしたのに、見つからないなんてやっぱり魔法省にはないのかな。

　魔法省の図書館は国で一番、大きい図書館なのに……。ん、あれ？　そう言えばさっきから何か頭の中に引っかかっている気がする。なんだろう？

「魔法省には図書館の他に古い本が保管されている場所はないのでしょうか？」

　一人首をひねる私の横で、マリアがダウランドにそう尋ねていた。

「申し訳ないが、図書館以外で古い本が保管されているところに心当たりはないな」

　そうだよね。古書コーナーになければ、もうないよね。さっきエロ本も古くて読めなくなったら捨てるって……そうだ！

「あの、ダウランド様！　先ほどエロ本で古くなりすぎたものは捨ててるって言ってましたけど、それは図書館の本も同じですか？」

　私が勢いよく聞くと、ダウランドは少し驚きつつ、

「ああ、部署の職員で確認して修繕できず、尚なお且かつあまり重要ではないと判断されれば処分されることになっている」

　そう答えてくれた。そう、本当に契約の書があってもボロボロで修繕不能となれば捨てられている可能性だってあるのだ。今までその可能性に至らなかった。

「そういう本ってすぐに捨てられてしまうんですか、燃やされるとか？」

　燃やされていたらもう駄目かもとおそるおそる尋ねると、ダウランドからは、

「いや、その先はわからない。処分は別のところに頼んでいるから」

　という答えが返ってきた。

「別のところってどこですか？」

「魔法道具研究室だ」

　ダウランドの答えに私はバッとラーナを振り返った。こちらの話を聞いていたらしいラーナはニヤリと笑った。

「処分本は預かるがすぐには処分しない。色々と使えるものがあるかもしれないからな。とりあえず相当古いものでなければ、省内の外れの倉庫にすべてしまってある」

　あった！　図書館以外で古書が保管されているところ。私は思わずマリアの方を見た。マリアも私の方を見て、そしてしっかり頷いた。

「ラーナ様、その倉庫見せてください」

　私の言葉にマリアも『お願いします』と続けた。

「継続の魔法のかけられている庭でのことだったので、その契約の書にも同じ継続の魔法がかかっていて綺麗な状態だと思い込んでいた。捨てられているとは思わなかったが、倉庫を見てみる価値はありそうだな」

　ラーナはそう言ってまたニヤリと笑った。

「本当は確かめるのはまた次の勤務の時にしておけと言いたいが、待ちきれないようだな」

　マリアの必死な様子にラーナはそう言うと、

「では、とりあえず倉庫の保管場所の確認だけだぞ。あまり遅くまで探すのは許さんからな」

　と倉庫まで案内してくれることとなった。

　契約の書、そのありかの可能性が見えなくなりかけていたが、また見えてきた小さな可能性に私の胸はドキドキした。どうか倉庫に契約の書がありますようにと強く願った。







　魔法道具研究室から少し歩いたところにその倉庫はあった。だいぶ大きな倉庫で、今は不要なものが収められているらしい。

　入口の鍵かぎをラーナが開けてくれて、皆で中に入る。使っていないものばかり収められているということで人が頻繁に出入りしないためか、少しだけ埃ほこりっぽい。

　見た目は大きな倉庫だったけど、実際に入るとそこら中に物がぎっしりで狭く感じた。

「え～と、確か、本はこっちだったかな」

　ラーナがあたりを見回しながら先へと進んでいく。ラーナがいてよかった。こんな物だらけの中だと、本が置いてある場所を探すだけでも一苦労だ。

「お、あった、あった。ここだ」

　そう言ってラーナが示した場所には確かに本があった。ただ図書館のように棚に収納されているのでなく、ただ無造作に積み重ねられていただけだった。しかもかなりの量だ。先ほどの地下の図書室ほどではないが、それでも綺麗に並べたら、図書室が一つできそうなほどの量だ。

「これは、探すのが大変そうですね」

　思わずそう呟くと、それが聞こえたらしいラーナが、

「ああ、図書館のように整理されていないし、積んであるだけだから下の方を確認するのに上をどけなくちゃならないし、かなり手間がかかるな。なので、ここの捜索はまた休み明けの勤務から始めよう」

　そう明日から二日間はお休みなのだ。そこでしっかり休んで力をつけて頑張るのがよさそうだ。ラーナの言葉に『そうですね』と頷こうとした時だった。

「えっ、マリア？」

　後ろにいたマリアが一人ズンズンと進み出てきて積み上げられた本の前に立った。

　そして積み上げられていた本を何冊か下に下ろし、一冊の本を手に取ると中を開いた。

　あまりに唐突な行動に皆、ポカーンとマリアを見つめている。

「マ、マリア、どうしたの？」

　そう問いかけると、マリアはふんわりと微笑んで、

「ようやく見つけました」

　そう言った。

「え、見つけたって、まさか……」

　私はマリアの手にある本を凝視した。埃をかぶり色も変色しているお世辞にも綺麗とは言えないボロ本だ。だけど、

「はい。これが契約の書です」

　マリアはそう断言した。皆が息を呑んだ。

　えっえっえっ、本当に契約の書、本物！　なんでわかるの！

「失礼だが、マリア・キャンベル、君はなぜ、それが契約の書だと言い切れるのだ。そもそも今、迷いなくその本の元へ向かったのはなぜだ」

　ラーナが私含め、おそらく皆の疑問を代表して口にする。

「なぜと聞かれると理由はわからないのですが、それでも私はここに来てあの積まれた本を見た時にわかったんです。ああ、これが探していたものだって」

　マリアは真っ直すぐな瞳ひとみでそう言った。その表情はもちろん、マリアという人物を知っている私たちは彼女が嘘なんてついていないことがわかる。

「あの物語でも主人公はすぐに契約の書だとわかったと書いてあったが、本当にそんなことがわかるのだな。私にも少し見せてくれないか？」

　ラーナがそう言ってマリアから本を受け取る。そして開いて中を確認した。

「これは……」

　ラーナが目を見開いた。

　え、何、何が書いてあったの！　すごい魔法とか！　身を乗り出してラーナの次に続く言葉を待っていると、

「……基礎魔法の本だな」

「え～～～～～！　なんでですか」

　思わず叫んでしまった。なんだそりゃ。

「いや、なんでと言われても、事実そうなのだから仕方ない。ほらカタリナ嬢も見てみろ」

　そう言ってこちらに向けられた本を覗き込めば、そこには―――もちろん昔の古字が並んでいて、

「すみません。読めません」

　一瞬で諦めた。シュンとなった私にラーナも、

「ああ、そうだったな」

　と思い出したように眉を下げ、とにかくここには魔法学園に入学してすぐに習うような基礎の魔法が書かれていると説明してくれた。

　私以外の古字が読める面々は皆、本の上で顔を突き合わせ、

「本当にこれが契約の書なのか」

「はい。これで間違いありません」

「なぜ基礎魔法が書かれているのでしょう」

「わざとわからないようにではないか」

「この汚さで中身が簡単な基礎魔法しか書かれていなければ確かに処分対象になるな」

　などと話し合い始める。

　ああ、ここにきて勉強不足で疎外感。悲しい。今から、もう一度、古字の勉強しようかしら。私はそんな風に思って手近に積まれていた本の中から何気なく一冊を手に取った。マリアが手にしているのと同じようなボロ本だ。中を開けばやはり難解な古字が並んでいる。

　うっ、やっぱり苦手だ。このよくわからない文字を見ると途端に眠くなる。ラーナが得意の創作で自動現代語訳機とか作ってくれないだろうか。

「よし、とりあえず、目的は達成したから今日はもう帰ろう。だいぶ遅くなってしまったからな」

　ラーナのその声に、私もはっとして時間を確認すれば確かにもうだいぶ遅い。

「さぁ、とりあえずこの埃っぽい倉庫から出よう」

　ラーナに促されて私は慌てて後を追う。ラーナもやっぱり埃っぽいと思っていたんだなと思いながら。

　そうして倉庫から出て、皆で帰りの支度を整え、帰宅となった頃、

「では、その契約の書は休み明けに例の場所に持っていこう」

　とラーナが提案したのだが、

「あのその、私、一人でも大丈夫なので明日、あの庭跡に行ってもいいでしょうか」

　なんとマリアがおずおずとそう主張したのだ。

「マリア・キャンベル。この失われた魔法については文献もなく何が起こるかわからないのだ。君一人で試させるわけにはいかないのだ」

　ラーナがそう諭さとすとマリアは切なそうに頷いた。しかし、

「だが、一刻も早くその魔法を試してみたいという気持ちはとてもよくわかる。本当は私もそれこそ今すぐにでも試してみたい。しかし私だけでは岩に入れなかったからな」

「おい、ラーナ、君はいつの間にあの場所へ行ったんだ」

　さらっと語られたラーナの台詞セリフにサイラスが眉を吊り上げた。

「話を聞いてすぐだよ。だってそんな珍しい魔法、自分で試してみなきゃもったいないだろう。だが残念ながら入ることはできなかった。マリアたちから聞いた話やあの本の話からおそらく光の魔力保持者でなければあそこには入れないと考えられるな」

　ラーナは飄ひょう々ひょうとそう言い、サイラスは眉間に皺を寄せ額に手を当てる。

　さすがラーナ、いつの間にか単独行動であの岩のところへ行って、自分も入れるか試したらしい。

「なので自分では試せないが、一刻も早く見てみたいという気持ちは強い。そして明日の休みだが、私は何も予定がなくて恐ろしく暇だ。暇すぎて魔法省の庭の散策に来てしまうかもしれない」

　ラーナはいたずらっ子のような笑みを浮かべてそう言った。マリアの顔がぱっと明るくなった。

「ありがとうございます」

　そう言ってマリアが頭を下げる。

　ん、これはどういうことかな？　ちょっとわからなくてソラに視線を移すと、私の疑問を素早く読んでくれたらしく、

「つまり公にはできないが、私的に付き添ってやるから契約の書の魔法を試してもいいってことだろう」

　と小声で教えてくれた。

　おお、ということは、明日マリアは、契約の書を持って再びあの空間に入りに行くということか、ならば、

「はい。私も、私も暇なんでご一緒させてください」

　ここまで共に探したんだから、ぜひ、一緒に行ってマリアがババーンと光の魔力をアップさせるところが見てみたい。そう私が手をあげると、

「ラーナ、マリアとカタリナ嬢ではさすがに不安だ。私も同行させてもらう」

　サイラスもそう手をあげ、ならばここまで関わったのだから自分たちもとソラやデューイも声をあげ、最終的に明日は皆であの庭跡に行くことになった。

　そして明日の集合時間を決めて、ようやく私たちは家路についた。







「ふぅ～、ようやく契約の書が見つかってよかった。それにしてもまさか魔法道具研究室の倉庫にあるなんて思わなかったわ」

　自宅の自室に戻り私は大きく伸びをしてそう呟いた。

　あんなに探したのに、実は自分の部署の倉庫にあるとかびっくりだ。意外と身近にあったものだ。そう思った時、先日、魔法省で会ったジオルドの「いくら探しても見つからない探し物は、実は意外と近くにあることもありますよ」という言葉を思い出した。

　こうして考えると、まさにジオルドの言った通りだった。ジオルドはすごいな。

　そんなことを考えながら、私は制服を脱いで、担いでいた鞄かばんを少し離れた場所からポイっと机へと投げた（アンがいたらまたはしたないと怒られたかもしれないが、今は一人なのでセーフだ）。

　鞄は見事机に乗った（この素晴らしいコントロールもヘビの玩具おもちゃ投げの練習の成果である）。だが、一つ残念なことに鞄の口が開き中のものがドサッと出てしまった。入れていた資料や本がバラバラと床に落ちる。

　ああ、投げるなんて横着しなきゃよかった。そう思いながら床に落ちたものを拾っていると、あれ？　これって、もしかしてあの倉庫の本じゃない！

　倉庫でなにげに手に取り眺めていた本を「帰るよ」と急せかされたために、焦って肩にかけっぱなしだった鞄に入れて持ち帰ってきてしまったようだ。

　ああ、やってしまった。でも、倉庫のものは使ってないものだって言ってたし、明日、また魔法省に行く時に返せばいいか、よし、もう一度、鞄に入れておこう。

　私が本を鞄にしまうと、部屋が控えめにノックされた。返事をするとキースの声が返ってきた。

「今日はそのまま寝てしまわなかったんだね。少しだけ話をしてもいい？」

「ええ、どうぞ入って」

　とキースに入るように言ったけど、キースはなぜか困ったような顔になって首を横に振った。

「もう遅いしいいよ、というか日々の僕の忠告はまったく義姉さんに届いてないんだね……まぁ、いつものことだけど……」

　どこか悲しそうにキースはそう言うと深くため息をついた。

「それより、明日は久しぶりに義姉さん休みだよね。一緒にどこか遊びに行かない？」

　それまでのどこか暗い表情から一変してキースがそう誘ってくれたけど、残念ながら、明日は魔法省に行かなければならない。

　そう説明すると、キースは少し頬を膨らませて、

「義姉さんは元々、毎日、勤務するのでなくて週に数日、短時間だけ勤務する予定じゃなかった？　父上や母上は気にしてないみたいだけど、公爵家のご令嬢としては働きすぎじゃない」

　と言った。確かに元々はパートタイムみたいな勤務の予定だったけど、それだとなかなか仕事も覚えられなくて皆に後おくれを取ってしまう。同期のマリアたちと同じ感じでお願いしますと言ったのは私自身だ。

　お母様も「どこぞの奥方になるよりも一人で仕事をしていた方が迷惑にならないかも」と賛成してくれて今はフルタイム勤務だ。おまけに最近は契約の書探しで遅くなることが多い。

　う～ん。私は少し頬を膨らましたキースを見つめた。その顔は出会った頃に比べるとかなり男っぽくなっているが、それでも幼い頃の面影も残っている。

『義姉さん、明日はジオルド様が来る前に二人で出かけよう』

　幼い日にキースがあまりに頻繁にやってくるジオルドに機嫌を悪くして頬を膨らましてそう言ってきたのを思い出した。

　ああ、そういえば最近キースに全然、構ってあげてないわね。私は部屋の入口に立ったままでいるキースの頭に手を伸ばした。

　前は簡単に届いた亜麻色の髪の毛はもうだいぶ手を伸ばさなければ届かない。

「明日は、そんなに時間がかからないですぐ戻ってこられると思うから、そしたら一緒に遊びに行きましょう」

　そう言ってキースの柔らかい髪を撫でた。

「……義姉さんって本当に……」

　キースが何か呟いたけど、小さい声だったので聞こえなかった。

「何？」

　とさらに近づいて聞こうとすると、さっと後ろによけられてしまった。そしてキースは、

「……ありがとう。また明日」

　とまるで捨て台詞のように言って逃げるように帰っていってしまった。去りゆくキースから「がまんがまんがまんがまんがまん」という謎の呪じゅ文もんのような声が聞こえた気がしたけど、どういう意味だったのかしら。あ、そう言えばジオルドからも次の休みに一緒にお菓子を食べようとか言われてたんだった。忘れていたけど、キースにも言っておかなくちゃ。

　そんな風に思ったが、キースが去るとなんだか気が抜けて一気に眠くなってきて、私はすぐに眠りの世界へと旅立ち、せっかく思い出したことも忘れてしまった。







第六章　新たな力







　翌日、魔法省に到着すると、先に集合場所に来ていたラーナがなんとも言えない顔をして言った。

「カタリナ嬢、なぜ君は家族同伴なのだ」

　そう言って私の横に寄り添っているキースに目を向けた。

「あの、それが、用事がすぐ終わるなら自分もついていって待っているって聞かなくて」

　そう私としては魔法省から帰ってから一緒に出かけようと思っていたのだが、キースときたら『用事が済むまで一緒に行って待っている』と言い出して聞かなかったのだ。そして何ぶん私より口が達者な義弟に言いくるめられて結局一緒に行くことになってしまった。

　ラーナの言う通り家族同伴というのは、なんだか少し恥ずかしい。そんな私の気持ちを知ってか知らずか、キースは涼しい顔で、

「実際の仕事にまではついていきませんよ。ちゃんとそのあたりで待っていますから」

　と宣言した。ラーナも『それならば終わるまで来客用の部屋で待っていてくれ』と許可をくれた。

　やがてサイラス、マリア、デューイ、ソラと皆がそろったところでキースを来客室に残して、あの庭跡へと向かう。

　なんとなく仕事中は自然に隣を歩くことが多くなっているソラが、

「義弟君、色々と心配なんだろうな」

　とぼそりと言った。

「え、何の心配？」

　私もこうして社会人になってだいぶしっかりしてきたと思うのだけど。

「そういうとこだよ」

　ソラはどこか馬ば鹿かにしたような顔でそう言うと、その先はもう答えてくれなかった。

　そんな会話をしているうちに庭の跡に着き、あの岩のある池跡へ向かう（ちなみにサイラスの畑とは違う方向から来たので皆、畑の存在には気付かなかった）。

「ここがそうなんですか？　どう見てもただの岩にしか見えないのですが」

　初めて来たデューイがそう驚きの声を漏らした。ソラも、不思議そうな表情を浮かべている。

「よし！　ではさっそく入れるかどうかやってみよう！」

　到着してて早々、会った時からすでにワクワクした様子だったラーナがそう言った。

「……早いな。もう少し調べてからの方がいいのではないのか」

　サイラスがラーナに対しては常時使用になってきたしかめ面でそう言ったが、

「いや、もうあらかた調べつくしたので大丈夫だ」

　とさらっと流された。どうやら私たちの知らないうちにラーナはこの場所の調査も終えていたようだ。

「おそらくこの白い石がスイッチのようなものだと思う。前の時は、カタリナがこの石に触れていて、そしてそのカタリナにマリアが光の魔法を使った時に、別空間に飛ばされたのだったよな」

「はい。そうです」

　ラーナの問いにマリアが答える。

「その状況から他ほかの魔法の発動条件などを考慮した結果、この失われた魔法はこの石に光の魔法が流れ込むこと、それが別空間へ召喚される条件だと考えられる」

　ラーナはそう言うと、マリアに手を差し伸べた。

「では、マリア・キャンベル、私の考察通りに試してみてくれ。君は石に手を置いてそこに光の魔法を流すんだ」

「はい」

　マリアはラーナの手を取り岩の方へと進み出た。そこで、

「おい、ちょっと待て、ラーナ、君はなぜマリアの手を掴つかんでいるんだ？」

　サイラスが眉み間けんの皺しわを深くしてラーナに尋ねる。

「ああ、マリアとともに私もあちらの空間に行こうと思ってな。マリアに触れていたカタリナが一緒に別空間に行ったのはマリアに触れていたからに違いないからな」

「いや、その通りだが……君だけがついていくのは不安だ。私も行こう」

　サイラスもそんな風に言い始めた。

　しかしマリアの片方の手は石に、もう片方はラーナが握っていたので、どうしていいのかわからなくなったらしく固まった。そんなサイラスに、

「おそらく身体からだに接していればいいと考えられるので、どこでもいいから触っておけ」

　ラーナがそう言うと、サイラスは顔を赤くして、

「……どこかに触れる」

　とさらに固まってしまった。ようやく普通に話せるようになってきたとはいえ、若い女性に免めん疫えきのないサイラスに若い女性、それも意識している女の子に触れるというのはだいぶハードルが高かったようだ。

　まだまだ道のりは長そうだな～と私は孫を見守るおばあちゃんのような心境になったが、そうゆっくり様子を見ていられない人もいるわけで。

「何をぐずぐずしている」

　とラーナがサイラスの手を取り自分が繋つないでいたマリアの手の上に置くと、自分はさっさとマリアの腕を掴んで、

「さぁ、マリア嬢、頼む」

　と高らかに告げた。

「あ、はい」

　そうしてマリアが光の魔法を発動したらしく石に当てていた手からキラキラと光があふれ始めると、キラキラした目のラーナと真っ赤な顔で固まったサイラスと共にマリアの姿が消えた。

「……本当に消えた」

　残された私たちは今、目の前で起きた出来事に目を丸くした。

「消えるとは聞いていたが、本当にすっと消えるんだな。さすがに驚いた」

　ソラが呆ぼう然ぜんとした表情でそう言えば、デューイも、

「本当に、まさに消えるとしか言いようがない感じですね」

　と興奮したように言った。

「この前は私もマリアと一緒にあちら側に入ったから、よくわからなかったけど外で見ているとこんな感じだったんだ」

　私もしみじみと呟つぶやいた。それにしてもどこに消えていったんだろう。ラーナは別空間とか言っていたけど。

　私はマリアたちが消えた岩のところに行きじっくり岩を見てみた。白い石が埋まっている以外本当にただの岩にしか見えない。別空間ってまさかこの岩の中とかじゃないよね。岩はそれなりの大きさがあるがそれでもあんな大きな空間ができるほど大きくはない。

　それでも私は試しに岩の周りをくるくる回り、こんこんと叩たたいてみた。

「おい、マリアや部署長たちが帰ってくるまでは大人おとなしくしていろよ。危ないぞ」

　岩の周りをウロチョロする私にソラがそう声をかけてきた。なんだかソラってば最近、キースみたいに小言が多くなってきている気がする。

「少し見てるだけだから大丈夫よ」

　しかし、あんまりウロチョロするとさらにソラに怒られそうなので、私は最後に中の音が聞こえないかだけ確かめてみようと、岩の白い石があった丁度、裏側あたりに耳をそっと当ててみた。その時だった。突然、私の影からいつもは大人しくしているポチが少しだけ頭を覗のぞかせ『ワン』と吠ほえた。

「こらポチ、影に入ってなきゃ駄目じゃな……」

　そう言いかけたところで、急に目の前が真っ暗になった。

　え、何ごと！　と混乱して目をぱちぱちしていると自分の身体だけは見えるようになった。というかよく見ると、私は真っ黒で何もない空間にいた。

　そこは見渡す限り黒い不思議な空間だった。

　あれ、この感じ、なんかデジャブだ。これとよく似たことがごく最近に起こったような……ああ、そうだ思い出した。これはマリアと一緒に別空間に入れられた時に似てるんだ。

　あれは眩まばゆい光に包まれて、白い空間にいたんだけど、今度は真っ暗くら闇やみに包まれて、黒い空間か～、いや～、まさに光と闇やみだな。

　ん、光と闇……あれ、まさか……。そんな風に思った時、再び目の前が真っ暗になり、次に気付くと私の前には真っ黒な黒い球が浮いていた。そして、

『おぬしはさらなる力を望むのか？』

　黒い球は底冷えするような声でそう言った。それも聞き覚えのある台詞セリフだった。

　これってどう考えても闇のほうだよね。闇感が半端ないし、きっと悪の方のやつだよな。

　まずいところに来てしまった。

　正直、ポチは可愛かわいいからともかく、これ以上、闇の魔法とかいらない。だってなんかそこを極めると悪役に返り咲いて破滅しそうだし。よし、ここははっきり言わなくては！　力はいらんと、そう口を開こうとした時、

『力が欲しいなら契約の書を持って、おお、もう持ってきているのか』

　黒い球はそんな風に言った。

　ぎょっとして目を見張る。契約の書？　そんなの私は持ってないんですけど。

「私、そんなもの、持ってない……」

『今回の適応者は実に優秀だな。お前なら闇で世界を覆いつくせるぞ』

　黒い球はそんな物騒な台詞を吐いた。いや、闇で世界とか覆いつくさないから。

　それにしてもこの黒球、さっきから一方的に話すばっかりで、全然、こっちの話を聞かないな。光のもやたら偉そうだったけど、こっちもこっちで問題ありだ。

「だから私は……」

『よし、おぬしに我の知るすべての知識を授ける』

「いや、だから私の話を……」

　そう言いかけたところで私が提さげたままだった鞄かばんがふわりと浮かび上がった。

　そして勝手に鞄が開いて、中から一冊の本がフワフワと出てきた。それは昨日、偶然持って帰ってきてしまった倉庫にあったあの古書だった。

　目の前に浮かび上がった本の周りには黒い靄もやがかかりはじめる。私は瞬時に悟った。ああ、これが闇の契約の書なんだ。

　完全なる偶然なのに、それなのにこうして闇の空間に契約の書を持ち込んでしまうなんて！　呆然とする私を余所よそに、人の話を聞かない黒い球は言った。

『さぁ、受け取るがいい』

　その声と共に目の前の本めがけて、まるで黒い矢のようなものが降り注いだ。

　それは文字のようだった。たくさんの文字が矢のように本に降り注いでいたのだ。

　目の前に禍まが々まがしい黒い文字がドンドンと降り注ぎ、頭がくらくらしてきた。まるで乗り物に酔ったみたいだ。

　気分が悪くなる私にそれでも容赦なく文字は降り注いできた。

　ああ、もう駄目。そうして私は降り注ぐ文字の中で意識を失った。







　薄いピンク色の壁に黒いテーブル、パイプベッドには水色カバー、ベッドの上には青いクッション。ああ、ここは懐かしいあっちゃんの部屋だ。そうか、またあの夢を見ているんだな……ということはこれはまたⅡの画像が見られるチャンス！

　ああ、あっちゃん早くゲームを起動して、そして少しでもⅡの情報を私にください！

　その私の強い思いが通じたのか、視界にテレビが入ってきた。そこではもうゲームは始まっていて、画面の中には少し困った顔のサイラスが映っている。

　やった～～～！　これで少しでもゲームの情報がわかる！　ありがとう親友よ。

『君があえて危険な目にあう必要はない。どうか私に守らせてほしい』

　画面の中のサイラスが憂いを帯びたイケメン顔でそう言った。これはどうやらもうサイラスは攻略済みなのかな。どういうシーンなんだろう。私は真剣に画面を見つめる。続いて主人公の画面下の台詞が出てきた。

『私だってサイラス様を危険な目にあわせたくないです。だから私も戦います。守られるだけは嫌なんです』

　ああ、この台詞はなんともマリアらしい。私の知る現実のマリアもきっと同じことを言うだろう。優しくて強い私の自慢の友人。

　主人公の台詞を受けてサイラスも、

『わかった。では共に行こう』

　と手を差し伸べてきた。

　前のシーンを見てないので何がなんだかわからないが、とにかく二人でどこか危険なところへ向かい何かと戦うようだ。

　そして画面の映像が変わる、次に画面に映し出されたのは……ローブを深くかぶった謎なぞの女、つまりはⅡでもバリバリの悪役であるカタリナ・クラエスだった。

『ようやくあの女に復ふく讐しゅうすることができるわ。だって、私はこの力を手に入れたのだから』

　カタリナはそういうと不気味な笑い声をあげた。その後ろには黒い狼おおかみのような影、その手には黒い本を持って――――。

　ん、この流れはもしかしてこれからマリアとサイラスが戦うのってカタリナ！　いや、嘘うそでしょう～～～～！

　それでもって、この後ろにいるのもしかしてポチ？　でもってこの本ってまさか――――。




　ガバッと飛び起きると、まず目に飛び込んできたのはベットを囲む仕切りの白いカーテンだった。

　え、ここはどこ、私はなんでこんなところに眠っていたの。あれ、眠っていた？　なんで？

　ズキズキと痛む頭で考えてみるけど何が何だかよくわからないで困り果てていると、目の前のカーテンが少し開き、

「あっ、目が覚めたのですね」

　ルビーみたいに綺き麗れいな赤い瞳ひとみと目が合った。

「ソフィア、ここは？　どうして？」

「ここは魔法省の医務室ですよ。私は今日、お手伝いがあって来ていたんです。カタリナ様は魔法省内の敷地で具合が悪くなって倒れてしまわれたんですよ、それでここに運び込まれてきたんです」

　友人は私の片言の質問を理解してそう説明してくれた。そして今日はソフィアのお手伝いの日だったらしい。ソフィアは魔法省で主に医務室でお手伝いをしているって聞いていた。

　そんなソフィアの説明で混乱していた記憶が少しずつまとまってきた。そうだ私はマリアたちとともに、失われた魔法を得るためにあの庭へ行って―――そこまで考えた時だった。

「義姉さん、大丈夫？」「カタリナ嬢、大丈夫か？」「カタリナ様、大丈夫ですか？」

　キース、ラーナ、マリアがそう言ってカーテンから顔を覗かせた。

　後ろには心配そうな顔をしたサイラス、ソラ、デューイの姿もあった。

「あれ、皆、もう失われた魔法は手に入ったの？」

　私が思わずそう問うと、マリアが深く頷うなずいた。

「はい。お陰様で無事に失われた光の魔法を得ることができました。それで戻ってきたらカタリナ様が岩の反対側で倒れていて……大丈夫ですか？」

　ああ、そうか無事に手に入れることができたんだ。それはよかった。それで私が倒れていたって……あれ？　なんで私は倒れていたの？

「あの、どうして私は倒れて……」

　自分でもどうしたのかよく思い出せずそう口にすると、今度はソラが答えてくれた。

「部署長たちとキャンベルさんが消えた後に、クラエス様は岩を観察したいと岩の周りを回っていて、声をかけたんですが、大丈夫と返ってきました。その後、突然、声が途絶えたので見に行くとそこにはもうクラエス様の姿はなかったのです。慌ててあたりを探しているうちに、また岩の裏に現れて、そのまま倒れてしまったんです」

　と余所行きの口調で説明してくれたが、言外に『本当にまた一人で勝手に何してんだよ』と怒り声が聞こえた気がした。

　しかし、私の姿が見えなくなってしばらくしてまた現れた？　それはまるでマリアたちのようではないか。

　そんな風に思った時、ある風景が思い出された。禍々しい黒い文字がドンドンと上から降り注いでくる気味の悪い風景。もうそこにはないのに、思い出しただけで再びくらくらした。私は思わず頭に手を置いた。

　あれは現実だったのだろうか、それともただの夢？

「カタリナ様、お顔が真っ青です。大丈夫ですか？」

　マリアが本当に心配そうに私の顔を覗き込んできた。

「少しだけ気分が悪くなってしまって、もう大丈夫……あの、私、本を持っていなかった？」

　あの禍々しい文字が降り注いだ本は本当に存在するのか、確かめたくてそう聞くと、

「あ、はい。それでしたらここにありますよ。倒れた時も抱えていたみたいですよ」

　とソフィアが差し出してくれたのは紛れもなく昨日、持って帰ってきてしまったあの本だった。

　本自体は本当にあった。いや、本は普通にあるよね。問題はその中身だ。そこにもしあの文字が浮かび上がっていれば……。

　私はおそるおそる本を開いた……だが、そこにはあの禍々しい黒い文字はなかった。昨日倉庫で見た古字が並んだただの古書だった。

　なんだ、やっぱりあれはただの夢だったのだ。倒れたのは少しはしゃぎすぎて、貧血にでもなっただけだ。そう安心したのだが、私のことをじっと見ていたラーナがおもむろに口を開いた。

「カタリナ嬢、マリア嬢はあの白い空間で失われた光の魔法を手に入れた。それはマリアが昨日手に入れた契約の書の中に書かれている。ただ普通にしていても見えず、光の魔力を発動すると見えるようになるのだ。マリア嬢、少しやってみてくれ」

　どうやら、私が眠っている間にも検証を進めていたらしい。もう本の取り扱い方が明らかになっていた。そしてそれを私にも教えてくれようとしているのだろうか、しかし、なぜ突然に？　ラーナの意図がよくわからない。

　しかし、そんな突然のラーナの提案にマリアは少し戸惑いつつも、

「はい」

　と鞄から本を取り出し、魔力を発動させた。すると本がほんのり光り輝いた。

　おお、すごい。これが失われた魔法の本。

　私は少しだけマリアの持っている本を覗き込んでみた。

　あれ？　どう見てもただの古書にしか見えないのだけど……イメージ的には光の文字とか浮かび上がっているような気がしたのに。そんな私の様子に気付いたらしいマリアが、

「あの、私には光の文字が浮き上がって見えているのですが、どうも他の人には見えないみたいなんです」

　と教えてくれた。どうやら光の球から授けられた本人にしか文字は見えないらしい。

「魔法の本なのね」

　私は感心してマリアの手の中にある本を見つめた。そんな私にラーナが、

「では、次はカタリナ嬢があの闇の使い魔を出してくれないだろうか？」

　と謎の指示を出してきた。

「え、どうしてですか？」

　ポカーンとそう聞き返すと、

「マリアの話を聞いていただろう。本に魔法の文字が現れるかどうかは魔力を発動しないとわからないのだ。だから君が手にしているその闇の契約の書も魔力を発動してみないと書かれているかどうかわからないのだよ」

　ラーナはさらりとそう言った。

「え、あ、なんで、この本が！」

　私が驚きに目を見張りながらあわあわと声をあげると、

「ああ、君が持っている本が闇の契約の書だとわかったかということか？　実は君が目を覚ます前にその本を少し見せてもらったのだが、君がどこでそれを手にしたのかはわからないが、その中身はマリアが手にしていたものと非常によく似ていたのだ。古字で書かれた基礎魔法の本、そして表紙に埋め込まれた黒い石、まるでマリアの契約の書と対ついであるかのようだった。それから君が姿を消した岩の裏側も少し調べたら岩に黒い石が埋め込まれているのがわかった。これらのことから考えるに私たちが光の失われた魔法を得ていた時、君も失われた闇の魔法を得たのではないかと考えたのだが、当たっているか？」

　と息つく暇もなくスラスラと説明されてポカーンとなる。どうやら、私が寝ている間に、マリアの本だけでなく私が倒れた原因も捜査されていたらしい（落ち着いて周りのマリアたちを見れば皆、知っていたのだろう。私みたいに驚いていないのはそういうことか）。

　しかしさすがラーナ様、色々と問題もあるが有能だと称たたえられるわけだ。私が感心してそんなことを考えて無言のままでいたら、

「私の推測は間違っていたか？」

　ラーナが小首をかしげて聞いてきたので、

「あ、はい。たぶんその通りだと思います……」

　私はそう返事をして、昨日の倉庫で偶然、本を持ち帰ってしまったことから、黒い文字が降り注いできて気分が悪くなってしまったことまでの流れを説明した。

「……でも、なんだか現実味がなくて全部、夢だったんじゃないかと思っていたところです」

　そう私が締めくくると、ラーナは、

「なんとなく先ほどの様子でそう思っている気はしたのだ。全部夢だったのだろう、だからこの本を倉庫に戻して終わりにしよう、そう考えているのではないかと思った」

「!?」

　なんてことだ。ラーナは有能すぎて他人の心まで読めるのか、その通りだ。驚く私に、

「いや、カタリナ、君はだいたい顔に出ているからわかりやすい」

　と淡々と言ったラーナは、

「本当に君のただの夢ならば、そこで終わりでいいのだが。もしそうでないなら、その本をぜひ今後の魔法省のためにも役立てたい。試してくれないか」

　そう続けた。正直、思い出したあの光景はおどろおどろしくてあまり確かめたくないとも思ってしまうが、このまま夢か現実か悶もん々もんとするのも嫌だ。

「はい。わかりました。ポチ出てきて」

　私は覚悟を決めて、本を開き、そしてポチを呼んだ。

『ワン』とポチが元気よく出てくると同時に手にしていた本にほんのりと黒い靄がかかったのがわかった。

　そして開いていたページにはあの黒い文字がびっしりと浮かび上がっていた。

「!?」

　本当だ。マリアの言う通りだった。書いてあるというより浮かんでいる。

「その顔は、文字は見えたようだな」

　驚き固まる私を見てラーナがそう言った。

「……はい」

　私は返事をしつつその不思議な文字に目を奪われる。降り注いだ時は気持ち悪いと感じた文字だが、こうして並んでいればなんともない。ただすごく不思議な感じがするだけだ。

「よし。それがわかったなら、今日はここまでだ」

　ラーナがそう言って私が開いていた本を強制的に閉じた。いつの間にかマリアの本も閉じられていた。

「私やサイラスはそうでもないが、マリア嬢やカタリナ嬢は失われた魔法を直接受け取った立場にあるからか身体に負担がかかっているのではないか？　カタリナもたいがい青白いが、マリア、君の顔色もいいとは言えないぞ」

　そんなラーナの言葉にマリアを見てみれば確かにいつもより顔色が悪い。そしておそらく私も同じような顔色をしているのだろう。

「契約の書が逃げることはないだろうから、その解析は休み明けからでいいだろう。二人とも今日はもう帰ってしっかり休め」

　そうラーナに言い切られ、皆、今日はここで解散となった。本はそれぞれ持ち主が持っていた方がいいと渡され、私は本を鞄に仕舞い帰り支度を始めた。

　寮に戻るマリアはデューイとサイラスに付き添われ、自宅に戻る私はキースとソラに付き添われ、会議室の前で別れた。ラーナはもう少し調べたいことがあるからと残るようだ。

「本当に義姉さんはいくら気を付けてって言っても進んで厄介ごとに突っ込んでいくよね」

　私の右側に付き添うキースがため息交じりにそう言うと左側に付き添うソラも、

「本当ですよ。大人しくあの岩の前で待っていたらこんなことにはならなかったのに」

　そう漏らした。まずいこれ両脇わきからお説教になるんじゃない。

「いや、でも結果として失われた魔法が見つかったんだからいいじゃない」

　私は二人から少しだけ距離を取るべく前に進み出てそう言った。

　その時だった。背後から刺すような冷たい視線を感じた気がした。何!?　とそちらを振り返ったが、そこには誰だれもいない。

　気のせい？　そう思ったが、自分の腕を見るとびっしりと鳥肌が立っていた。すごく悪意に満ちたものを感じた気がした。

「義姉さんどうしたの？」

「また具合が悪いのか？」

　心配してくれるキースとソラに、この訳のわからない感じを説明するのがなんだか怖かった。口に出すと気のせいじゃなくなる気がして。だから、

「うん、ちょっとそうなのかも」

　そう言って、二人に伴われその場を後にする。

　そうよ、きっと具合があまりよくなくてなんか変な感じがしただけよ。腕にできた鳥肌をさすりながら私はそう自分に言い聞かせた。

　それからソラに見送られ馬車で魔法省を去るまで、もう先ほどの視線のようなものを感じることはなく、私は無事、帰路についた。







　家に戻り、昼食をとって身体を休めるべく自室に入った。普段ならお腹なかいっぱいで目を閉じればそこが机の前だって、すぐ夢の世界に入れる私なのだが、今日はなんだか眠くならない。

　原因はわかっていた。あの夢のせいだ。魔法省に入省前と入省後に見たⅡの夢の三回目、今まで見たものより情報は少なくて短いものだったけど……そこにはとても怖いものがあった。

　Ⅱでも悪役として返り咲いたカタリナ・クラエスは、夢とメモ情報をまとめると国外追放後に闇の魔力を手に入れて、復讐のためにマリアの元へとやってくる。そして今日、見た夢では闇の契約の書を持ち、使い魔である影の狼を連れている。

　それは今、現実の私と同じ状況だった。

　闇の魔力を得たのも闇の使い魔であるポチを得たのも完全に偶然だ。そして今日、闇の契約の書を手にしてしまったことも―――でも、本当にすべて偶然なのだろうか？　あまりにゲーム通りになっている現実がだんだん怖くなってくる。

　学園でのⅠの時にもマリアをいじめてなどいないのに、食堂での断罪イベントが起きたことには驚いた。ゲームの強制力なのかと。

　ならば今回のこれもすべてゲームの強制力なのだろうか？　そしてその力はどこまで影響を及ぼすのだろうか？

　前回は皆がすぐ私の味方になってくれたけど、今度はどうなるのだろう。

　闇の魔力、使い魔、契約の書、前よりももっともっと強制力が働いている気がする。そのうち、私も気付かないうちにゲームのカタリナのようになり、この闇の魔力で悪事を働くようになってしまうのか、そして今度こそ破滅に追い込まれてしまうのか……。

　考えれば考えるほど不安になり、とても眠れそうにないし、ベッドでじっとしている気分にもならない。私は気分を変えるべく庭へと出てみた。

　春の心地よい風が吹いている木の下に腰を下ろして自作の畑を見つめていると、背後から声をかけられた。

「義姉さん、お昼寝して休むんじゃなかったの？」

　いつの間にか義弟のキースが後ろに立っていた。

「ああ、キース。実は寝ようとしたんだけどなんだか寝付けなくて」

　そう言うとキースが驚いたと言うように目を見開いた。

「義姉さんが寝付けない？　食べ物を食べればすぐに眠くなる義姉さんが？」

　いや、確かにその通りなんだけど改めてそう人から言われるとなんだかな。

「どうしたの？　何か心配なことでもあるの？」

　キースがかがんで私の顔を覗き込んだ。

「う～ん、心配なことというか」

　あまりにゲーム通りの展開で闇の魔力のあれこれを手にしていて、このままでは本当に悪役令嬢になって、皆に嫌われ、破滅してしまうのではないかと不安なのだ。

　しかし、そう言ってもこの世界がゲームと同じだと知らないキースにはわかってはもらえないだろう。なので、

「禁じられた闇の魔法をどんどん手に入れて、もしかして私が悪いことに手を染めるようになって、皆、私を嫌って離れていって……やがて破滅していくんじゃないかと不安なのよ」

　とゲームの部分を省はぶいて説明した。怖いのは私が悪になり皆に嫌われ離れていかれてしまい、破滅することなのだから。私は一息でそう言うと、うつむいてキースの言葉を待った。

「義姉さんが悪いことに手を染めて皆に嫌われる？　ちょっと想像できないな」

　キースが私の横に腰を下ろす。その顔は困っているようだった。

「で、でもこれだけ闇の魔力を手にしているんだし、ありえない話ではないわよ」

　どうも上手うまく伝わらない。もどかしい。

「う～ん。かなりありえないとは思うけど」

「でも、絶対ではないわよ」

「まぁ、世の中に絶対なんてことはほとんどないからね。そうだな」

　キースはゲームの中のように私を倒すかしら、檻おりに入れるか命を奪うか、どちらにしても向けられる目はきっととても冷たいものになってしまう。

「そうなっても、ずっと義姉さんの傍そばにいるよ」

　キースの答えは予想外のものだった。私はきょとんとして、

「え、傍にいてくれるの。悪に染まった悪い奴やつになるんだよ。そんな奴の傍にいてくれるの？」

　そう聞き返すと、キースはその青い瞳めを細めて言った。

「どんなことになっても義姉さんが望む限り傍にいるよ。そもそも最初にそう言ったのは義姉さんの方だろう。僕が魔力をコントロールできず人を傷つけてしまっても、それでもずっと傍にいてくれるって言ってくれただろう」

　そう言われればそんなことを言ったような気もするけど。

「でもまぁ、そもそも義姉さんが悪に染まらないように止めるつもりでいるけどね」

　キースはにっと歯を見せて笑った。

　その笑顔に胸に広がっていた不安がすっと小さくなっていく気がした。

「ありがとうキース。これからも傍にいて、私が悪いことしそうになったら止めてね」

　私はそう言って、キースに笑い返す。

　ああ、私は本当に素敵な義弟を持ったな、そんな風に思っていると、なにやら後ろの方からガサゴソと音がしているのに気付いた。

「カタリナがどんな様子か確認してくるから屋敷で待っていてもいいと言ってくれたキースに敬意を示して、このままもう少し待つべきだ」

「うっ、少し悔しいですが、ここはお兄様の言う通りにしましょう」

「ちょっと、待ってください。もう十分、待ったでしょう。このままいい雰囲気にしておく訳には行きません。僕はもう行きますよ」

「ジオルド様、一人で、団体行動を乱さないでください。それに行くなら私が一番に行きます。屋敷への到着は私が一番でしたもの」

「到着に大した差はなかったですよ。そんなことより僕はカタリナの婚約者ですので」

「婚約者だからなんですか、私は親友ですよ。この間はお城で一緒のお部屋で眠った仲ですわ」

「ああ、あの時ですか、そういえばあの時はせっかくの僕たちの時間を全力で邪魔していただいて」

「あら、あの程度のことをいつまでも気にして。度量が狭い男ですわね」

「ちょっと、ジオルドもメアリも落ち着け、こんなところで揉もめるなよ……ってわぁ」

　そう叫び声がして、思わず振り返ると、銀髪碧へき眼がんの王子様アランが、茂みから転げ出てきたではないか。

「え、アラン様！」

「……あ、よう」

　アランは芝生しばふの上に転がったまま、気まずそうにそう返事をした。

「ああ、アラン様ったら自分だけ先にズルい」

「そうだよ。何、兄を差し置いて先に行っているんですか」

「いや、どう考えてもお前らがあんな狭いとこで身を乗り出して揉めたせいだろ。なぜ俺おれが怒られるんだ」

　そんな風に言いながら、アランが出てきた茂みからメアリ、ジオルドも登場し、続いて、

「カタリナ様、こんにちは、具合はいかがですか？」

「大丈夫か？」

　ソフィア、ニコル兄妹も出てきたではないか。

　そんな皆の登場にキースがぼそりと「もう少し待っていてくれてもいいのに」とかなんとか言っていたが、いまいちよく聞き取れなかった。

「あの、なんで皆がここに？」

　突然の皆の登場に驚く私に、キースがどこか不満そうな顔で説明してくれた。

「ソフィアが、義姉さんが倒れたことをわざわざ伝達してくれて、皆、お見舞だと色々持ってきてくれたんだよ。義姉さんが部屋で眠って休んでいるようなら帰ってもらおうと思ってたんだけどね。一応、確認してからにしようと待っていてもらったんだ……まぁ、こんな風に邪魔されるなら帰ってもらえばよかったけど」

　最後の方は小さな声でぼそりと囁ささやかれたので聞き取れなかったが、要は皆、今日、倒れてしまった私をお見舞に来てくれたようだ。

「あの、皆、お見舞ありがとう」

　そうお礼を言うと、

「いいえ。カタリナ、君は僕の婚約者ですから、心配するのは当たり前ですよ。それに、どんなことがあろうとも僕はこの命つきるまで君の傍にいますからね」

　とジオルドが笑顔で私の手を取ってきた。

　その台詞に先ほどのキースとの会話を聞かれていたのがわかった。うわ～、あれを聞かれていたのか。なんだかちょっと恥ずかしいな。

　そんな風に思っていると、今度はジオルドを押しのけメアリが、

「私もです。カタリナ様、ずっと傍にいます。絶対に離れてなんか行きませんわ。もしカタリナ様が悪いことに手を染めそうになったら叱って差し上げますわ」
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　と言ってくれた。

　ああ、そうか見捨てないで叱ってくれるのか。

「叱るだけじゃなくて、菓子をしばらくお預けにすればさらに効果もあると思うぞ」

　とアランがいたずら小僧のような笑みを浮かべて言う。

「でしたら、私も心を鬼にして小説をお貸ししないことにします」

　ソフィアがくッと苦しそうな顔でそう続けた。そして、

「そういうことで、ここにいるものは皆、君がどんな風になっても見捨てて離れていったりしない。傍で支え続ける」

　魔性の伯爵ニコルが魅了されそうな微笑ほほえみを浮かべてそう言った。

　ああ、そうだ。キースだけじゃない。ここにいる私の大切な人たちは簡単に私を見捨てたりしない。もし私が道を踏み外しそうになったのならきっと、叱って正しい道に戻るように導いてくれる。

「皆、ありがとう」

　私は心の底からお礼を言った。

　あれほど胸を渦うず巻いていた不安はもうすっかりなくなっていた。

　私は、一人だけだととても無力でどうなるかわからない。でも皆がいてくれればきっと大丈夫、そう思えた。

　その後、すっかり気分もよくなって皆とおしゃべりに興じた私は、夜にはなんの不安もなくすぐに眠りにつくことができた。







　休みが明けて出勤日、私はあの契約の書をきちんと鞄に詰め込み、魔法省へ向かった。

　部署までの道のりで他部署の先輩職員とすれ違い「おはようございます」と声をかけると「おはよう」と返される。

　入省当初こそ、公爵家の令嬢ということで萎い縮しゅくされたり、関わりたくないといった感じで接せられたりしていたが、最近ではそういうのも少なくなってきた。

　私がカタリナ・クラエスだとわかっても、気軽に声をかけてくれたり、労ねぎらってくれる人も増えてきたので非常に嬉うれしい。これからも頑張ろうという気持ちになれる。

　そしてやる気に満ちて部署へ入ると、待ち構えていたらしいラーナとソラと共に再びあの会議室へと連れていかれた。そこにはマリア、サイラス、デューイもそろっていた。

　皆が席に着くとラーナはマリアと私からそれぞれ本を預かると、

「皆、お疲れ様だ。皆の頑張りがあってこうして失われた魔法を記した本を二冊も得ることができた」

　それはそれは嬉しくて仕方がないといった感じでそう言った。

「それで、朝一で上に報告に行ってきて、正式にこの本について調べる許可をもらってきた。よって今後はこの本を見つけた君たちに、この本について調べてもらおうと思う」

「おい、この人数でずっと本を調べるのか？　さすがに人も足りていない中でそれはまずいのではないか」

　ラーナの意い気き揚よう々ようとした宣言にサイラスがそう声をあげると、

「ああ、それはその通りなので時間を決めて人も交代で日常業務の間で行うようにだそうだ。ただ本の持ち主であるマリア、カタリナには積極的にその本の解析をしてもらいたいと思っている。今後の魔法の発展のためにも頼めるだろか」

　ラーナに真っ直すぐな目で見つめられ、

「はい」

　としっかり返事をしたマリアにつられて、私も、

「あ、はい」

　と返した。

「今日もこうして集まっていられる時間は少ない。魔力を発動して本に書かれている文字を読んでくれないか」

　本当に楽しそうなラーナに促され、私たちは本を開き、マリアは魔力を発動させ、私はポチを呼んだ。本に再びあの黒い文字が浮かび上がった。

「ここにしるすのは、われがしるひかりのまほうのすべてである」

　マリアが少したどたどしくそう本を読み上げた。ラーナが『おお』と歓声を上げた。

　そして自然と皆の視線が私に集まってきた。その目が私にも早く読めと告げている。

　しかし、私は目の前に浮かんだ黒い文字を見下ろし息を吐いた。これは言わなくてはまずいよな。うん、他の人には見えないからって適当に言っていいもんじゃない。ちゃんと言わなくてはいけない。いくら情けなくとも恥ずかしくとも……私は覚悟を決めて口を開いた。

「すみません。ここに書いてあるの古字なんで一文字も読めません！」

　空気が固まった音がした気がした。アニメだったらシーンという効果音がつきそうだ。

　皆、ポカーンとしている中、一番先に回復したらしいラーナが、

「そうだな。よく考えればわかることだったな。これは古書なのだから古字で書かれていると、そしてカタリナ嬢には読めないのだと」

　残念そうにしながらもわかってくれたラーナに、私は、そうなんです、読めないんですとコクコク頷いた。

　すると、ラーナは紙とペンを取り出し、

「ならばここに書いてみてくれ、見たままをそのまま書き取るならばそう難しくはないだろう」

　と提案してくれた。

「はい」

　私は大きく頷いた。そうか書けばいいのか、もしかしたら読めるように勉強させられるかとひやひやしたけど、書けばいいだけならなんとかなりそうだ。

　私はすぐにペンと紙を受け取り、黒い文字を書き写そうとしたのだが……あれ？

「……か、かけない。なんで」

　どうしても手が動かない。おかしい。試しに違う今の文字を書いてみたら普通に書けた。どういうことだ。

「あの、この本を写そうとした時だけ、どうしても手が動かないのですけど……」

　そう言うと、ラーナは小さなため息をついた。

「やはりか」

「え、やはりってなんですか？」

「いや、その内容も得た者にしか見えないように魔法のかけられた本なので簡単には写せないのではないかと思っていたんだ。写せれば他者にも容易に魔法が伝えられるからな。写せないような魔法もかかっているのではないかと思っていたんだ」

「はぁ、そうなんですか」

　つまり書き写すことはできないということで、ん、そうなると、どうなるんだ？

「カタリナ」

　ラーナがとてもいい笑顔で私を見て、両肩にポンと手を乗せた。

「魔法省の今後の発展のためにも古字の勉強をしながら、本の解析をよろしく頼む」

「え～～～～～～！！！」

　つまりは現時点でまったく読めない古字を勉強をして、まず読めるようになってから、尚なお且かつ解析もしていけと。なんて大変な作業！

「うっうっうっ」

　嫌ですと断りたいけど、ラーナは許してくれないだろうし、同じ立場の（ただ文字は大体読める）マリアは、

「一緒に頑張りましょうね」

　と笑顔で言ってくるしでとても断れない。私は一人むなしく「あぅ～～」と謎のうめき声だけを漏らした。

　せっかく肉体労働が主な私好みの部署に配属されたのに、契約の書を得てしまったばかりにこんなに頭を使う羽目になってしまうとは……私は手にした本を憎々しく睨にらんでみた。

「とりあえず、まずは古字の辞書から借りてきてはどうですか？」

　と適切なアドバイスをくれたデューイにも何も返す言葉が出てこない。

「ほら、そこで伸びてても何も始まらないだろう」

　とソラに起こされて私はしぶしぶ椅い子すから立ち上がる。

　広げた本にはまだ黒い文字が浮かんでいる。かなりびっしりとした量だ。

　ああ、これを全部、訳していかないといけないのか、そう思うとこの間とは別の意味で頭がくらくらした。

　破滅フラグの前にこの本にやられてしまいそうだ。

　こうして魔法省で『契約の書の解読という名のお勉強と解析』という新たな仕事が私に増えたのだった。







あとがき










　皆さん、こんにちは、山口悟と申します。『乙女ゲームの破滅フラグしかない悪役令嬢に転生してしまった…』も七巻目となりました。この間、まさかの書籍化！　と喜んでいた気がするのに……ここまでくるとは私自身とても驚いている次第です。こうしてここまでこられたのも、応援して下さった皆様のお蔭です。本当にありがとうございます。七巻は新たな乙女ゲームが始まった魔法省が舞台です。いつもの人たちがいつも通りバタバタしますので、どうぞよろしくお願いします。

　またこの七巻は通常版とは別に特装版まで出させて頂きます！　書き下ろしの小冊子とひだかなみ様の通常版とはまた別のイラストのスペシャルな表紙です。ぜひ見てみてください。そして、七巻発売から数日後にはひだかなみ様によって描かれたコミックスの二巻が発売となります。盛りだくさんです！　とても楽しみです。

　最後に、素敵なイラストを描いてくださったひだかなみ様、編集部の担当様、また本作を出版するのに力を貸してくださったすべての皆様に心よりの感謝をもうしあげます。皆様、本当にありがとうございました。

山口　悟
















特典ＳＳ







　本日、俺、ソラ・スミスは同期のカタリナと共に部署の先輩であるローラに改めて省内を案内してもらっていた。そして、「改めてここが生物研究室ね、もう餌の運搬係はきてるかしら」

　ローラが『生物研究室』と書かれている入口に立ってそう言った。その時だった、「ひぃー」と悲鳴を上げて職員と思われる人が突然、ドアの中から飛びでてきた。

　何だと空いたままになったドアから中を覗き込むと部屋の中がぐちゃぐちゃだった。床に書類が散乱し、カップか皿が落ちて割れたのだろう破片が散らばっている。よく見れば小さなサルが暴れまわっていた。そして職員は皆、必死にそのサルを捕まえようとしていた。

　なんとなくそれだけで状況はよめた。これは関わると面倒なことになりそうだな。そう思い扉を閉めようとしたのだが、タイミング悪く暴れまわっていたサルがこちらへと飛んできたではないか、しかも、よりによって隣でボヘーとしていたカタリナの肩に飛び乗った。

　最悪だと思った時にはサルを捕まえようと職員たちが必死な形相でカタリナへと向かってきた。

　普段ならそこまで反応の遅くないカタリナだが、驚いておののいたのか、突っ込んでくる人々をよけようとしない。

　このままだと危ない。咄嗟に手が動いてカタリナの身体を自らの胸の中へ抱き寄せていた。

　以前にも一度、抱きしめたことがあったカタリナの意外と小さな身体はスポンと胸の中に納まった。さらさらの茶色の髪からはなんだかふんわり優しいいい匂いがした。

　今まで、色々な所で生きてきたので女性経験もそれなりに豊富だった。なのに、なぜかカタリナを胸に抱きしめたというそれだけでなんだか顔に熱が上がってきた。なんだこれはと自分でも自分がわからなくなる。

　とりあえず正気に戻らなくてはとカタリナの肩に乗ったままのサルを片手で捕獲し、なんとか上がる熱を下げようとしていると、

「助けてくれてありがとう」

　と腕の中からカタリナがそう礼を言ってきた。自然と上目づかいの目で見つめられ、はにかんだ顔で告げられた言葉に、下げようとしていた熱が一気にあがるのがわかった。

　もう駄目だとパッとカタリナを腕の中から出した。

　不思議そうに何か言いたそうなカタリナから顔をそらす。他の女性とはもっとすごいことをたくさんしてきただろう。なのにこんなことくらいで自分はどうしてしまったのだ。捕まえたサルを返し、生物研究室の職員たちの謝罪を聞きながら、俺は、表情を取り繕いながらもしばらく内心、一人悶え続けた。










乙女おとめゲームの破は滅めつフラグしかない悪あく役やく令れい嬢じょうに転てん生せいしてしまった…７
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